






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　約半年ぶりのごぶさたです。

　本書のＧＭ、著ちよ者しやの久保田悠羅くぼた・ゆうらです。

　前巻でお約束したとおり、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』の第三巻『漆黒の刃、黄金の牙』を無事にお送りすることができました。これもひとえに読み続けてくださる、みなさまのおかげです。これからもよろしくお願いいたします（ペコリ、ペコリ）。




　さて、本書を含ふくむ『アリアンロッド・サガ』シリーズがスタートして、一年以上が経たちました。その間にリプレイ三シリーズと小説で合計九冊さつ（＋サプリメントが三冊）が発刊され、さらに『電でん撃げきG's Festival! COMIC』（アスキー・メディアワークス刊かん）にて、『アリアンロッド・サガ』のコミック『アリアンロッド・サガ　コンチェルト』の連れん載さいも始まりました。

『アリアンロッド・サガ』シリーズは、それぞれのシリーズが独どく立りつした物語として楽しめるようになっていますが（一部例外あり）、各シリーズ間でのクロスオーバーもあるため、他のシリーズも読んでいるとより楽しむことができるようになっています。

　とゆーことで、各シリーズの現げん状じようを簡かん単たんにまとめてみました！




●アリアンロッド・サガ・リプレイ

　通つう称しよう無印シリーズ。著者は『アリアンロッド』のメインデザイナーである菊きく池ちたけし。

　母国レイウォールを追われた王女ピアニィは、第一巻『戦せん乱らんのプリンセス』にてフェリタニア王国を建国。そして、第二巻『最強のフィアンセ』では隣りん国ごくメルトランドの女王スリスを救い、ピアニィが第一巻で手に入れた竜りゆう輝き石せきが、すべての竜輝石を統べる〝ひとつの石〟であることが判はん明めいします。さらに第三巻『殺意のエトワール』において、『ブレイク』シリーズのＰＣたちと激はげしい戦いを繰くり広ひろげ、物語は新たな展てん開かいを迎むかえています。




●アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス

　通称Ａシリーズ。本書のシリーズです。著者は私わたし、久保田悠羅です。

　くわしくは「前巻までのあらすじ」（＊）をご覧ください。




●アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク

　通称Ｂシリーズ。著者はファーイースト・アミューズメント・リサーチ（Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の社長、鈴吹太郎すずふき・たろう。

『ブレイク』シリーズのＰＣたちは、ピアニィの母国と対立する大国グラスウェルズの幻竜騎き士し団だんに所しよ属ぞくする特とく殊しゆ部隊〝ファントムレイダーズ〟です。

　第一巻『ファントムレイダーズ』でメルトランド攻こう略りやくの足がかりを築きずいた、ナーシアをリーダーとする〝ファントムレイダーズ〟。彼かれらは第二巻『フレイムレギオン』にて、グラスウェルズ王フィリップ暗殺を見事阻そ止しし、さらにその背はい後ごに〝バルムンク〟と呼よばれる秘ひ密みつ結社が暗あん躍やくしていることを突つき止とめます。このバルムンクのリーダーは、新しん興こう国こくフェリタニア王国の女王ピアニィ！　〝ファントムレイダーズ〟たちは、ピアニィを倒たおすために一路フェリタニアへと向かいます。そして、なんと物語は『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の第三巻へと続きます！




●アリアンロッド・サガ

　このシリーズはリプレイではなく、小説となっています。著者は矢野俊策やの・しゆんさく。

『アリアンロッド・サガ』の主人公のアルは、無印シリーズで矢野本人がプレイヤーを担たん当とうしているＰＣです。

　第一巻『ルーズ・ソードマスター』では『戦乱のプリンセス』以前の物語を、第二巻『ワンダリング・プリンセス』では『戦乱のプリンセス』と時間軸じくを同じとしながらも、まったく別の物語を描えがいています。

　また、無印シリーズのＰＣたちだけでなく、『ブレイク』シリーズのナーシアも登場しています。




●アリアンロッド・サガ・コンチェルト

　二〇〇九年一〇月から『電撃G's Festival! COMIC』で連載開始されたコミック。著者は無印シリーズや小説のイラストを担当している佐さ々さ木きあかね。

　時代は無印シリーズの三年前。エストネル王国にある全ぜん寮りよう制せいの学校、シェルドニアン学園を舞ぶ台たいとしたファンタジー学園コメディです。主人公は、グラスウェルズ王国の高名な騎士の息子ながらも、争いごとの嫌いなセシル・フォーミダブル。また、無印シリーズのピアニィや『アクロス』シリーズのエルザなど、他のシリーズのＰＣたちも登場しています。




　このほかにも、前巻で書いたように『アリアンロッド・サガ』の舞台となっているアルディオン大陸のガイドブック──『アルディオン大陸ガイド』『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド　ベネット見聞録』（どちらも富士見書房刊）、ゲームをプレイするためのシナリオ『ロスベルク島攻防記』（ゲーム・フィールド刊）なども発売されています。また、いくつか企き画かく中のものもありますので、そちらも発表を楽しみにお待ちください。

　それではほかの作品の紹介はここまでにして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス③　漆黒の刃、黄金の牙』を開かい幕まくいたしましょう！







前巻までのあらすじ

（＊）




　帝紀八〇七年一〇月。アルディオン大陸の二大強国のひとつ、白竜王国グラスウェルズが隣国のアヴェルシア王国へと侵しん攻こうを開始した。〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟と呼ばれる事じ件けんの始まりである。この戦いにおいて、傭よう兵へい隊〝黄金の狼おおかみ〟はアヴェルシア軍の陣じん営えいに参戦。だが、圧あつ倒とう的てきな戦力を誇るグラスウェルズ軍の前に、〝黄金の狼〟は全ぜん滅めつしてしまう。

〝黄金の狼〟に所しよ属ぞくする四人の傭兵──ユンガー、エルザ、ツヴァイ、ダインは、幻の都市オートニアを抜ぬけることによって、戦場からの撤てつ退たいに成功。さらに、〝黄金の狼〟の仲間たちがクロフトの街に囚とらわれていることを知ったユンガーたちは、仲間を救出するためにクロフトの城しろに潜せん入にゆうする。そこで待ち受けていたのは、〝アヴェルシアの服属〟の裏うらで暗躍する組そ織しき〝バルムンク〟のグレゴリー・バクスター。四人はグレゴリーとの戦いに敗れるものの仲間の傭兵たちに助けられ、一命を取とり留とめる。そして、〝黄金の狼〟の副隊長ノルベルトの勧すすめもあり、ユンガーたちは新たに傭兵隊を結成、〝黄金の狼〟の名を継つぐ。

　新生〝黄金の狼〟の最初の仕事は、傭兵仲間のミリアからの依い頼らいだった。それはアヴェルシアの王おう妃ひマリアの救出である。幸運にも王妃との接せつ触しよくに成功したユンガーたちは、アヴェルシアの王都フェリストルから脱だつ出しゆつするために地下水路へと潜もぐる。

　そこで出会ったのは、ツヴァイそっくりの顔をした三人の戦士。彼らはドライと名乗り、バルムンクに属する者であることを四人に明かしたのだった。かろうじてドライを倒たおしたユンガーたちはマリア王妃を連れて、アヴェルシア援えん護ごのために出しゆつ陣じんしていた赤竜王国レイウォールの軍の陣じん地ちへと向かう。

　だが、そこにもすでにバルムンクの手が伸のびていた。軍の大たい将しようであるアドルフィス・ハーリングもバルムンクの一員だったのである。さらにバルムンクの狙ねらいがマリア王妃の持つアヴェルシアの竜輝石であることを察知した四人は、レイウォール軍に捕とらえられていた元〝黄金の狼〟の隊長カテナとともに、マリア王妃を連れてレイウォール軍の陣地を脱出、マリア王妃の故こ郷きようであるラドフォード伯はく領りようへと向かう。

　エルザの機転もあり、無事にラドフォード伯領へと到とう着ちやくした四人は、万全の状じよう態たいでバルムンクの追っ手を迎え撃ち、グレゴリーを倒すことに成功する。そんな彼らの前にまたしてもバルムンクが現あらわれる。ドライ同様、ツヴァイにそっくりなその人物の名は〝火焔剣フランベルジユ〟のアイン。彼はツヴァイに向かい、彼の母親の安あん否ぴを問とい掛かけて去る。

　母親を心配するツヴァイは、ダインとともに故郷へと向かう。また、ユンガーは戦いのさなかに別れたカテナを追い、エルザはラドフォード伯領に残った。再さい会かいの誓ちかいとともにそれぞれの道を進む〝黄金の狼〟の傭兵たち。

　そして、それから一年の月日が流れた──。
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◆Preplay 01◆スキルガイド、見参！




「おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」




　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に、感動とも感かん嘆たんともとれる声が広がった。テーブルを囲む五人の男女の目の前には分ぶ厚あつい紙束がひとつ。その厚さは一センチメートルを超こえている。




矢や薙なぎ：ほぉ～、これが『スキルガイド』ですか。

きくたけ：まだ、本になっていないけどね（笑）。

ゆーら：なので、今回はこの紙束でプレイします。

[image: ]よし村むら：発売はいつなんですか？

ゆーら：八月末の予定です（この収しゆう録ろくの時、まだ発売されていなかったのです）。

[image: ]村：か、かなり分厚いですね～。

ゆーら：今までに発表されたスキルのほとんどが収録されていますからね。なので、この本の大半──ざっと七割わりくらいはデータです（きっぱり）。

矢薙：それはすごいですね。（パラパラと紙をめくりながら）ホントだ。めくってもめくってもデータしか出てこない（笑）。




『アリアンロッドＲＰＧ　スキルガイド』は富ふ士じ見み書しよ房ぼうから絶ぜつ賛さん発売中！




きくたけ：でも、これでスキルの内容の確認も簡単になるし、リプレイを書くのがすっごく楽になるかと思うと、それがもううれしくて、うれしくて（笑）。

ゆーら：とまぁ、きくたけ推薦の『スキルガイド』が発売されるわけですが……。

きくたけ：おうっ！　もういくらでも推薦しちゃうよ（一同笑）。

ゆーら：この『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』も、今回から『スキルガイド』のデータを使用することになります、って……[image: ]村さん？　なにしてるんですか？




　そこには、いきなりメイジのページに目を通している[image: ]村さんの姿があった。

　さて、そんな[image: ]村さんをはじめとする、本リプレイに参加しているプレイヤーとＧＭを、まずは紹介しましょう。




矢薙直樹やなぎ・なおき

　清せい涼りよう感のある声で美形、美少年キャラを演えんじる声せい優ゆう。代表作は『ナイトウィザード The ANIMATION』の柊蓮司ひいらぎ・れんじ、『銀ぎん河が鉄道物語』の有紀学ゆうき・まなぶなど。また、音声コンテンツの作成や声優のマネージメントを行なっているフリーマーチの社長でもある。

　本シリーズでは、傭よう兵へい隊〝黄金の狼おおかみ〟の隊長ユンガーを演えんじている。第二巻かん『狼の魂たましい、竜の光』では、エンディングで隊長らしいところを見事に演えん出しゆつした。

　矢薙さん、今回もその手しゆ腕わんに期待しています！




[image: ]村清子よしむら・きよこ

『ナイトウィザード The ANIMATION』『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』『トリニティ・ブラッド』などに参加している脚きやく本ほん家か。最近では、ＴＶアニメ『鉄くろがねのラインバレル』のシリーズ構こう成せいも担たん当とうし、さらに小説、ドラマＣＤ、ゲームシナリオなどでも活かつ躍やく中。

　本シリーズでは、〝炎ほのおの申し子〟のふたつ名を持つ魔ま法ほう使つかい、エルザ・ブルックスを演じている。賄わい賂ろによって兵士を懐かい柔じゆうしたり、敵てき軍ぐんから馬車を強ごう奪だつしたり、街道の橋を燃もやしたりと大だい活かつ躍やく（？）のエルザだが、これでＲＰＧのプレイ経けい験けんがまだ四回──それも『アクロス』の一巻と二巻──ということなので、将しよう来らいどのようなプレイヤーに成長していくかも楽しみである。




菊きく池ちたけし

　通つう称しよう〝きくたけ〟。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長であり、『アリアンロッドＲＰＧ』のメインデザイナー。『ナイトウィザード』『セブン＝フォートレス』（どちらもエンターブレイン刊かん）などのデザイナーでもある。また、『アリアンロッド・サガ』のリプレイシリーズでは、ピアニィを主人公とした『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（通称、無印）シリーズのＧＭ兼けん執しつ筆ぴつを担当している。

　本シリーズでは、出生に何か秘ひ密みつがあるらしい熱血少年、ツヴァイを演じている。ＮＰＣのミリアとの掛かけ合あいでは初心うぶな少年っぽい演出を心がけているらしい。そのかいもあってか、ミリアとはちょっぴりいい雰ふん囲い気き（笑）。




遠藤卓司えんどう・たくじ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのゲームデザイナー。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のＲＰＧの大半に関わっており、彼かれがシステムを手て掛がけているゲームも多い。社内では〝えんどーちん〟とよく呼よばれている。

　本シリーズでは、エクスマキナ（機械人）のダインを担当している。ダインは〝黄金の狼〟の治ち療りよう師しであり、盾たてであり、そして参さん謀ぼうでもある。ＰＣたちが生いき延のびてこられたのも、彼のおかげといえる。だが、そのために彼自身が幾いく度どとなく倒たおれているという事実を忘わすれてはならない。




久保田悠羅くぼた・ゆうら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属。ゲームデザイン、ワールドデザイン、蘊うん蓄ちく本の執筆、進行管理、編へん集しゆう、事じ務むなどをマルチにこなすゲームデザイナー。本シリーズではＧＭと執筆を担当。『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズ、『ナイトウィザード The 2nd Editionリプレイ　モノクロームの境きよう界かい』（エンターブレイン刊）などのリプレイも執筆している。

『アクロス』シリーズでは、五年前の出来事という状じよう況きようを活かして、ほかのシリーズに対してさまざまなリンクを試みている。それは今巻でも変わらない。その辺りもお楽しみに～。




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：それでは！　さっそくゲームを始めましょう……。

[image: ]村：は～い。

ＧＭ：……と、言いたいところですが、その前にやってもらうことがあります。

きくたけ：ＰＣのリビルドだな。

矢薙：リビルド？

えんどー：簡かん単たんに言えば、キャラクターの作り直しです。

ＧＭ：はい。『スキルガイド』を導入すると、一部のデータに修正が入ったり、新データが追加されたりします。で、それによってＰＣのデータを見直したいという人も出てきます。

きくたけ：新しいサプリメントが発売されると、追加されたデータを使いたくなるしな。

えんどー：ゲーマーの性さがですな（笑）。

[image: ]村：あっ、でもその気持ちはなんとなく分かります。新しいものはやっぱり欲ほしくなりますからね。

きくたけ：でしょ？（笑）

ＧＭ：まぁ、こういう時のために、新しいデータなどを導入する時にＧＭの権けん限げんで、ＰＣの作り直しを認みとめることができるんです。これを〝リビルド〟といいます。

矢薙：全部作り直しになるんですか？

ＧＭ：どこまで認めるかはＧＭ次第になるんですけど、ルールでは次のデータは変更しない方がよい、としています。




・メインクラス

・ライフパス

・種族

・キャラクターレベル

・アイテム、所持金、フェイト




矢薙：なるほど。

ＧＭ：あと、リビルドの方法にはいくつか種類があるんですけど、今回は一番簡かん単たんな〝スキルの振ふり替かえ〟を採さい用ようします。




スキルの振り替え

　リビルドの時に、すでに取得しているスキルを別のスキルに入いれ替かえるという方法が〝スキルの振り替え〟です。ただし、入れ替え元と入れ替え先のスキルは、同じクラスのスキルでなければなりません。

　たとえばウォーリアの《バッシュ》をほかのスキルに変える場合、必ずウォーリアのスキルから選せん択たくする必要があります。この時、《バッシュ》のスキルレベルが２レベルだった場合、《ブランディッシュ》１レベルと《スマッシュ》１レベルに入れ替えるというように、別々のスキルに振ふり分わけることもできます。

　くわしくは『スキルガイド』の６ページをご覧らんください。




[image: ]村：だいたい分かりました。あとは『スキルガイド』と、にらめっこしながら決めればいいわけですね！

きくたけ：いや、そこまで気合いをいれなくても（笑）。

[image: ]村：いえいえ、やっぱり魔ま法ほうの攻こう撃げき力りよくに関してはピアニィに負けたくないんで（笑）。

ＧＭ：攻撃力っ！

えんどー：修しゆ羅らが……、ゲームの修羅がここにもいる（一同笑）。

きくたけ：今回の『スキルガイド』で、サムライの《レイジ》に匹ひつ敵てきするスキルがメイジに追加されたからな～。[image: ]村さんなら、それを取りそうな気がする。

ＧＭ：確たしかに（笑）。まぁ、それはおいといて、前ぜん巻かんでは４レベルまで成長していたので、４レベルの段だん階かいでリビルドしてもらおうと思います。

矢薙：じゃあ、前回もらった成長点はどうするんですか？

ＧＭ：リビルドしたあとに使って、ＰＣを成長してもらいます。さ、ら、に！

矢薙：さらに？

ＧＭ：成長点を追加で差し上げますので、７レベルまで成長させてください。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：そして時間もずば──っと一年ほど進みます。

きくたけ：あれから一年……か。まさに戦記ものって感じだな。

ＧＭ：はい。こういう遊びもありだよ、というのも見せるのが『アクロス』の目的でもありますから。『アクロス』は他のパーティよりもレベルが低いから、早く追いつこうというのもありますが（一同笑）。

[image: ]村：じゃあ、エルザがほかのリプレイに出たりすることも……。

ＧＭ：それは、今後のお楽しみということで（笑）。で、時間の経けい過かとともに、その間にいろいろと経験を積んだということですね。

きくたけ：きっと、ツヴァイは母さんを捜す旅で強くなったに違いない。

[image: ]村：エルザもラドフォード伯はくのところで修しゆ行ぎようをしていたのかな？

矢薙：目覚まし時計を壊こわす修行。

えんどー：賄賂を渡わたす修行。

[image: ]村：どんな修行ですかっ！（一同笑）

ＧＭ：はいはい。それぞれがどんなことをしていたかは、オープニングフェイズで演出するとして、まずは今回予告といきましょう。




　アヴェルシア王国が、赤竜王国レイウォールの属ぞく領りようとなってすでに一年。アヴェルシアの王おう妃ひマリアとその息子ウィルフレッドの存そん在ざいは世間に知られることなく、彼かの女じよらはラドフォード伯領で静かに暮くらしていた。

　だが、レイウォールから代官が送られてきたことにより、ラドフォード伯領の平和な時は終わりを告げる。

　時に帝紀八〇九年五月。それぞれの道を目指すために別れた〝黄金の狼〟の傭兵たちもまた、再ふたたび集うことになる……。




　『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　　───第五話「再さい会かいのアントラクト」




　すべては、竜の石の導みちびきの下に───。




[image: ]村：カールおじさんのところが大変なことに！

きくたけ：ラドフォード伯、終わったな（笑）。

[image: ]

えんどー：きっと、これでノーブルファーマーになるんですよ。

ＧＭ：これこれ、歴史の先を読まないように（笑）。

きくたけ：ところで、アントラクトって何？

ＧＭ：オペラなどで、幕まくと幕との間に演えん奏そうされる曲のことです。まぁ、今回は前回から大きく転てん換かんする話になる──予定なので。

きくたけ：予定かいっ！（笑）

ＧＭ：そこは、ＰＣの行動によって変わりますから。さて、今回のシナリオですが、前巻のエンディングフェイズでＰＣたちは分かれてしまったので、それぞれ別の状況、場所からスタートになります。では、シナリオハンドアウトをお渡わたしします。まずは、ユンガーから。




▼ユンガー用シナリオハンドアウト／矢薙直樹

コネクション：サイモン　　　関係：借り

　キミがカテナの行方を追い、ハーリング家の領りよう地ちへと潜せん入にゆうした時、サイモンと名乗るひとりの神官に助けられたことがあった。そのサイモンとメルトランド王国で再会したキミは、彼からとある情じよう報ほうを教えてもらう。

　それは、ラドフォード伯のもとにバルムンクの手が伸のびているというものだった。




矢薙（以降、ユンガー）：サイモンさん？

[image: ]村：……あれ？　サイモンって、もしかしてアルの友だちの？

ＧＭ：え？　あっ、それはサイラスです（笑）。サイモンは外見的には二〇歳さいくらいで、金きん髪ぱつを腰こしまで垂たらした長ちよう髪はつの美形の神官です。ちゃらちゃらしていて、あまり神官っぽくない神官──そんなイメージですね。

きくたけ：なんかイメージがサイラスとかぶってないか？　でもまぁ、あっちはすっかり変人になってしまったからいいか（笑）。

[image: ]

ＧＭ：変人？

きくたけ：いや、サイラスが○○○○○っていう設せつ定ていになってさぁ──。




　ここから先は無印リプレイ三巻『殺意のエトワール』のネタバレに当たるため、伏せさせていただきます。ちなみに、この『アクロス』の収録は、『殺意のエトワール』のセッション後、発売前に行なわれています。




ユンガー：で、ユンガーはそのサイモンに助けられたわけですね。

ＧＭ：そうです。一いち応おうこちらの想定では、死んだはずなのに生きているアドルフィス──偽にせ物ものの秘密を探さぐるために潜入した時に助けられたということにしています。変更します？

[image: ]

ユンガー：いえ、それでいいです。前回でアドルフィスの死体を見ているから、ユンガーならそういう行動取るような気がしますし。

ＧＭ：では、そういう方向でいかせていただきます。次はエルザのハンドアウトです。




▼エルザ用シナリオハンドアウト／[image: ]村清子

コネクション：ダルトン・ボイル　　　関係：嫌けん悪お

　マリアの出産に立ち会ってから約一年。キミはラドフォード伯の依い頼らいで、レイウォール王国の支し配はい下に置かれたアヴェルシアの各地を巡めぐっていた。

　そしてキミはひさしぶりにラドフォード伯領へと戻もどってきた。ウィルフレッド一歳の誕たん生じよう日びを祝うためである。そんな祝いの時だ。レイウォールから使者が派は遣けんされてきたのは。

　それは波は乱らんの幕まく開あけでもあった。




ＧＭ：このダルトン・ボイルという人は、レイウォールから派遣されてきた代官です。

[image: ]村（以降、エルザ）：なんだか、とてもあやしそうな人ですね。

ＧＭ：あやしいなんて、ハンドアウトのどこにも書いてないですよ（笑）。

エルザ：波乱の幕開けとか、はっきりと書いてあるじゃないですか！

きくたけ：シナリオ的には、序じよ盤ばんに出てくるラスボスの手下その一って感じだな。

えんどー：途と中ちゆうで裏うら切ぎられて切きり捨すてられてしまうような？

きくたけ：そうそう。バカな～、私わたしはあなたの右みぎ腕うでだったのでは[image: ][image: ][image: ]とか、そんな感じであっさり死んじゃうキャラ（笑）。

エルザ：でも、お城しろにはマリア王妃とかウィルフレッドくんとかいるんですよね？

[image: ]

[image: ]

ＧＭ：いますね。

エルザ：見つかるとまずくないですか？

ＧＭ：まずいですね（笑）。

エルザ：ですよね。これは早くなんとかしないといけませんね。

ＧＭ：とゆ～ところで、次はツヴァイ。




▼ツヴァイ用シナリオハンドアウト／きくたけ

コネクション：コーレア　　　関係：家族




きくたけ（以降、ツヴァイ）：コーレア？　そういえば、そんな人いたな。

ユンガー：いましたっけ？

ＧＭ：『アクロス』には登場していないです。『最強のフィアンセ』に登場した武ぶ将しようのひとりですね。エクスマキナの女じよ性せいです。




　無印リプレイシリーズの第二巻『最強のフィアンセ』では、ピアニィたちがフェリタニアの戦力を整えるために武将を集めるというイベントがありました。コーレアはその武将のひとりで、ラドフォード伯とともに最強の兵力を誇ほこっていたのです。




ＧＭ：ちなみにこんな感じの人です（次のイラストを見せる）。で、ツヴァイとの関係は〝家族〟。

[image: ]

ツヴァイ：家族かよっ！




　いちいち突つっ込こまないでいただきたい。




ツヴァイ：だってまさか『アクロス』にも登場するとは思ってなかったんで、つい（笑）。

ＧＭ：いや、なんで殺さつ戮りく機械とまで呼ばれた彼かの女じよがラドフォード伯領にいるのかな～と思ったところから、今回のシナリオはできていますから（笑）。で、ハンドアウトの続きです。




　行方不明となった母親イルマを捜していたキミは、ひとりの女性のことを思い出していた。彼女の名前はコーレア。ノルウィッチでキミたちと暮くらしていたエクスマキナだ。コーレアもイルマとともに行方不明になっていたが、キミは数ヶ月前に偶ぐう然ぜんコーレアと再会した。　その場所は戦場──彼女はみずから築きずいた屍しかばねの山の上にひとり立っていた。




ツヴァイ：一いつ緒しよに暮らしていた？

ＧＭ：はい。きっと、身の回りの世話とかしてくれていたんでしょう。ツヴァイの母親は、病気がちという設定でしたよね？

ツヴァイ：確かに。じゃあ、ツヴァイはコーレアに母親を任まかせて、薬を買うために傭兵になったわけだな。

ＧＭ：そうなりますね。

ツヴァイ：あと行方不明ってことは、家に戻った時にはコーレアもいなかったんだよね？

ＧＭ：そうです。コーレアもイルマもいませんでした。家の中は荒あらされていた、というか戦せん闘とうのあとみたいな感じだったと思ってください。

ツヴァイ：で、そのコーレアと戦場で出会うわけか。

ＧＭ：どのような出会いになるかは、ダインのハンドアウト参照（笑）。




▼ダイン用シナリオハンドアウト／えんどー

コネクション：コーレア　　　関係：哀あい情じよう

　キミはツヴァイとともに彼の母親を捜さがす旅をしていた。だが、なにしろ情報がない。そこで、バルムンクが関わっている可か能のう性せいに賭かけて、キミとツヴァイは傭兵としてあちこちの戦場を巡っていた。

　ある日、援えん軍ぐんとして向かった戦場でキミはコーレアというエクスマキナと出会う。彼女はキミが救い出すはずの兵士たちの屍の上で、全身を赤く染そめて微笑ほほえんでいた。

　だが、その笑顔はどこか寂さびしげで、歪いびつな印象を受けた。




えんどー（以降、ダイン）：敵てきだ───っ！（一同笑）

ツヴァイ：こっちのハンドアウトからすると、味方は全ぜん滅めつしているし。どれだけ強いんだ？

ＧＭ：兵力30くらいの強さということで（笑）。

ツヴァイ：それは『最強のフィアンセ』の話だ（一同笑）。

ダイン：まぁ、コーレアを助けるみたいな感じですね。なんか病んでるイメージがあるし。

ツヴァイ：えんどーちん、ヤンデレ好きだからな（笑）。

ダイン：別にヤンデレ好きじゃないですよ。それに、ツンデレ大好きのきくたけさんには言われたくないかと（笑）。

ツヴァイ：誰だれがツンデレ好きだっ！

ＧＭ：じゃあ、ツンツン（笑）。

ツヴァイ：もっと嫌いやだわっ!!（一同笑）

ＧＭ：まぁ、きくたけさんの趣味はおいといて、リビルドを始めましょう！　あと、先ほども言ったように、四話の成長点のほかに[image: ]点分の成長点を差し上げます。ただし、この成長点はあくまでも『アクロス』のＰＣにのみ使用してくださいね。プライベートのプレイには使用しないように（笑）。

ダイン：ちっ！（笑）




　ちなみに[image: ]点という点数は、５レベルから７レベルに成長するための[image: ]点に、クラスチェンジやフェイトの上じよう昇しよう分ぶんとして使用するための20点を加えて算出しています。

　また、この成長点を元にギルドへの成長点や追加の所持金なども計算しています。これらの目安も『スキルガイド』に掲載されています。22ページを参考にしてください。




ツヴァイ：さて、まずはリビルドだな。スキルをどう入れ替えるか──（キャラクターシートを見ている）ぐはっ！　替えるスキルなんてねぇ～よ！　全部必要じゃないかっ!!（一同笑）

エルザ：じゃあ、ツヴァイくんは変更なしですか？

ツヴァイ：そ、そうなるかな？

エルザ：（『スキルガイド』の紙束を見ている）あれ？　このスキル、ものすごく強くないですか？

ダイン：ん？　おぉ～、いいところに目をつけましたね（笑）。




　などなど……。お互たがいに相談しながら成長を決めていくプレイヤーたち。




ＧＭ：では、リビルドの分も含ふくめて、どのようにＰＣが成長したかを発表お願いします！




●ユンガーの場合（７レベル）

ＧＭ：まずはユンガーからどうぞ。

ユンガー：きくたけさんとも相談したんですけど、リビルドでの変更はなしです。

ツヴァイ：ユンガーも《サプライザル》と《スペシャライズ》のスキルレベルを５にするのがとりあえずの目標なので、スキルを入れ替える余よ裕ゆうがなかった（笑）。

ユンガー：でも、５レベル、６レベルで両方ともスキルレベルが５になりました。なので、７レベルで《サドンインパクト》と《ウェポンフォーカス》を取りました。《サドンインパクト》は相手の防ぼう御ぎよ力りよくを０にしてダメージを与あたえるスキルです。

ツヴァイ：一シーンに一回しか使えないけどね。

ユンガー：《ウェポンフォーカス》は、《スペシャライズ》で選択した武ぶ器きのダメージを上げるスキルですよね。これで、いつもの隠おん密みつ状じよう態たいからの攻撃の命中が12＋４Ｄ、ダメージが16＋７Ｄになります。

ＧＭ：これに《ブルズアイ》や《サドンインパクト》が乗るのかぁ。

ユンガー：はい。武器は雷らい鳴めいの弓のままですけど、防ぼう具ぐを新調しました。頭がグリーンベレーで、胴どうがフェザーアーマーです。あと装そう身しん具ぐの鷹たかの目を買いました。これで射しや撃げき攻撃のダメージにプラス１です。

ＧＭ：順調にユンガーの攻撃力が上がっているような気が……（笑）。では、次はエルザ。

[image: ]




●エルザ・ブルックスの場合（７レベル）

エルザ：せっかくなので、リビルドで少しだけスキルを変えました。《フレイムロード》２レベル分で、《エンチャントウェポン：風》と《ファイアボルト》を取りました。

ダイン：今から《ファイアボルト》？

ＧＭ：いや、『スキルガイド』で追加された新スキルのことを教えてあげたら、[image: ]村さんがそれを取りたいって言ったんで（笑）。そのスキルの前ぜん提ていに必要なんですよ。

ユンガー：どんなスキルなんですか？

ＧＭ：最大ＭＰだけ、魔ま術じゆつのダメージが上がるスキル。

ツヴァイ：《リゼントメント》かっ！

エルザ：やっぱりエルザは、大ダメージを狙ねらっていった方がいいかと思って（笑）。

ＧＭ：まぁ、使用回数に制せい限げんがあったり、《マジックフォージ》と同時に使うことはできなかったり、使ったあとにＭＰが０になったりするけど（笑）。

エルザ：あと、装備も少し変えました。あっ、セージにクラスチェンジして《エフィシエント》（＊）を取得しました。これで《ファイアボルト》のダメージがさらに上がります。

ＧＭ：さすが〝炎の申し子〟（笑）。え～、次はツヴァイどうぞ。





（＊）《エフィシエント》　セージのスキル。ダイスを振って効果を求める魔術の効果を増加させる。



[image: ]




●ツヴァイの場合（７レベル）

ツヴァイ：ツヴァイもユンガー隊長と同じように、スキルのレベルを上げ続けています。具体的には《ガンパード》。キャラクターのレベルが７になって、ようやく《ガンパード》のスキルレベルが５になったので、攻撃力の基き本ほんが25＋２Ｄまで上がった。リビルドはなし。

ＧＭ：ほかには？

ツヴァイ：《デスターゲット》（＊）と《カリキュレイト》（＊）。

ダイン：ガンスリンガーでは鉄板のスキルですね。

ツヴァイ：あぁ。そして、『スキルガイド』で《ラストリゾート》が白兵攻撃が可か能のうになるというデータに変更になったので、《リバウンドバッシュ》を取得した！　これで《バッシュ》で範はん囲い攻撃ができるぜい！　ありがとう、『スキルガイド』（笑）。

ＧＭ：エンゲージしている対象だけですけどね。

ツヴァイ：それで十分、十分。《ブレットレイブ》の効果が上乗せできるから。あと、バックラーをファインバックラーに替えたり、頭を闘とう士しのバンダナにしたり、装備も一新した。

ＧＭ：さすがにみんな防具が固くなっていくなぁ～。では、最後はダイン。





（＊）《デスターゲット》　ガンスリンガーのスキル。射撃攻撃のダメージに＋【感知】する。

（＊）《カリキュレイト》　ガンスリンガーのスキル。イニシアチブプロセスに行動する。



[image: ]




●ダインの場合（７レベル）

ダイン：私もリビルドはしませんでした。アコライトのスキルから《レイズ》を取得して、《ヘイスト》と《プロテクション》を１レベルずつ上昇させました。あと『スキルガイド』で追加されたエクスマキナの《アップデート》を取得。これで《カバーリング》のコストが下がるのでかなり楽になります。装備はミスリルクロークを購こう入にゆう。そして……。

一同：そして？

ダイン：ちょっとだけバードに寄より道みちして、歌を覚えてきました。《ファイトソング》（＊）と《ジョイフルジョイフル》（＊）ですね。これからは、新感覚癒いやし系けいボーカ○イドとして活躍するつもりです（笑）。

ＧＭ：ダインポイド（一同笑）。

ツヴァイ：メロディとコンビが組めそうだね。

エルザ：じゃあ、メロディちゃんと一緒に歌いましょう（笑）。

ダイン：はっ、分かりました。では……ぼえぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：それじゃ、ジャイ○ンだっつーの（一同笑）。





（＊）《ファイトソング》　バードのスキル。使用回数に制限のあるスキルを追加で使えるようにする。

（＊）《ジョイフルジョイフル》　バードのスキル。行動済のキャラクターを未行動にする。



[image: ]

ツヴァイ：しかし、ダインは完全に支し援えん役になったな。まさか、バードにクラスチェンジするとは……。

ダイン：一時期、気の迷まよいでアームボウとかを装備した時期もありましたが（笑）。

ＧＭ：攻撃役がエルザとユンガー、支援＆治ち癒ゆ役がダイン……ツヴァイは？

ツヴァイ：離はなれてもＯＫ、接敵してもＯＫの遊ゆう撃げき役ということで（笑）。《ウィング》も取得しているから、離り脱だつも自由自在だし。

ＧＭ：そう考えると、かなりバランス的にはよくなってきているのかな？

エルザ：でも、ダインくんが倒たおれると終わりなのは変わらないですよね（一同笑）。

ツヴァイ：まぁ、そこはがんばれ、ダインということで（笑）。

ＧＭ：それじゃあ、なんの解かい決けつにもなってないって（笑）。さて、これで成長は終わりですね。次はギルドスキルを選択してください。前回は２レベルでしたが、今回は４レベルまで上がっていますので、ギルドスキルをふたつ選択できます。

ツヴァイ：何持っていたっけ？

ユンガー：えーっと、《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《目利き》です。

ダイン：となると《祝福》と《限げん界かい突とつ破ぱ》などが妥だ当とうかと。エルザは《リゼントメント》を使うとＭＰが０になるんですよね？

ＧＭ：はい。あっ、でもメロディちゃんの分は残りますよ。

ダイン：《ファミリア》の分は残るのか。

ＧＭ：ただし、《ファミリア》で増ぞう加かしている分は、《リゼントメント》の効果には足されません。あくまでも最大ＭＰですから。

ツヴァイ：それでも強いことには間ま違ちがいない（笑）。

ユンガー：《祝福》ってＭＰが回かい復ふくするやつでしたっけ？

ＧＭ：そうです。《限界突破》の方は、一ラウンドの間だけすべての判はん定ていとダメージがギルドレベルだけ上昇するギルドスキルです。〝黄金の狼〟のギルドレベルは４だから、＋４というふうになります。

ダイン：あと、《祝福》を取ってくれると私がかなり楽になります。《カバーリング》と《プロテクション》で、ＭＰが毎回ギリギリなんで。

ユンガー：じゃあ、《祝福》と《限界突破》にします。

ツヴァイ：いいんじゃないかな。

ＧＭ：では、それで決定ということで。ＰＣのキャラクターレベルは７なので、全部持っていくことができますから、今回のギルドスキルは、《蘇生》《陣形》《目利き》《祝福》《限界突破》となります。

ユンガー：はい。

ＧＭ：プリプレイはこんなところですね。では、セッション本ほん編ぺんを開始しましょう！
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◆Opening 01◆エルザの災さい難なん




ＧＭ：最初のオープニングシーンはエルザからです。エルザはラドフォード伯はく家の当主であるウォーレン・ラドフォードに協力して……。

ツヴァイ：ん？　ウォーレンって……もしかしてカールおじさんの名前？

ＧＭ：もしかしなくてもそうです。ちゃんと『アクロス』の二巻かんで書いてありますよ。まぁ、カールおじさんのインパクトが強かったですからね。ま、誰だれのせいとは言わないけど（笑）。

ツヴァイ：オレのせいじゃないぞっ！　カールおじさんって言い出したのは大竹さんだぞ。




　大竹みゆさん。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズで、殺意振ふりまく女王様ピアニィのプレイヤーを担たん当とうしているフリーの声せい優ゆうである。

　ＴＲＰＧの戦せん闘とうが三度の飯よりも大好き。




ＧＭ：まぁ、その責せき任にんの追つい及きゆうは別の機会にしましょう（笑）。で、エルザですが……。

エルザ：ラドフォード伯に協力して、アヴェルシアの各地を巡めぐっているわけですよね。

ＧＭ：そうです。

エルザ：じゃあ、その途と中ちゆうで実家に戻もどってアルくんの様子を報ほう告こくしたり、アルくんに頼たのまれていた書しよ状じようを届とどけたりしておきます。

ＧＭ：前ぜん巻かんでアルから預あずかった書状ですね。

エルザ：はい。忘わすれないようにちゃんと届けておかないと（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいです。と、そんな感じで忙いそがしい毎日を送っているエルザですが、もうすぐウィルフレッドの誕たん生じよう日びということで、ひさびさにラドフォード伯領りように戻ってきています。

エルザ：じゃあ、ウィルくんの誕生日プレゼントも買ってきたことにしますね。

ＧＭ：それはいいですね。では、場所はラドフォード伯の城──オブライエン城の応接室となります。プレゼントを抱えたエルザが部屋で待っていると、そこにラドフォード伯がやってきます。「おぉ～、エルザ殿。長旅ご苦労であった」

エルザ：ただいま戻もどりました。それから、これはウィルフレッドくんへ──と言ってラドフォード伯にプレゼントを渡します。

ＧＭ：「長旅で疲れているところを、わざわざ気を遣っていただいてすまないな」プレゼントを受け取ったラドフォード伯が、頭を下げて礼を言います。

エルザ：そんな止めてください。わたしは好きでこういうことをやっているんだし、あちこちを旅するのも見聞を広めるいい機会ですから。それより、ウィルくんは元気ですか？

ＧＭ：エルザがウィルフレッドのことを聞くと、それまで真面目な顔をしていたラドフォード伯の顔に満面の笑みが浮うかびます。「あぁ、元気だとも。元気すぎて困こまるくらいじゃ。そうそう、ついこの前のことだが、わしの方を見て手を叩たたいてくれたんじゃよ。それはそれは、とてもかわいくてな──」（一同笑）

エルザ：すっかり孫大好きなおじいちゃんになっています（笑）。

ツヴァイ：えぇ[image: ][image: ][image: ]っ！　ラドフォード伯は三年後に戦いに赴おもむくんだから、もっとびしっとしてもらわないと（笑）。

ＧＭ：まぁ、この頃ころは大きな戦いもなく、平和な時期ですから。なので、ラドフォード伯も初孫で大喜びという状態なのです（笑）。「おぉ、そろそろウィルフレッドが昼寝から目覚める頃じゃな。エルザ殿も早くウィルフレッドに会いたいじゃろ」と言って、ラドフォード伯が席を立とうとした時──バンッ！

ツヴァイ：きたっ！（笑）

エルザ：な、なんですかっ!?

ＧＭ：「ウォーレン様！　エルザ様！　レイウォール王国のダルトン・ボイルと名乗る貴き族ぞくの方が見えられております!!」扉を開けて、ひとりの騎士が飛び込んできます。

エルザ：レイウォールのっ!?

ＧＭ：「はっ！」エルザの問いに騎士がうなずきます。「ウォーレン様への拝はい謁えつを求めておりますが、いかがいたしますかっ!?」ラドフォード伯はしばらく考かんがえ込こみますが──「レイウォールということであれば、会わぬわけにもいかぬだろう。謁えつ見けんの間までお通しせよ」

エルザ：大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：「なぁに、それほど大げさなことではなかろう。おおかた、この地に立たち寄よったので挨あい拶さつに来た程てい度どのことであろうよ」エルザたちを安心させるように、微笑ほほえむラドフォード伯。

エルザ：だといいんですけど……。

ツヴァイ：絶ぜつ対たいにそれだけですむわけがない（一同笑）。

ユンガー：ですね（笑）。

エルザ：ハンドアウトには波は乱らんの幕まく開あけって書いてありますからね。……そうだ、わたしも謁見の場にいてもいいですか？

ＧＭ：「あぁ、もちろんだ。エルザ殿には、何かあった時には助言して欲ほしいからな」

エルザ：（神妙な感じで）分かりました。

ＧＭ：さて、ラドフォード伯とエルザが謁見の間に向かうと、そこには三人の男が待っています──とはいっても、ひとりは赤い竜りゆう炎えん騎き士し団だんの全身鎧よろいを着ているので性せい別べつまでは分かりませんが、たぶん男だろうという感じです。

エルザ：残りのふたりはどんな人ですか？

ＧＭ：ひとりは文官といった雰囲気の細身の男だん性せいです。年ねん齢れいは二〇歳くらいで、髪かみも油できちんと整えています。印象としては抜ぬき身みのナイフといったイメージかな？　誰だれかが冗じよう談だんを言ってもけっして笑わないタイプですね。

エルザ：真面目で仕事もできるみたいな？

ＧＭ：そんな感じですね。そして、この文官と騎士の前にいるのが、年齢は四〇歳くらい、豪ごう奢しやな衣い装しようを着た男です。

エルザ：この男がダルトン・ボイル……？

ＧＭ：そのようです。こちらも文官ほどではないですが痩やせていて……。

エルザ：きっと、大きな宝ほう石せきのはまった指輪をいくつもしていて……。

ツヴァイ：カボチャパンツで……。

ダイン：細いヒゲをピンと立て……。

ＧＭ：（超甲高い声で）「そう、このわたしこそがダルトン・ボイルであ────るっ！」

一同：何者だよっ!!（笑）

ＧＭ：あんたらが勝手に演出したんだろうっ!?　コホン！（咳払いをして）「ラドフォード領の代官にこのわたしが任じられたのだ。光栄に思うがよいぞ」

ツヴァイ：いかにもダメそうなやつだ（笑）。

エルザ：でも、代官って言いましたよ。ラドフォード伯領は、そのままラドフォード伯が治めてよいってことになっていましたよね？

ＧＭ：なので、ダルトンのうしろに控ひかえていた文官が文書を差し出してきます。「これがアヴェルシアの総督より預あずかりました命令書です。ご確かく認にんください」

エルザ：じゃあ、その文書をわたしが受け取って、ラドフォード伯に渡わたします。

ＧＭ：ラドフォード伯はエルザより渡された文書に目を通すと、目を伏ふせながら文官に答えます──「確たしかに」

エルザ：これはどういうことですかっ!?

ＧＭ：エルザの問いに文官が淡たん々たんと答えます。「今後、この領りよう内ないにおける政せい務むの多くをダルトン・ボイル様が引ひき継つぐことになります。また、この城の一室を執しつ務む室しつとして明け渡していただくようお願いいたします。ほかにもダルトン・ボイル様の私し室しつ、兵士たちの部屋なども必要となります。詳しよう細さいはこちらに……」文官が次々と書類を出してきます。

エルザ：えぇっ!?　お城に住むことになるんですか!?　えっと、マリアさんとかウィルくんのことは、レイウォールは知らないですよね？

ＧＭ：知らないはずです。そのことを知っているのは、ラドフォード伯のお城にいる人と〝黄金の狼おおかみ〟の四人だけです。あと、バルムンクのアインも知っていますけど（笑）。
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ユンガー：もしかして、バルムンクの仕業？

エルザ：それとも、マリアさんのことがレイウォールにばれたとか……。すぐに部屋を明け渡す必要があるんでしょうか？

ＧＭ：「いえ、さすがに今すぐというわけにはいかないでしょうから、一週間お待ちいたします。それまでにご準じゆん備びください」

エルザ：（安心した声で）それなら、マリアさんやウィルくんをここから逃にがすことはできそうですね。

ＧＭ：そうですね。なので、文官の言葉を聞いたラドフォード伯もほっとしています。と、その様子を見たダルトンは満足そうに笑うと、エルザに向かってこう言います。

エルザ：わたしに？

ＧＭ：はい。「それでは、一週間後に参りますぞ。また、お会いしましょう────美しいお嬢じようさん」（笑）

エルザ：えぇ────っ!!（一同笑）

一同：ナンパされたっ！（笑）

エルザ：（ため息をつきながら）こんな時に、みんながいてくれたら心強いのに……。メロディちゃんに声を掛かけながら、なんとなく空を見て、思いを馳はせています（笑）。

ＧＭ：そしてダルトン一行は退たい場じようしていきます。というところでエルザのシーンは終しゆう了りよう。さて、一方その頃ころユンガーは……。







◆Opening 02◆あやしい神官？




ＧＭ：さて、エルザが成金趣しゆ味みの貴族に言いい寄よられている時、ユンガーはメルトランド王国のとある小さな町にいます。この町に流れ着いてきたのはハンドアウトに書いてあるとおりですね。ハーリング領でちょっとちょっかいを出したら大変な目に遭あったという感じです。

ユンガー：じゃあ、ほとぼりが冷めるまでレイウォールには行けないですね。

ＧＭ：はい。なので、レイウォールの隣となりのメルトランド王国にいるというわけです。で、宿屋兼けん酒場を拠きよ点てんとして、旅の商人や傭よう兵へいたちの噂うわさ話ばなしを聞いて、バルムンクの情じよう報ほうを探さぐっているという状じよう況きようです。とはいえ、なかなか情報が手に入るわけもなく……。

ユンガー：（真面目な声で）さすがはバルムンク。そう簡かん単たんに手て掛がかりを掴つかむことができるわけもないか……。

ＧＭ：と、傭兵や冒険者で賑わっている酒場で、なにか情報はないかと聞き耳を立てているユンガーに、ひとりの男が声を掛かけてくる。「やあ、ユンガー。ひさしぶりー」

ユンガー：その声はサイモンか……。

ＧＭ：「こーんなところで会うなんて奇き遇ぐうだね」そう言いながら、サイモンはユンガーの隣の席に腰こし掛かけます。さっきも言ったようにサイモンは金色の髪を背せ中なかまで流した美形の神官です。年齢は二〇歳くらいで、神官とは思えないようなオシャレな格かつ好こうをしています。

ツヴァイ：チャラい神官（笑）。

エルザ：金のネックレスとかしてそうですね。

ツヴァイ：いいねぇ～（笑）。

ＧＭ：菊きく池ちさんが好きそうな感じ？

ツヴァイ：じゃあ竪たて琴ごと持たなきゃ、竪琴！

ＧＭ：バードじゃないので持ちません（笑）。

ツヴァイ：ちっ！（一同笑）

ユンガー：それでお前は今は何をしてるんだ？

ＧＭ：「今？　今は神しん殿でんに頼まれて傭兵みたいなことかなー」

ユンガー：神官なのに？

ＧＭ：「神官は傭兵として結けつ構こう役に立つんだよ。でもさー、治ち療りようするのは男ばっかで、女じよ性せいなんてごくわずか。これじゃつまんないっつーの。で、ひさびさのオフに馴染みの酒場に来てみたら、どこかで見た顔がいたので声を掛けたってわけだ」

ユンガー：なるほど。サイモンはそういう軽いキャラなんですね（笑）。じゃあ、とりあえずサイモンに一杯おごります──これはあの時に助けてもらった礼だ。

ＧＭ：「じゃー、遠えん慮りよなく」一気に飲のみ干ほすサイモン。「で、ユンガーの方はどうだい。捜さがし物ものは見つかったのかい？」

ユンガー：じゃあ、それに対しては苦笑いを浮うかべながら──ふっ、そう簡単に見つかれば苦労はないさ。

ＧＭ：「まっ、そんなもんだよねー」などとお互たがいの近きん況きようを話している中で、そういえば……という感じで、サイモンはとある話題を振ってきます。

ユンガー：とある話題？

ＧＭ：小さくうなずくと、サイモンは顔をユンガーの近くまで寄よせて、小声で話し始めます。「どうやら、南の方がきな臭くさくなりそうなんだよねー。レイウォールが今まで自治を認みとめていたラドフォード伯領に代官を送おくり込こんだらしいんだよ」

ユンガー：（大げさに）なんだってっ！（一同笑）

ＧＭ：「しかも、その代官──ダルトン・ボイルって名前なんだけどー、彼が竜りゆう輝き石せきについて熱心に調べているらしいんだよね」

ツヴァイ：げっ！　それって間ま違ちがいなくバルムンクがらみじゃないか？（笑）

エルザ：ま、まずいです！　ピンチです！

ダイン：もしかして、ダルトンはバルムンク？

ユンガー：いろんなことが脳のう裏りに浮かびます（笑）。

ＧＭ：「ん？　どうしたんだい？　顔色が優すぐれないみたいだけど」（一同笑）

ツヴァイ：こいつ、絶対何か知ってるぞ！（笑）

ＧＭ：「いやいや、オレは単なる通りすがりの神官だから」（笑）

ダイン：ダメだこいつー！（一同笑）

エルザ：あやしい、なーんかあやしい（笑）。

ＧＭ：そんなことないですよ。サイモンはいいやつですよ（笑）。

ツヴァイ：めっちゃくちゃあやしい。

エルザ：あやしいですね。

ダイン：うん、あやしい。

ユンガー：うーん、ユンガーもあやしいと思うんですけど、前に助けてもらったこともあるんで、ここは信用します（笑）。

ＧＭ：さすが隊長！　いい人だ（笑）。

ユンガー：で、サイモンの話を聞いて、ラドフォード伯領へと向かおうと思います。あそこにはエルザもいるはずですし、連れん絡らくを取ってみようかなと。

ＧＭ：了解しました。

ユンガー：しかし、エルザは今いま頃ごろ何をやっているんだろう？

ツヴァイ：金稼かせいでるんじゃない？（笑）

エルザ：金持ちの貴族に言い寄られて困こまっています（一同笑）。

ツヴァイ：ところで、アヴェルシアの竜輝石についての情報って何か流れている？

ＧＭ：すくなくとも表では何もないですね。レイウォールも特に発表はしてないです。だから、各国はレイウォールがアヴェルシアの竜輝石を持っていると考えているんじゃないかと。

エルザ：竜輝石って、普ふ通つうの人は知っているんですか？

ＧＭ：知ってます。とはいっても、おとぎ話のレベルですけどね。日本で言えば三種の神器かな。誰もが知っているけど、実じつ際さいに見た人はいない──そんな感じですね。

ユンガー：となると、ダルトンはどこからかラドフォード伯領にある竜輝石の情報を入手して、それを奪うばおうとしている？

ツヴァイ：それって間違いなくバルムンクじゃん！

ダイン：私たちのほかには、バルムンクのアインしか知らないですからね。

ユンガー：とするとかなりまずいですね。じゃあ、サイモンにお礼を言って急いでラドフォード伯領に向かいます。




　サイモンから話を聞いたユンガーは、急いで荷物をまとめる。冷静を装ってはいるものの、その表情には焦りが見えた。サイモンへの礼もそこそこにユンガーは酒場を出て行く。

　そんな彼の背中を、サイモンはどこか含みのある笑顔で見送っていた──。







◆Opening 03◆戦場での再さい会かい




ＧＭ：オープニング最後のシーンはツヴァイ。場所はゴルフォード王国南部にある小国家群ぐん。

ツヴァイ：ゴルフォード？　また、ずいぶん遠くまで来たな。

ダイン：私はどうなりますか？

ＧＭ：もちろんツヴァイと一いつ緒しよに行動しているダインも自動的に登場となります。

ダイン：分かりました。

ＧＭ：さて、ツヴァイとダインのふたりは前回のエンディングのあと、ツヴァイの母親イルマを捜さがしてアルディオン大陸の各地を放ほう浪ろうしているわけですが、なにしろ情報がない──。

ダイン：で、バルムンクがからんでいるとすれば、戦争しているところだろうと考えて、ここまでやってきたということですね。

ＧＭ：そういうことです。それから、今回予告では八〇九年五月と言っていますが、ツヴァイとダインのオープニングのシーンはそれよりも前の話になります。

ツヴァイ：え？

ＧＭ：ちゃんとハンドアウトに数ヶ月前って書いてあります（笑）。

ツヴァイ：どれどれ……本当だ！　なんというトラップ！（笑）

ダイン：オープニングからいきなり罠が（笑）。

ＧＭ：いや、別に罠わなじゃないから。とゆーわけで、ツヴァイとダインは傭兵としてとある小国に雇われ、増ぞう援えんとして戦場へ行軍しているところです。中には馬に乗っている騎士もいますが、兵士や傭兵のほとんどは歩きです。もちろんキミたちも歩きです。

ツヴァイ：歩きかぁ～。（ダインに）疲れた、腹減った（一同笑）。

ダイン：もう腹が減ったのですか？

ツヴァイ：育ち盛りだから仕方ないだろ。

ダイン：（呆れたように）相変わらずツヴァイは、我慢のなんたるかを知らないようですね。ちょっと、そこに座りなさい。

ツヴァイ：歩いているのに座れるわけないだろっ!!（一同笑）

ダイン：はっはははは（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんなやりとりをしながら数日後。無事に戦場に到とう着ちやくしたキミたちの目に飛び込んで来た光景は、なんとすでに壊かい滅めつ状じよう態たいの本隊……。

ツヴァイ：いきなり壊滅かよっ！

ＧＭ：（大きくうなずく）兵士たちの屍しかばねが地面に転がる中、ひとりの女性の戦士が立っています。その手には柄つかが妙みように長い長ちよう剣けん。兵士たちの返り血を浴びて真っ赤に染そまった彼かの女じよの顔には、うっすらと微笑ほほえみが浮かんでいます。ここでツヴァイは、その顔に見覚えがあることに気がつきます。

ツヴァイ：で、ハンドアウトに繋つながるわけだな。ならば、ここですることはひとつだな。大声で彼女の名前を叫さけぶぞ。コーレアッ！

ＧＭ：キミの声に気づいたのか、女性の兵士はツヴァイの方へと顔を向けます。しかし、彼女は寂さびしそうな笑顔を浮うかべるだけで、なんの反はん応のうもありません。

ツヴァイ：え？　コーレアじゃないのか？

ダイン：彼女を知っているんですか？

ツヴァイ：……あぁ。

ＧＭ：ダインの問いにうなずくツヴァイ。そして、彼は母親のイルマとコーレアの三人で暮くらしていた時のことを思い出していた──。とゆーわけで、回想シーン入ります（一同笑）。

ツヴァイ：回想シーン来た！（笑）

ＧＭ：昔の知り合いが登場した場合の基き本ほんではないかと。

ツヴァイ：それは確かにそうか。では、回想シーンということで（一同笑）。

ＧＭ：場所はノルウィッチの家でいいですか？

ツヴァイ：ＯＫ。どうしようかな……そうだ！　食事のシーンにしよう。三人で食しよく卓たくを囲んでいるんだけど、貧びん乏ぼうなので食事は固くなったパンと薄うすいスープぐらいしかない。だけど、まだ七、八歳で幼おさないツヴァイはそれをあっという間に食べてしまうわけだ。

ＧＭ：なるほど、なるほど。

ツヴァイ：そして空になった自分の器を、寂さびしそうにじっと見つめる。

エルザ：そ、それはちょっと萌もえるかも（笑）。

ツヴァイ：まだ、この頃ころのツヴァイはすれていないんですよ。こういうかわいい時期も子こ供どもの頃にはあったということで（笑）。

ＧＭ：すると母親のイルマは、自分の食べる分をツヴァイの前へとすすっと寄よせようとします。しかし、それよりも早くコーレアが自分の分をツヴァイの前へと置きます。「イルマさんはきちんと食べてください。それでは治る病気も治りません」あ、ちなみにコーレアはダインと違ちがって、普通に食事を摂せつ取しゆするタイプのエクスマキナです（笑）。

エルザ：エクスマキナにもいろいろとタイプがあるみたいですからね。

ＧＭ：はい。コーレアはヒューリンに近い型だと思ってください。遠間から見ると、ほとんど区別がつきません。

ユンガー：でも、この頃からツヴァイのお母さんって病気だったんですね。

ツヴァイ：どうやらそのようです（笑）。となると、僕はさすがにこれはもらっちゃいけないのかという気がしてくる。でも、子供としてはまだ食べたいので、もらってもいいのって感じで、母さんの方を見ます。

ＧＭ：すると、イルマは優やさしく微笑んでうなずきます。「ちゃんとコーレアにお礼を言ってから食べるのよ」

ツヴァイ：じゃあ、僕はうれしそうにコーレアからもらった食事を食べよう。（ちょっと幼い感じの声で）「コーレア、ありがとう」（一同笑）

ＧＭ：そんなツヴァイの声に、コーレアも笑顔を浮うかべます。その時の笑顔が今、目の前にいるコーレアの笑顔に重なります。しかし、今目の前にいるコーレアの笑顔は、あの時のツヴァイを見守るような笑顔ではありません。まるで氷のように冷たい、見る者に恐きよう怖ふを覚えさせるような顔です。というところで、回想終わり！

ツヴァイ：では、昔のコーレアの笑顔を思い出しながら、もう一度名前を叫ぶぞ！

ＧＭ：と、その声に一いつ瞬しゆんコーレアの動きが止まります。

ツヴァイ：おっ！　反応あった。

ＧＭ：しかし！　その隙すきを狙ねらって、キミたちを率ひきいてきた騎士のひとりが突とつ撃げきの命令を下します。

ツヴァイ：も、もしもし？

ＧＭ：「今だ！　全軍突撃っ!!」（一同笑）

ダイン：これはやられますね（笑）。

ＧＭ：剣けんを抜いて走ってくる兵士に向かって、コーレアは持っていた剣をまるで銃じゆうのように構かまえます。するとその先せん端たんが三つに分かれ、まるでボウガンのように変形します。

ダイン：もしや、あれは魔導剣アブストラクター!?

ツヴァイ：なにっ!?　知っているのか、ダイン（一同笑）。

ダイン：はい。自由に形を変えることで、さまざまな能のう力りよくを発はつ揮きする武ぶ器きと聞いています。




　魔導剣アブストラクターは魔導銃キヤリバーと同じように〝古の民〟エルダが作り上げた古代の武器です。その形けい状じようを自由に変化させることによって、攻こう撃げき力りよくを上げたり、射しや撃げき攻撃を行なえるようにしたりと、さまざまな能力を付加させることが可か能のうです。

　この魔導剣アブストラクターを使用することが可能なクラスであるハイランダーは、『スキルガイド』で追加されています。




ダイン：ということは……こ、これはまずいっ！

ＧＭ：ダインが声を上げた瞬しゆん間かん、コーレアの持つ剣の先端から銃じゆう弾だんが放たれ、次々と突撃していく兵士たちが倒たおれていきます。

ダイン：……どうやら遅おそかったようですね。

一同：遅かったじゃないだろっ！（笑）

ダイン：（無む視しして）むっ！　しかも彼女のうしろには敵てき軍ぐんの本隊が控えているではないですか。これはまずいですね。

ＧＭ：勝手に決めるなって……いや、まぁ、そのとおりなんですけど（一同笑）。

エルザ：さすがダインくん（笑）。

ダイン：ツヴァイ、ここは一いつ端たん退しりぞきましょう。

ツヴァイ：でも、あそこにコーレアがいるんだぞ。コーレアなら母さんの行方を知っているかもしれないのに……。ちょっと抵てい抗こうしてみせよう（笑）。

ダイン：あの様子では、何を聞いてもおそらくムダです。それに、ここで倒れてはお母さんを捜さがすこともできなくなります。もう一度言います。（きっぱり）ここは一端退きましょう。

ツヴァイ：くわっ！　……分かった。ダインの言うとおりにしよう！　でも、やっぱりコーレアが気になって振ふり返かえってしまう、ツヴァイであった（笑）。

ダイン：では、私もここでハンドアウトの内ない容ようを拾っておきましょう。（呟つぶやくように）あのコーレアというエクスマキナの微笑み、どこかおかしい。自分のものではなく、まるで何者かに操あやつられているような……そんな気がする（一同笑）。

ＧＭ：これこれ、シナリオの先読みをしないように（笑）。

ダイン：はっはははは（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんなことがあってから数ヶ月。ふたりでコーレアについて調べると、いろいろと分かってきます。

ツヴァイ：おっ！　それ重要、重要。今のところ、母さんを捜す手掛かりは、コーレアだけだからな。で、どんな情報？

ＧＭ：名前はコーレア。ヒューリン型のエクスマキナです。

ツヴァイ：やっぱり、コーレアだったんだな。

ＧＭ：半年ほど前から活動し始めたフリーの傭兵で、魔導剣アブストラクターを使う戦士でその圧あつ倒とう的てきな力から〝殺さつ戮りく機械〟と呼よばれ、恐おそれられています。

ダイン：半年ほど前ということは、ツヴァイのお母さんとコーレアが行方不明になった時期とほぼ一いつ致ちしますね。

ツヴァイ：そうだな。それで、さっきの戦いのあとの行方は？

ＧＭ：残念ながら、あのあとはどこの戦にも参加していません。なので、現在は行方不明となっています。

ツヴァイ：それじゃ意味ないじゃん！

ＧＭ：ただし、あの戦いのあとに、ゴルフォード王国のラディングスという街に住んでいるルカという名の錬れん金きん術じゆつ師しの許もとを、コーレアが訪おとずれていたという情報を入手できます。

ツヴァイ：なるほど。そのルカという錬金術師なら、何かを知っているかもしれないというわけだな。よしっ！　さっそくラディングスに行こう！

ダイン：分かりました。

ＧＭ：では、ツヴァイとダインがゴルフォードへと向かうというところでシーン終了。これでオープニングフェイズは終わりです。次はミドルフェイズとなりまーす。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆苦く難なんの日々




ＧＭ：それではミドルフェイズを始めますが──その前にちょっとだけ注意があります。

一同：注意？

ＧＭ：はい。シーンに登場するための登場判定ですが、今回のシナリオでは一定の条件が整わない限り、できないものとします。

ツヴァイ：偶ぐう然ぜんに遇うことはできないというわけか。

ＧＭ：それぞれ別の目的で、違ちがう場所に向かっていますからね。でも、途と中ちゆうでいろいろと情じよう報ほうを手に入れると登場判定が可か能のうになります。

ユンガー：情報が手に入らないと？

ＧＭ：バラバラのままでセッションが進んでいきます。特にツヴァイとダインは（笑）。

エルザ：お[image: ][image: ][image: ]い、早く来[image: ][image: ][image: ]い（一同笑）。

ツヴァイ：早く来いって言われてもなぁ（笑）。

ダイン：こちらにはこちらの目的がありますからね。

ツヴァイ：（わざとらしく）それに、そっちの情報はまだ入っていないしー（一同笑）。

エルザ：早く情報を手に入れてこっちに来てくださいよ～。なんか、ものすご～く身の危き険けんを感じているんですけど（笑）。

ＧＭ：では、そんな危き機きが迫せまっているエルザのシーンから始めましょうか。場所はもちろんラドフォード伯はくのいるオブライエン城じよう。デザインは質素ながらも、しっかりとした品のよい調度がそろえられているラドフォード伯の執務室で、今後の対応をラドフォード伯と練っているというところです。

ダイン：王おう妃ひ様たちは？

ＧＭ：ダルトンたちが来たあと、二巻に出てきた別べつ荘そうへと向かっています。

エルザ：じゃあ、知り合いの商人に頼たのむってできますか？　城に荷物を運んだ帰りにマリアさんとウィルくんを乗せて～みたいな感じで。

ＧＭ：了りよう解かい。では、城にワインを卸おろしている商人の馬車を利用したことにしておきましょう。護ご衛えいはミリア他、ラドフォード伯が信しん頼らいしている騎き士し数人といったところで。

エルザ：（苦笑いしながら）わ、わたしもそっちに……。

ＧＭ：「エルザ殿は城に残っていただきたいのだが……」と、ラドフォード伯はすまなそうにエルザの顔を見つめています。

エルザ：う、う[image: ][image: ][image: ][image: ]。あの人、生理的にちょっと受けつけないんですけど（笑）。

ＧＭ：「その気持ちは分からんでもない」（一同笑）

エルザ：（希望に満ちた声で）じゃあ……。

ＧＭ：「だが、おそらくダルトンはいろいろとムチャな要求を突きつけてくるだろう。エルザ殿にはその時に知恵を貸していただきたいのだ」

エルザ：で、ですよね～（がっくり）。

ＧＭ：それと、アヴェルシアの竜りゆう輝き石せきはどうします？　マリア王妃に持っていってもらうか、城に置いておくかの選せん択たくになるかと思いますけど。

エルザ：そっか……。ど、どっちがいいんだろう？

ＧＭ：ちなみに、ラドフォード伯やマリア王妃はエルザの助言にしたがいます。

エルザ：ええぇっ！

ＧＭ：賢けん者じやとしてもエルザのことを信頼していますから（笑）。

エルザ：（しばらく考えて）じゃあ、マリアさんに本物は預あずけて、城には偽にせ物ものを置くということで。その方が安全のような気がします──根拠はないですけど（笑）。

一同：なしかいっ！（笑）

ＧＭ：では、それから数日後。伝でん書しよ鳩ばとで別荘に無事到とう着ちやくしたとミリアから連れん絡らくがきます。

エルザ：じゃあ、竜輝石も無事ということですね。

ＧＭ：そうなりますね。なにかあるといけないので、手紙にはそこまで書いてありませんが。そして、ラドフォード伯とマリア王妃たちが無事に着いたことにほっとしていると……。

ツヴァイ：「誰も迎えにこんとは何事だ！　このダルトン・ボイルに失礼だとは思わんのかっ！」（一同笑）

一同：来た[image: ][image: ][image: ]っ！（笑）

ＧＭ：みたいな感じで、一週間後にダルトンが城にやってきます。そしてもちろん、わがままし放題（一同笑）。

一同：もちろんかよっ！（笑）

ＧＭ：「腹はらが減へった」「レイウォール本国にある高級レストランのものが食べたい」「肩かたを揉もめ」程てい度どのことから、「給料を減へらす」「あの者は気に入らないからクビにしろ」「税ぜい率りつを倍にする」「その分わしの給料を増ふやす」など、など、など……。

ツヴァイ：こ、これはひどい（笑）。

エルザ：ツヴァイくんが貴族のことを嫌きらいって言った気持ちが、今ならすっごくよく分かる気がします（笑）。なので、なるべく会わないようにしたいんですけど……。

ＧＭ：とはいえ狭せまい城の中、執しつ務むをこなしているとそういうわけにもいかず、廊ろう下かで部下を連れたダルトンと鉢はち合あわせになります。オープニングにいた文官もいますね。

[image: ]

エルザ：ここでくるっと背せ中なかを見せたら失礼ですよね？

ユンガー：それはさすがに露ろ骨こつすぎますって（笑）。

エルザ：じゃあ、ちょっと下を向いて視し線せんを合わせないように通とおり過すぎ……。

ＧＭ：「ん～？　あなたはもしや、あの時のお嬢じようさんではないかな？」（一同笑）

エルザ：え、えーっと……。（ちょっと裏うら返がえった声で）お、おひさしぶりです（笑）。

ＧＭ：「おぉ～、やはりそうでしたか。あなたのような美しいお嬢さんを忘わすれることなどできるはずがありませんからな」口角がきゅっと上がって、いやらしそうな笑顔になります。

エルザ：あ、ありがとうございます（ヒクヒク）。

ＧＭ：「そういえば、お名前をお聞きしていませんでしたな」

エルザ：うっ、ここはちゃんと答えた方がいいのかな？

ダイン：嘘をつくとあとで面倒なことになりかねませんからね～。

エルザ：う～ん、仕方ない。ちゃんと答えておきましょう。エルザ、ブルックス交こう易えき商会のエルザ・ブルックスと申します。

ＧＭ：「おぉ～、あのブルックス商会の！」

ツヴァイ：知ってるし（笑）。

ＧＭ：「ブルックス商会といえばレイウォールでも有名ですからな。そういえば、最近はあちこちに支し店てんを出されているとか。かなり儲もうけていらっしゃるのでしょう。いやいや、うらやましいことですな～」がっははははと、ダルトンは声を上げて大笑いします。

エルザ：いえいえ。わたしたちは薄はく利り多た売ばいがモットーですので、それほどでも……。すべてはお客様のためを思ってのことでございます（スリスリスリ）。




　なぜ揉もみ手で。




エルザ：え？　いやー、なんとなくです（笑）。

ユンガー：さすが商人（一同笑）。

ＧＭ：では、ここでエルザは【感知】判定をどうぞ。難なん易い度どは12です。

エルザ：12？　ということは７以上ですね……（ダイスを振ふる）９だから成功です！

ＧＭ：では、エルザがブルックス商会の名前を出した時に、ダルトンと一いつ緒しよにいる文官がちょっと反はん応のうしたことに気がつきます。

エルザ：文官の人が？　なんでだろう？

ＧＭ：さすがにそこまでは分かりません。

エルザ：なんかあやしいですね。とりあえず、文官の人の名前くらい聞いておきましょうか。あの～、こちらの方は？

ＧＭ：すると彼かれは手を胸むねに当てると深々とお辞じ儀ぎをします。「私わたし、ダルトン・ボイル様の秘ひ書しよ官かんでノルスティンと申します。以後、お見知りおきを」

エルザ：礼れい儀ぎ正ただしい人だ（笑）。

ＧＭ：「ダルトン様、確かブルックス商会はまだ我わが国くにに支店を出されていなかったはず。ダルトン様のお力ちから添ぞえでご協力してあげてはいかがでしょうか？」「おぉ～、それはよいアイデアだ。そうだ！　それよりもわしのところに来んかね？」

エルザ：それって、もしかして……。

ツヴァイ：側そく室しつになれっていうことじゃない？

ＧＭ：「こんな辺へん境きようにいても、よいことはちっともないだろう。わたしのところに来れば、いくらでも贅ぜい沢たくをさせてやるぞ」

一同：やっぱりだ[image: ][image: ][image: ]っ！（笑）

エルザ：せっかくのお話ですが、わたしはまだ修しゆ行ぎよう中の身。それに、辺境だからこそ新しい商売のチャンスを見つけ出す喜びというのがありますからと、それとなく断わります（笑）。

ＧＭ：「なるほど、商人とは面白い考えをするものだな。まあ、気が変わったらいつでもわたしのところに来い、色よい返事を待っておるぞ。はっはははは……」高笑いとともに、ダルトンたちは去っていきます。

エルザ：（大きなため息をつきながら）ふぅ～、とりあえずなんとかなりましたね。……でも、このダルトンって人は、絶ぜつ対たいにバルムンクと関係ない気がする（笑）。

ＧＭ：そんな複雑な思いを、エルザはため息とともに呟いて、シーンは終了！







◆Middle 02◆ユンガーの帰き還かん




ＧＭ：さて、次のシーンはユンガーです。サイモンからの情報を元に、ラドフォード伯領りようへとやってきました。場所はラドフォード伯の城があるオブライエンの街です。伯領の城じよう下か町まちということもあってそれなりに大きい街ですが、あまり活気があるようには見えません。

ユンガー：〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟の影えい響きようですか？

ダイン：事実上の占せん領りようと変わらないですからね。

ＧＭ：はい。ラドフォード伯領は王都フェリストルから離はなれているので戦火は免まぬがれていますが、いまやアヴェルシアはレイウォールの属ぞく領りようですかね。

エルザ：じゃあ、レイウォール軍の兵士たちがうろうろしてる？

ＧＭ：ええ。売り物を持っていかれたり、酒場でツケにされたりと、街の人々もいい思いはしてません。

ユンガー：そんな状じよう況きようじゃ活気がないのも当たり前か……。とりあえず情報を集めます。特にラドフォード伯領に来た代官のこととか（笑）。

エルザ：お、お願いします！

ＧＭ：と、その前に──このシーンでユンガーがオブライエンの街に到着したので、エルザとユンガーは相互に登場判定を行なうことが可能となります。

エルザ：ホ、ホントですかっ!?

ＧＭ：ええ。さらに、ユンガーが城に行けば、エルザは登場判定なしに登場できますよ（笑）。

エルザ：それまで待ってられないですよ！　絶対にここで登場しますっ!!（一同笑）

ＧＭ：では、難易度７の【幸運】判定でどうぞ。

エルザ：（ダイスを振る）成功ですっ！　登場しますっ!!

ツヴァイ：早っ！（笑）

ＧＭ：では、街の情報を集めようとユンガーが手近な酒場に入ろうとしていると、そこに偶然エルザが通りかかります。

エルザ：（うれしそうな声で）隊長っ!?　ユンガー隊長じゃないですかっ!?

ユンガー：ん？　その牢獄からようやく解放されたかのような、とてもうれしそうな声は……エルザか？（一同笑）

ツヴァイ：なんという説明的なセリフ（笑）。

エルザ：一年ぶりくらいですか？　でも、よかった～、隊長が来てくれて……。お願いです、助けてくださいっ!!

ユンガー：えぇっ!?（一同笑）

ツヴァイ：再さい会かいした瞬しゆん間かんに助けを求めるのかよっ！（笑）

エルザ：だって、大変なんですよ。

ユンガー：そういえば、ちょっと痩やせたような気がするな。

エルザ：ここ数日でげっそり痩せたんです（一同笑）。

ユンガー：何かあったのか？　と、エルザからくわしい話を教えてもらいます。




　王おう城じようのエルザの部屋はまずいということで、酒場の個こ室しつを借りたユンガー。そこで、エルザからラドフォード伯領の現げん状じようについて教えてもらう。




エルザ：……というわけです。

ユンガー：なるほど。

ＧＭ：ちなみに、あれからダルトンの要求はさらにムチャなものになってきています。

エルザ：どんな要求ですか？

ＧＭ：レイウォールの要人を招まねくパーティ用の豪ごう勢せいな食事を準じゆん備びしろとか、レイウォールの駐ちゆう在ざい軍を増やすから場所を用意しろとか、はてはオブライエン城では狭いから自分用の城を建てろとまで言ってきています。

エルザ：うぅ……。そんな要求の上に、さらに色目まで使われて……（笑）。

ユンガー：ところで、そのダルトンという代官が、ラドフォード伯領にある竜輝石を狙ねらっているという話を聞いたんだが……。

エルザ：あっ、竜輝石なら大丈夫です。王城に置いておくのは危険なので、マリアさんやウィルくんと一緒に今は別荘の方です──って、やっぱりあの人は竜輝石を捜さがしに来たんですかっ！　みたいな感じで思わず席を立ち上がります（一同笑）。

ツヴァイ：なんというお約束な反応（笑）。

エルザ：でも、そんな感じじゃないですよ。もし、それが本当ならかなりできる人です。まだ、その尻尾しつぽすら見せていませんよ。

ユンガー：彼ははたして有能なのか、それとも無能なのか？（笑）

エルザ：（怯えたように）こ、これはもしかして、ダルトンに色いろ仕じ掛かけで取り入って、情報を引き出せとかいうフラグですかっ！（一同笑）

ユンガー：これは近くで見み張はっていた方がいいかもしれないな（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ユンガーも城へ行くということでＯＫ？

ユンガー：そうします。ところで、私はラドフォード伯と面めん識しきあるんでしょうか？

ＧＭ：どちらでもいいですよ。ある方が楽だと思いますが、なくてもエルザの紹しよう介かいということであれば問題ないでしょう。

ユンガー：じゃあ、以前に一度会ったことがあるということにしておきます。まずはラドフォード伯から、くわしい話を聞く必要がありそうだな。エルザ、まずは城に戻もどるぞ。

エルザ：うっ！　あ、あんまり城には戻りたくないんですけど……（一同笑）。







◆Middle 03◆錬れん金きん術じゆつ師しルカ




ＧＭ：さて、場所は変わってゴルフォード王国はラディングス。ツヴァイはルカという錬金術師を捜してやってきました。もちろんツヴァイのシーンです。

ツヴァイ：ダインを同行者として指定することはできる？　可能ならそうしたいんだけど。

ＧＭ：できますよ。




　シーンプレイヤーは、そのシーンに一緒に行動しているキャラクターを〝同行者〟として指定することができます。〝同行者〟として指定されたキャラクターのプレイヤーや、ＧＭが認みとめた場合、〝同行者〟は登場判定しなくてもシーンに登場できるのです。




ダイン：分かりました。では、私も登場しましょう。そして、ラディングスについてツヴァイに説明し始めます（笑）。確かラディングスって、大きな学校がある街でしたよね。

ＧＭ：サーリック宮きゆう廷てい学校ですね。

エルザ：どんな学校なんですか？

ＧＭ：数学や幾き何か学がく、錬金術に定てい評ひようのある学校ですね。この学校を優ゆう秀しゆうな成せい績せきで卒業すると、ウィタンと呼よばれる国王の相談役になれる可能性もある、いわゆる名門校です。

ツヴァイ：ラディングスって、確か『ブレイク』にも登場していなかったっけ？

ＧＭ：してますよ。ナーシアたちファントムレイダーズが、ゴルフォードの超ちよう兵へい器きを破は壊かいするために来た街です（笑）。




　くわしくは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク②　フレイムレギオン』を参照してください。




ツヴァイ：つまり、錬金術の盛さかんな街でもあるというわけだな。

ＧＭ：はい。街の中には錬金術の工場やら工こう房ぼうが多く、煙の上がっている煙突が立ち並んでいる──そんな感じですね。で、いろんな人に聞いて、ツヴァイとダインはルカの工房の前にようやくたどり着いたというところです。

ツヴァイ：たのもーっ！（一同笑）




　なぜ、時じ代だい劇げき調になる。




ＧＭ：「は[image: ][image: ][image: ]い」寝ねぼけたような、おっとりとした声と共に扉とびらが開くと、そこには眼鏡を掛かけたネコ耳の女じよ性せいが寝ね癖ぐせのついた髪かみのまま出てきます。

ツヴァイ：ネコ耳かよっ！　しかも眼鏡っ!!（笑）

ＧＭ：えーっと、萌もえのハイブリッドということで（笑）。

ツヴァイ：合わせればいいってもんじゃないだろ（一同笑）。

ＧＭ：ちなみに服ふく装そうはツナギのような作業服で、ところどころ油で汚よごれています。

ダイン：徹てつ夜やで作業して、そのまま寝ねてしまったというパターンですな（笑）。

ツヴァイ：どんな萌えだ、そりゃ（笑）。まぁ、いいや。あの～、こちらに錬金術師のルカという方がいると聞いたんですけど……。

ＧＭ：「あたしがルカだけど～……なんか用ですか～？」

ツヴァイ：その間ま延のびしたしゃべり方はなんとかならんのか？（笑）

ＧＭ：「クセだからぁ、あきらめてくださ～い」（一同笑）

ツヴァイ：いや、そこでセリフとして返されても困こまるんだが……。実はちょっと小耳に挟はさんだことがあって、お話を聞きたいと──。

ＧＭ：そこまで言うと、突とつ然ぜんルカは目をくわっ──と見開いて、ツヴァイの顔の側までぐぐっと顔を寄よせます。

ツヴァイ：え、えっ!?　な、なんだっ!?

ＧＭ：そして、じーっとツヴァイの顔を見つめたあと、おもむろにこう言います。「もしかして～……ツヴァイくん？」

ツヴァイ：なんで知ってるんだよっ！　もしかして僕ぼくもルカのこと知ってる？

ＧＭ：いや、知りません（一同笑）。

ツヴァイ：じゃあ、なんで僕の名前を知ってるんだっ!?

ＧＭ：「キミ～、イルマさんの息子のツヴァイくんでしょ～？」

ツヴァイ：母さんを知ってるのか？　母さんはここにいるのかっ!?　どけっ！　どかどかと家の中に入っていきます（一同笑）。

ＧＭ：「え？　え？　え？」ツヴァイに押おしのけられたルカは、あぜんとしながらツヴァイの様子を見ています。

ツヴァイ：で、母さんは？

ＧＭ：いるわけないでしょ（笑）。

ツヴァイ：……いない。がっくり（一同笑）。

ＧＭ：「何かあったみたいね～。よかったら、くわしい話を聞かせてもらえる？」

ツヴァイ：……分かった。じゃあ、家の中に入っていいかな。

ＧＭ：「……というか、もう入っているんですけど～」（一同笑）




　そんなドタバタがあったのち、ようやく一息ついて、ツヴァイたちはイルマが行方不明になったこと、そしてイルマと一緒にいたコーレアと戦場で出会ったことをルカに話した。




ＧＭ：「そんなことがあったのね～。はい、どうぞ～」アルコールランプとビーカーで沸わかしたお湯で、ルカがお茶を入れてくれます。

ツヴァイ：そういう人なのね（笑）。

ＧＭ：そういう人なんです（笑）。

ツヴァイ：で、こっちの話はこれで終わりだ。ルカにコーレアのことを聞きたいんだけど。

ＧＭ：「あたしがイルマさんと知り合ったのは、二年くらい前かな～。ちょっとした用事でノルウィッチに行った時に、そこでイルマさんのことを教えてもらったんです」

ツヴァイ：二年くらい前ってことは、僕が傭よう兵へいになったあとか。

ＧＭ：「せっかくなんで、イルマさんに錬金術についていろいろと教えてもらったんですよ。専せん攻こうはまったく違ちがっていたけど勉強になることは多かったかな～」

ダイン：専攻？

ＧＭ：「あたしはゴーレムやエクスマキナが専せん門もんで、イルマさんはホムンクルス。で、半年くらいイルマさんの家にお世話になっていたってわけ。ツヴァイくんのことがすぐに分かったのも、イルマさんに写真を見せてもらったからだし～」

ツヴァイ：じゃあ、母さんが行方不明になったことは……。

ＧＭ：「……ごめんね。ツヴァイくんに教えてもらうまで知らなかったの～」申しわけなさそうにルカは謝あやまります。

ダイン：しかし、最近になってコーレアがここを訪おとずれたと聞いたんですが。もし、彼かの女じよに話を聞くことができれば、ツヴァイのお母さんの行方が分かるかもしれないのです。

ＧＭ：「うん。確かにコーレアはメンテナンスに来てたけど……」

ツヴァイ：それっていつのことだっ!?

ＧＭ：「えーっと……ちょっと待ってね～」机つくえの上に積んでいるものをどさー、どさーとどかしながらルカは何かを探さがします。

ダイン：典型的なずぼらな人のようです（笑）。

ＧＭ：「確かこの辺りに～……あった！」ようやく手帳を見つけたルカは、ペラペラとページをめくります。「え～っと……二ヶ月くらい前のことだね～。そうそう貴族みたいな男の人が一緒にいたっけ」

ダイン：貴族っ!?

エルザ：やっぱりダルトンですかっ！

ダイン：その貴族について、なにか覚えていることはありませんか？　たとえばヒゲとか（一同笑）。

ＧＭ：「ヒゲはなかったと思うよ～」

ユンガー：ダルトンじゃないのか……。

ＧＭ：「痩せていて、目つきが悪くて～──そうそう、抜き身のナイフって印象かな」

ツヴァイ：抜き身のナイフ？　どっかで聞いたことがあるような……。

エルザ：それって秘書官ですよっ！

ユンガー：ダルトンと一緒にいた？

エルザ：そうです、そうです。えーっと……（メモを見ている）名前はノルスティン！

ツヴァイ：なるほど。そういうふうに繋がるのか。（ルカに）ほかになにか気づいたことは？

ＧＭ：「そういえば、その男の人がコーレアに『次はアヴェルシアへ向かえ』って言っていたような……」

ツヴァイ＆ダイン：アヴェルシアっ!?




　お互たがいに顔を見合わせるツヴァイとダイン。




ＧＭ：その様子を見たルカはニコリと微笑ほほえみます。「どうやら役に立ったみたいだね～」

ツヴァイ：ありがとう、ルカさん！　よし、ダイン行くぞっ!!

ダイン：結局、またアヴェルシアに戻もどることになるわけですね（笑）。

ＧＭ：さぁ、だんだん合流の可能性が高くなってまいりました（笑）。とゆーところで、シーンを終了しましょう！







◆Middle 04◆ダルトンの要求




ＧＭ：次はエルザのシーンです。場所はもちろんオブライエン城。ここからエルザとユンガーも、それぞれを同行者として指定することが可能となります。

エルザ：わーい。やっとひとりじゃなくなった（笑）。

ＧＭ：ツヴァイとダインは別行動なのでまだムリですが。さて、エルザの案内で城に入ったユンガーをラドフォード伯が出で迎むかえてくれます。

ユンガー：おひさしぶりです。

ＧＭ：「うむ。ユンガー殿も息そく災さいのようでなによりだ」そう言うラドフォード伯だが、その顔には憔しよう悴すいの影かげが見える。

ユンガー：少しお痩せになりましたか？（一同笑）

ＧＭ：「いろいろと大変でな。くわしい話はエルザ殿から聞いていると思うが……」

ユンガー：なんでも派は遣けんされてきたレイウォールの代官が無体な要求をしてくるとか。

ＧＭ：「そうなのだ。アヴェルシアとしてはレイウォールにはさまざまな支し援えんを受けているから、あまり無下にすることもできずにな。とはいえ、ダルトン・ボイル殿の要求はちと厳きびしすぎる」ラドフォード伯は大きなため息をつきます。

エルザ：厳しいってもんじゃないですよっ！（一同笑）

ユンガー：そのダルトンのことですが……。どうやら、彼の狙ねらいはこの地にある竜輝石との情報を入手いたしました。

ＧＭ：さすがのラドフォード伯もその情報には驚おどろきます。「なんとっ！　あのダルトンがアヴェルシアの竜輝石を狙っているというのかっ!!　だとすれば、あのいかにも無む能のうそうな態たい度どはすべて偽ぎ装そうなのか……」（一同笑）

ツヴァイ：実は超ちよう優ゆう秀しゆうなバルムンク。一二人衆しゆうのひとりだったりして（笑）。

ＧＭ：一二人衆？

ユンガー：そんな設せつ定ていありましたっけ？




　一二人衆──バルムンクの中でも特に強い力を持つ者の呼よび名なである。

　ちなみに初出は『アリアンロッド・サガ・リプレイ③　殺意のエトワール』。もちろん、このリプレイ収しゆう録ろく中には、まだ発売されていない。




ＧＭ：きくたけさん……また変な設定作りましたね？

きくたけ：いや～、なんとなく口から出ちゃったんだよね～。ちなみに、アドルフィス・ハーリングに化けている銃剣ベイオネツトも、一二人衆のひとりだから。

ＧＭ：なんだって！　そんな話聞いてないしっ!!（一同笑）

ユンガー：しかし、ダルトンがそこまで偉そうかというと……。

ダイン：ただの小物にしか見えない（笑）。

ＧＭ：「うむ。わしもそう思うので困こまっているのだが」（一同笑）。

ツヴァイ：ラドフォード伯も否ひ定ていしない無能さってすごいな（笑）。

ＧＭ：「もしかしたら彼の配下の中に、バルムンクが混まざっているのかも知れぬな」ラドフォード伯はうなり声を上げながら、腕うでを組んで考かんがえ込こみます。

ツヴァイ：となると、やっぱりあの秘書官があやしいな。

エルザ：ノルスティンですか？

ユンガー：確かに彼はできそうな気がする（笑）。

ＧＭ：と、その時──バンッ！　と、大きな音を立て扉が開きます。

一同：も、もしや……。

ＧＭ：そして、その扉の向こうにいた人物が、ツカツカツカと数人の部下を引き連れて近づいてくると──（甲かん高だかい声で）「わたしのエルザになんの用だっ！」（一同笑）

一同：やっぱり────っ！

ダイン：ダルトンですね（笑）。

エルザ：なんで〝わたしの〟なんですかっ!?

ユンガー：なるほど。そういうことだったのか……（笑）。

エルザ：ち、違ちがいますっ！　そ、そうだっ！　実は……わたしには婚こん約やく者しやがいて、この人がそうなんですっ！　ユンガー隊長をぎゅっと引ひっ張ぱって、腕を組みます！

ユンガー：えぇ────っ！（笑）

ダイン：い、いつの間にそんな関係に（一同笑）。

エルザ：ごめんなさい隊長、と、一いち応おう心の中で謝あやまっておきます。あと、ラドフォード伯にも目配せして……。

ＧＭ：ラドフォード伯も驚おどろいています。そして笑顔で──「おぉ、そうだったのか。それはめでたいことだ」（一同笑）

ダイン：本気にしているようですね（笑）。

ＧＭ：「うぐぐぐぐぐ……。みなでわたしをバカにしおって！　もうよいっ！　今後、ラドフォード伯領の税ぜいを五倍に引き上げるぞ！」

ユンガー：なんだって！

エルザ：五倍なんてムチャですよ！

ＧＭ：「この間の戦せん乱らんの影響で民は苦しんでいるのです。ここで税を上げるなど、できるはずもありませぬ」ラドフォード伯も必死にダルトンを説得しようとしますが──「そんなことは関係ない」と、とりつく島もありません。

ツヴァイ：くわっ！　次のセリフは読めたぜ。

ＧＭ：なに？

ツヴァイ：（ダルトンになって）「だが、たったひとつだけそれをなさない方法がある。分かるかなエルザくん──ポンポン（肩を叩く音らしい）」

エルザ：分かりません！　というか、分かりたくありませんっ！（一同笑）

ＧＭ：「だが、わたしとて人の子。民の苦しみも分かるし、エルザ殿が恋こい人びとと別れたくないという気持ちも分かる──しかし、わたしのこの純じゆん粋すいな気持ちが傷きずついたのも事実だ。そこで、このわたしの怒いかりを収おさめる方法を教えんでもない」（一同笑）

エルザ：純粋っ!?　あれが純粋なんですかっ!?（笑）

ユンガー：ダルトンにしてみれば、あれが純粋なんですよ。

ツヴァイ：だけど、自分で言うか普ふ通つう（笑）。

ＧＭ：そんな周りの目を気にすることなく、ダルトンは言葉を続けます。「この地に、とある魔ま法ほうの品があることが分かっておる」

エルザ：魔法の品って……。

ＧＭ：「──その名を竜輝石という」

ユンガー：……やはり。

ＧＭ：「竜輝石を渡わたせば、税を上げる件けんについては取り下げてもよいと思っている。けっして悪い条じよう件けんではないと思うが……どうかね？」

エルザ：どこでそんな情報を手に入れたか聞きたいんですけど……ムリですよね？

ＧＭ：聞いてもかまいませんよ（ニヤリ）。

ユンガー：そんなことできるわけない。それを聞いたら、ここに竜輝石があるということを認みとめることになる。

エルザ：そうですよね。とりあえず、鎌かまをかけてみましょうか。でも、竜輝石なんて、おとぎ話じゃないんですか？

ＧＭ：するとダルトンはニヤリと笑うとこう言います。「竜輝石はおとぎ話などではない。わしは長年、竜輝石について調べてきた。そして、つい最近手に入れた古文書を読よみ解とき、知ったのだ！」

ユンガー：古文書？

ツヴァイ：アヴェルシアの竜輝石がここにあることって、古文書に載のってないよね（笑）。

エルザ：たぶん。つい最近、わたしたちが運んだようなものですから。

ＧＭ：しかし、ダルトンはキミたちの「？」という顔は気にせず声を荒げます。「そして、このラドフォード伯領のいずこかにあるエクスマキナの廃工場に竜輝石があることを突つき止とめたのだっ！」

ユンガー：え？　それって……。

エルザ：やったー、違う竜輝石だ！（笑）

ツヴァイ：ダルトンの話を聞いて、なぜか安あん堵どの顔を浮うかべるみんな（笑）。

ＧＭ：「ん？　どうかしたかね？」不思議そうに一同の顔を見るダルトン。

エルザ：いえ、まさかそんなおとぎ話みたいなものがこの近くにあったなんて、すごくびっくりしました～、とニコニコします（一同笑）。

ツヴァイ：突然エルザの愛想がよくなった（笑）。

エルザ：その竜輝石って、ものすごいお金になるんですか？

ＧＭ：「もちろんだ、エルザ殿。竜輝石を手に入れ、それを陛へい下かに献けん上じようすればわたしの出世は間ま違ちがいない」

ユンガー：ダメな人だ（笑）。

エルザ：そんなにすごいものなんですかー、その竜輝石って。

ＧＭ：遠い目をしながらダルトンは答えます。「持ち主を幸運に導みちびくとも、巨きよ万まんの富とみを与あたえるとも、幾千万の兵に相当するともいわれておる」

ユンガー：でも、こいつが考えてるのはそれを手に入れて出世？（一同笑）

ＧＭ：そのとおりです（笑）。

ユンガー：やっぱり、ダメな人だ（一同笑）。

ＧＭ：さて、ここでエルザとユンガーは【感知】で判定してください。難易度は14です。

ユンガー：（ダイスを振る）成功です。

エルザ：わたしも成功しました。

ＧＭ：すると、ダルトンが竜輝石の話をしだした時に、彼と一緒にやってきていた秘書官の表ひよう情じようが一いつ瞬しゆんだけ変わったことに気がつきます。

ユンガー：むっ！　ノルスティンの様子がっ!!（一同笑）

ＧＭ：ちなみにダルトンは、秘書官のそんな様子にはまったく気がついていません（笑）。

ユンガー：ちょっとダルトンがいい人に見えてきた（笑）。

エルザ：はい。ちょっとかわいそうになってきましたね（笑）。

ツヴァイ：ダルトンの夢ゆめはね。きっと美人の嫁よめさんをもらって、竜輝石を手に本国凱がい旋せんなんだよ（笑）。

ＧＭ：まぁ、そういうこと（笑）。とゆーことで、ダルトンは「よい返事をお待ちしておりますぞ」と引き上げていきます。

ユンガー：さて、どうするかだな。

エルザ：竜輝石を捜さがすしかないんじゃないですか。このままじゃ、ラドフォード伯領の人たちが大変なことになってしまうし……。

ＧＭ：「〝王威の竜輝石〟ならともかく、それ以外の竜輝石ならばやむを得ないところだな。民の命には替かえられない」と、ラドフォード伯も仕方ないという感じです。

ユンガー：背せに腹はかえられんというやつか。

エルザ：これはわたしたちで取りに行くしかないですね。

ＧＭ：「おぉ、そうしてくれるか！　ことがことだけに、さすがにほかの人を頼たよるわけにもいかない。マリアの時といい、今回といい、エルザ殿やユンガー殿には迷めい惑わくばかりかけてすまぬ」ラドフォード伯はすまなそうにキミたちを見つめて言います。

エルザ：ところで、ダルトンが言っていた廃工場について心当たりがありますか？

ＧＭ：「いや。だが、冒ぼう険けん者しやなら何か知っているかも知れぬな。〝白い雄鹿亭ホワイト・ハート〟という酒場を訪たずねてみるとよいだろう。紹しよう介かい状じようを用意しておこう」

エルザ：それは助かります。

ユンガー：それとラドフォード伯。ダルトンの秘書官ですが……。

ＧＭ：ユンガーがそこまで言ったところで、ラドフォード伯は大きくうなずきます。「分かっておる。彼が何か隠かくしているのは間違いないだろう」

ユンガー：お気をつけください。やつこそバルムンクかもしれません。

ＧＭ：「はっはははは……。案ずるな。我わがラドフォード家は武ぶ人じんの家いえ柄がら。いざとなれば、わしが剣けんを取り、斬きり倒たおしてくれるわ」ラドフォード伯は豪ごう快かいに笑い声を上げます。

エルザ：確かにこの人なら大だい丈じよう夫ぶな気がしてきました（笑）。

ユンガー：よし。すぐに準備をして出発しよう。まずは情報収しゆう集しゆうだな。

ＧＭ：と、方ほう針しんが決まったところでシーンは終了。次はマスターシーンになります。







◆Middle 05◆竜りゆうを狩かるものたち




ＧＭ：さて、このシーンはマスターシーンなので誰だれも登場はできません。場所はとある屋や敷しきの一室。どこかまでは分かりません。時間は夜。月明かりが差さし込こむ室内に三人の男女が集まっています。

ツヴァイ：三人？

ＧＭ：三人です。ひとりは紫むらさき色いろの髪かみの女じよ性せいで、その一ひと房ふさだけが血のように赤くなっています。

ツヴァイ：どっかで見たことあるぞ（笑）。

ＧＭ：もうひとりは小こ柄がらな少年で、黒いローブに巨きよ大だいな鎌かまを持っています。

エルザ：この人も見たことがありますね（笑）。

ＧＭ：最後のひとりは痩やせた感じの男だん性せいですね。特に目立った特とく徴ちようはありません。あえていうなら、整った服ふく装そうといったところでしょうかね。

エルザ：秘ひ書しよ官かんかな？（笑）

ＧＭ：暗くて顔は見えないので分かりません（笑）。で、その三人が月明かりの中、会話しているところです。最初に小柄な少年が痩せた男性に訊きいてきます。「竜りゆう輝き石せきの在あり処かは聞き出せたのかい？」「ようやくな。おそらく〝黄金の狼おおかみ〟のやつらが取りに向かうことになるだろう」

ツヴァイ：うわっ！　こっちのこと知ってるし。

ダイン：バルムンクなら当然でしょう。

エルザ：さんざん邪じや魔ましてますからね。

ＧＭ：そんな思いもあるのでしょう。赤髪の女性が無む感かん情じような声でこう呟つぶやきます。「それは困こまりマスね」

ツヴァイ：〝マス〟はカタカナ？

ＧＭ：もちろん（笑）。

エルザ：ファラフナーズだ（笑）。




　ファラフナーズ──〝十字剣クレイモア〟のふたつ名を持つバルムンクである。

『アリアンロッド・サガ』の小説『ルーズ・ソードマスター』『ワンダリング・プリンセス』に登場している。
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ＧＭ：「いや、すでに私わたしの人形をこちらに向かわせている。じき到とう着ちやくするはずだ」と痩せた男が答えます。「なら、そっちの竜輝石は任まかせたよ。僕ぼくはこれからエリンディルに行かなきゃならないからね。くっくくく……」鎌を持った少年がほそく笑む。

ダイン：そして、こっちはモンドーラ（笑）。

ツヴァイ：うぅ……。すまん、モンドーラ。




　モンドーラ──〝大鎌デスサイズ〟のふたつ名を持つバルムンク。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク①　ファントムレイダーズ』に初登場。これで無印、アクロス、ブレイクとすべてに出しゆつ演えんしたことに（笑）。
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　なお、きくたけさんが謝あやまっている理由は、『殺意のエトワール』を参照のこと。




エルザ：このあと、『戦乱のプリンセス』に繋つながるわけですね。

ＧＭ：そうです。そして、ファラフナーズも──「ワタシも協力できないデス。これから〝剣聖〟を捜さなければなりまセンから」と、小説の方に繋がります。

ユンガー：おぉ～。こういうのは過か去この話の『アクロス』ならではですね（笑）。

ツヴァイ：しかし、本当に協力しないな、こいつら（笑）。

ＧＭ：でも、痩せた男がそれが当たり前のように特に気にしている様子はないです。「あぁ、任まかせてもらおう。それに、これで仇かたきも討うてる」と、逆ぎやくに協力を拒こばむ感じすらあります。

ダイン：悪の秘ひ密みつ結社なんてそんなもんですね。

エルザ：でも、仇って……わたしたち、なんか恨うらみ買ってますよ。

ツヴァイ：いや、それよりも人形というのが気になる。これってやっぱり……。

ＧＭ：それは実じつ際さいに会ってからのお楽しみにということで。そして会話はまだ続きます。「ところで、〝剣の王ノートウング〟のご様子はいかがデスか？」

ユンガー：ノートゥング？

ＧＭ：「まだ生きてるんじゃない？　折れてしまった魔剣になんて、僕は興きよう味みはないから知らないね」どうでもいいと思っているのか、投げやりな調子でモンドーラは答えます。

ツヴァイ：折れてしまった魔剣……。

エルザ：なんかいろいろと情じよう報ほうが出てきました（笑）。

ダイン：今後の伏ふく線せんというやつですね（笑）。

ＧＭ：そういうこと。とまぁ、そんな会話が繰くり広ひろげられたあと──。




　月が流れる雲に隠され、部屋の中が暗くなる。再び月光が部屋を照らして時には、痩せた男がひとり残るのみ。




「さて、それでは私も準備に取りかかるとしましょう。まずは……」




　最後に残された男は誰に問い掛けるわけでもなくそう呟くと、部屋から出て行った。







◆Middle 06◆それぞれの目的




ＧＭ：さて、このシーンからはちょっと特とく殊しゆなシナリオルールを使用します。

ユンガー：シナリオルール？

ＧＭ：はい。さっきのマスターシーンで演えん出しゆつしたとおり、すでにバルムンクのひとりが、竜輝石を取るために〝人形〟を向かわせるという話が出てきました。

エルザ：つまり、バルムンクよりも先に竜輝石を手に入れろってことですね。

ＧＭ：そういうことです。

ツヴァイ：そして、この人形ってのは、間ま違ちがいなくコーレアのことだな。

ＧＭ：（ニヤリ）まぁ、そうなりますね。とゆーわけで、ここから先、情報収しゆう集しゆうや廃工場の中を探たん索さくすることによって進行ポイントという点数がたまっていきます。この時、手に入る点数はＰＣの行動や発生したイベントによって異ことなります。そして、この進行ポイントが50点になったところで、竜輝石を手に入れることができます。ただしっ！

一同：ただし？

ＧＭ：シーンが終了した時、バルムンク側の進行ポイントにも10点が加算されます。そして、バルムンク側の方が先に50点ためた場合、先に竜輝石を取られてしまいます。

エルザ：あらら。

ダイン：なるほど。ミルボーンみたいなものか。




　ミルボーンはアメリカで発売されたカードゲームです。

　カードにはマイル数が書かれているものや、相手を妨ぼう害がいするもの、その妨害を除じよ外がいするものなどがあり、早く１０００マイル分のカードを場に出したプレイヤーが勝利となります。




ＧＭ：それから、ＰＣ側はユンガー＆エルザ組、ツヴァイ＆ダイン組に分かれているのはそのまま継けい続ぞくとなります。

エルザ：合流はできないんですか？

ＧＭ：一定の条じよう件けんを満たすことができれば合流──というか、相手側のシーンに登場することができますよ。ただし、登場判はん定ていは必要となります。なお、一度合流したら、そこから先は同行者となることができますので、登場判定はしなくてもいいです。
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ツヴァイ：でも、ＰＣ側がふたつに分かれていると、こっちの方が全然有利じゃない？

ＧＭ：それは大だい丈じよう夫ぶ。ポイントが増ふえるのは実際に廃工場を探索するユンガー＆エルザ組の方だけですから（笑）。

ツヴァイ：げっ！

ダイン：じゃあ、こっちはどうなるんですか？

ＧＭ：ツヴァイ＆ダイン組には、バルムンク側のポイントが増えるのを妨害するイベントが用意されています。これもミルボーンと同じですね（笑）。

ダイン：つまり、こっち（ツヴァイ＆ダイン組）がうまく立ち回れば、そっち（ユンガー＆エルザ組）が楽になるってことですね。

ＧＭ：なお、シーンはユンガー＆エルザ組、ツヴァイ＆ダイン組の順で行ないます。そして、ツヴァイ＆ダイン組が終了したところで、バルムンクのポイントが10点加算されます。これでひとつのシーンになります。

ツヴァイ：こういうミニゲーム的なものはわくわくしてくるな。

ダイン：きくたけさん、こういうの好きですもんね～。

ツヴァイ：プレイヤーとしても、ＧＭとしてもな。『殺意のエトワール』でもちゃんと用意していたんだけど……ねぇ（笑）。




　こちらの詳しよう細さいについても『殺意のエトワール』をご覧らんください。




ＧＭ：それではユンガー＆エルザ組からいきましょう。

エルザ：まずは、ラドフォード伯はくの紹しよう介かいで〝白い雄鹿亭ホワイト・ハート〟に行って、冒ぼう険けん者しやの人にエクスマキナの廃工場について聞きます。

ＧＭ：情報収集ですね。では、難なん易い度ど16の【知力】判定、あるいは【感知】判定でどうぞ。

エルザ：どちらか高い方で振ふればいいんですよね。う～んと、わたしの【知力】が８です。

ユンガー：こっちは【感知】で７。エルザ、任せた！

エルザ：はい！　とりあえずフェイトは使わずに……（ダイスを振ふる）失敗！　フェイトを使って振ふり直します。さらにフェイトも１点追加して振りますっ！

ツヴァイ：いきなりの大おお盤ばん振る舞まい（笑）。

エルザ：えいっ！（ダイスを振る）クリティカルっ！

ダイン：おぉ～っ！（笑）

ユンガー：エルザ、よくやった（笑）。

ＧＭ：では、運よくひとりの冒険者から情報を聞くことができます。それは……。




　それはキール山脈のとある洞どう窟くつの中にあるとのことだった。ただし、工場の機き能のうはまだ生きているらしく、その中には数多くのゴーレムが活動しているため、冒険者たちも探索したがらないのだという。




ＧＭ：ラドフォード伯領りようには、ここ以外にエクスマキナの工場はないとのことです。それから判定に成功したので、正面口、裏うら口ぐち、さらに隠かくし扉とびらの情報まで手に入ります。

ユンガー：じゃあ、失敗していた場合はどうなったんですか？

ＧＭ：正面口と裏口しか分からなかったということになります。これは行けば分かるので、先に教えてしまいますが、ちなみに正面口は巨大な扉があるので【筋きん力りよく】判定、裏口は鍵かぎが掛かかった扉となっています。

ツヴァイ：裏口には絶ぜつ対たいトラップがあるな（笑）。

エルザ：でも、とりあえずこれで廃工場の場所は分かりました。すぐに向かいましょう！

ＧＭ：じゃあ、ユンガーとエルザはすぐに工場に行くでＯＫですか？

ユンガー：あぁ。

エルザ：ＯＫです！

ＧＭ：（ニヤリ）分かりました。では、ユンガー＆エルザ組はここまで。

エルザ：な、なんかＧＭが笑っているんですけど……。

ＧＭ：ふっふふふふ。それは秘密です。次はツヴァイ＆ダイン組です




＊　　　＊　　　＊




ツヴァイ：さて、こちらはどうするかだな。

ダイン：そうですね。いくつか方法がありますが、ひとつは……。

ツヴァイ：このままコーレアについて調べる──だな。

ダイン：そうです。メタな考えですが、このままコーレアを追っていっても廃工場にはたどり着くはずです。

ツヴァイ：じゃあ、もうひとつは？

ダイン：コーレアがアヴェルシアに向かったことは分かっているので、とりあえずラドフォード伯に挨あい拶さつに行くという方法です。これも、我われ々われの成り行きからして当然です。ついでに、ラドフォード伯にコーレアのことを聞くということもできますし。

ツヴァイ：なるほど、さすがダイン！　で、どっちの方がいいと思う？

ダイン：一長一短ってところですね。おそらく前者の方が早く合流することができて、いろいろ楽になるかと思いますが……。

ツヴァイ：その分、相手の妨害ができなくなる？

ダイン：そのとおりです。これもメタな考えですが（笑）。

ツヴァイ：そういうことなら普ふ通つうにいくか。よし、コーレアについて捜さがそう。

ダイン：ついでにコーレアについてもう少し調べておきましょう。おそらく、コーレアと戦うことになるとみた（笑）。

ＧＭ：あ、情報収集の判定はひとり一回でお願いしますね～。




　相談のすえ、ツヴァイがコーレアについて、ダインがコーレアの居い場ば所しよについて調べることになった。

　最初にコーレアについて調べることしたツヴァイは、ダインの《ブレッシング》の支し援えんもあって情報収集の判定に成功。続くダインも、コーレアの居場所について特定する判定に成功する。




ＧＭ：えー、コーレアについてですが──〝殺さつ戮りく機械〟とあだなされている女性型のエクスマキナの傭よう兵へい。ここまでは知ってますよね。

ツヴァイ：うん、知ってる。

ＧＭ：その戦せん闘とう能のう力りよくはかなり高く、一瞬で二〇〇人の兵士を倒たおしたという噂うわさもあります。

ダイン：ということはサムライの《トルネードブラスト》か、範はん囲い攻こう撃げきを持っていそうですね。

ＧＭ：そして彼かの女じよの使う魔導剣アブストラクターは、長ちよう剣けんと格かく闘とうの両方の特徴を併あわせ持もっていて、射しや撃げき攻撃も可か能のうとのことです。

ツヴァイ：げーっ！　ということはモンクのスキルも使ってくるのか。

ＧＭ：コーレアについては以上です。そして、居場所についてですが、最近ラドフォード伯領で見かけたという話を旅の傭兵から聞けます（笑）。

ダイン：ようやく合流できそうな気配が（笑）。

ツヴァイ：まぁ、これは予想していたことだけどな。つまりアレだな──七色の花は、最初の場所にあるということだな（笑）。

ＧＭ：ル○ル○かいっ!!（一同笑）




　さすがにこのネタは古くて分からないかと……。




エルザ：懐かしー（笑）。

ダイン：せめて青い鳥とかにしておきませんか？

ツヴァイ：い、いいんだよっ！　結けつ構こう好きだったんだから、あの作品（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、昔話はこの辺にしておいて、これでシーンは終了となります。ＰＣ側へのポイントの加算はなし。そして、バルムンク側に10点のポイントが加算されます。




ＰＣ側進行ポイント　　　：０点

バルムンク側進行ポイント：10点







◆Middle 07◆硝子の剣グラスソード




ＧＭ：それでは、次のシーン。再ふたたびユンガー＆エルザ組です。冒険者から聞いた情報を元に廃工場のある洞窟までやってきました。

ユンガー：よし、さっさと隠し扉を捜さがすぞ。

エルザ：今回は時間勝負ですからね。

ＧＭ：隠し扉を見つけるためには、難易度15の【感知】判定となります。

ユンガー：念のためにフェイトを１点使っておこう。（ダイスを振る）15!?

一同：危ね[image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：ギリギリ成功ですね。ユンガーは巧こう妙みように隠されていた扉を発見することができます。

エルザ：さすが隊長！

ＧＭ：とゆーわけで、隠し扉を使用することによってかなりの時間を短たん縮しゆくすることができました。進行ポイントを10点差し上げます。

ユンガー＆エルザ：やったぁー（笑）。

ユンガー：とりあえず扉のトラップ探たん知ちはしておこう。（ダイスを振る）20！

ＧＭ：トラップはないように思えます。

エルザ：大だい丈じよう夫ぶそうですね。

ユンガー：あぁ。よし、扉を開けて中に入るぞ！

ツヴァイ：（おどろおどろしい声で）そしてキミたちは、闇やみよりも深い闇の中に足を踏ふみ入いれる。だが……ぎゃ────っ!!

エルザ：な、何が起こったんですかっ!!

ツヴァイ：完（一同笑）。




　勝手に終わらせないでいただきたい。




ＧＭ：そんなわけないでしょうが（笑）。

エルザ：何も起こらないんですよね？

ＧＭ：何も起こりません（笑）。はい！　次はツヴァイ＆ダイン！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ツヴァイとダインはちょうどラドフォード伯領に着いたところです。

ツヴァイ：早かったな。あっという間だぜ（笑）。




　基き本ほんルールの[image: ]ページにも書いてありますが、シーンは場所や時間といった物理的な要よう素そに縛しばられることはありません。ツヴァイやダインが旅している距きよ離りから考えると、このシーン以前のツヴァイたちのシーンは、エルザやユンガーのオープニングよりも前の出来事であることは間ま違ちがいないでしょう。

　もし、時じ系けい列れつどおりにシーンを進めたとすると、ツヴァイとダインのシーンだけが延えん々えんと行なわれ、エルザやユンガーのシーンがなかなか回ってこないことになってしまいます。このような時にシーンとシーンの時間的な流れの要素を無む視しすることで、なるべく均きん等とうのＰＣが登場するシーンを作ることができます。

　また、舞台が一気にゴルフォードからアヴェルシアへ、そしてラドフォード伯領へと移うつったのも、場所に縛られないというシーン制せいを活かした方法です。




ＧＭ：ではあらためて、ツヴァイとダインはラドフォード伯領の城じよう下か町まちオブライエンに到着しましたが──もう、街はレイウォールから派は遣けんされた代官の話題で持ちきりです（笑）。

エルザ：な、なんでぇ─────っ!!

ツヴァイ：さすがダルトン（笑）。

ユンガー：一体何をしたんだろう（笑）。

ツヴァイ：しかし、僕はそんな噂のことなどどーでもいいので、コーレアを捜さがします。

エルザ：え[image: ][image: ]っ！　わたしたちのことも捜してくださいよ～（笑）。

ツヴァイ：今はコーレアのことで頭がいっぱいなんですよ（笑）。

ＧＭ：では、難易度12で【感知】か【知力】の判定をどうぞ。

ダイン：《ブレッシング》を使いましょうか？

エルザ：ダインくんまでっ!!（一同笑）

ツヴァイ：ありがとうっ！　なんて使える男なんだ、ダイン！（笑）

ダイン：任せてください。（ダイスを振る）判定は成功です。

ツヴァイ：じゃあ、フェイトを使う必要はないな。（ダイスを振る）余よ裕ゆうで成功。これでここにいたら笑っちゃうん──。

ＧＭ：いや、どうどうと街中を歩いていますよ。

ツヴァイ：だけどなぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]ああん？（語ご尾びが上がる感じで）

ＧＭ：だから、街の人や商人が行き交う道路を、顔も隠さずどうどうと歩いています。

ツヴァイ：もしもし、コーレアさん？（一同笑）

ＧＭ：コーレアに声を掛けます？

ツヴァイ：まぁ、そうだな。声、掛けるよな。とりあえず名前を呼んでみよう。

ＧＭ：声を掛けられたコーレアはキミの方を向くと、不思議そうな表ひよう情じようを浮うかべてこう言います。「あなたは誰？」

ツヴァイ：やっぱり記憶がないのか？

ＧＭ：「どこかでお会いしたことがありましたっけ？」

ツヴァイ：えーっと……最近だと戦場で（一同笑）。




　そこかい。




ツヴァイ：そ、そんなことはどうでもいいっ！

ユンガー：あ、ごまかした（笑）。

ツヴァイ：僕は母さんの行方を捜してるんだ。コーレアなら知ってるだろう？

ＧＭ：「お母さん？」

ツヴァイ：そうだ。名前はイルマ！　コーレアだって知ってるはずだっ！

ＧＭ：と、ツヴァイがイルマの名前を出した瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんコーレアの表情が苦虫を噛かみつぶしたようなものに変わり、ツヴァイをにらみつけます。「貴き様さまら、何者だ？」コーレアの口から聞いたことのない男の声が漏もれてきます。

ツヴァイ：男？　ってことは、コーレアじゃない？　誰っ!?

ＧＭ：「訊いているのはこちらだ」

ツヴァイ：なんだか、それなりにまともなヤツっぽいぞ。

エルザ：でもー、女の子の身体を操あやつってるんだから変へん態たいですよね（笑）。

ツヴァイ：変態だよな。

ダイン：変態。

ユンガー：変態だ。

ＧＭ：変態言うな（一同笑）。

ツヴァイ：まったく、ＧＭの趣しゆ味みがうかがい知れるぜ（笑）。まあいいや、とりあえず正々堂々と名乗ってやろう。僕の名前はツヴァイだ！

ＧＭ：「ツヴァイ？　そうか、貴様が〝黄金の狼〟のツヴァイか……」

ツヴァイ：こっちのことを知ってる？　ってことは、お前バルムンクかよ！

ダイン：ツヴァイ、これはまずいですよ。こんな往おう来らいのあるところで戦うわけには……。

ＧＭ：「我われの名は〝硝子剣グラスソード〟のノルスティン」

ユンガー：ノルスティンっ!?

エルザ：ダルトンの秘ひ書しよさんと同じ名前っ!?

ツヴァイ：硝子剣グラスソードとは、また弱そうな名前だな（笑）。

ＧＭ：「ふっ、我わが姿すがたは何人も捉とらえることはできん。この身体は、お前がコーレアと呼よぶ者のものだ。こいつを倒しても私を倒たおすことはできん」

ツヴァイ：ちっ！　操っているというだけかよっ!!

ＧＭ：「そういうことだ。ここで会ったのも何か縁えんだ。ちょうどいい、我が師しグレゴリー・バクスターの仇、取らせてもらうかっ!!」

ダイン：グレゴリー・バクスターですとっ!?

ツヴァイ：あいつの弟子ってわけかよ。なるほど、そりゃ仇ってのもうなずけるぜ。




グレゴリー・バクスター

〝大弩アーバレスト〟のふたつ名を持つバルムンク。

　第一巻ではＰＣたちを窮地に追い込むが、第二巻で敗れ去った。

[image: ]




ＧＭ：ゆっくりとコーレア＝ノルスティンは剣を抜ぬき放ちます。街頭でいきなり剣を構かまえたコーレアに気づいた通行人が悲鳴を上げ逃にげ出だすと、連れん鎖さするように周囲の人々も蜘蛛くもの子を散らすように大おお騒さわぎになります。とゆーわけで、戦闘開始です！

ツヴァイ：まじかっ！

ＧＭ：まじです（笑）。あ、エルザとユンガーはすでに廃工場へ向かっているので、登場はできませんので、よろしく！

ツヴァイ：よろしくじゃねぇっ！（一同笑）

エルザ：がんばってください！（笑）

ダイン：とりあえず、レイウォールの警けい備び兵へいが来るまで持ちこたえましょう。そうすればなんとかなるかもしれません。

ツヴァイ：だといいけどな（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では戦闘を始めましょう。まずはセットアッププロセスから。こっちの【行動値ち】は21です。

ダイン：21ですか……。ところで、ツヴァイの【行動値】はいくつですか？

ツヴァイ：そんなに高くないぞ。13だ。

ダイン：13かぁ～。《ヘイスト》で８以上出さないと先に動けないのか……。

ツヴァイ：いや、こっちには《カリキュレイト》がある。なんとかなるだろ。ところで、エンゲージはどうなっている？

ＧＭ：街中で会話しているところでしたからね。お互いにエンゲージしている状じよう態たいからスタートとなります。で、こっちはセットアップでスキルを使用します。そちらは？

ダイン：とりあえず様子見で《ヘイスト》は使わないでおきましょう。

ツヴァイ：こっちは何もなしだ。




『スキルガイド』では、戦闘ルールの一部が改訂されています。特にセットアッププロセスやイニシアチブプロセスでのスキルの処理は、明確化されています。

　どのように変わったかというと、ＧＭとプレイヤー双方がスキルなどを使用かどうかの宣言を行ない、次に【行動値】順に処理していくようになりました。

　くわしくは『スキルガイド』の23ページをご覧ください。




ＧＭ：じゃあ、セットアップはコーレア＝ノルスティンだけですね。《インペレイティブ》（＊）でセットアップのスキルをふたつ──《シャープエッジ》（＊）と《シャインストライク》（＊）を使用！　これでシーン終了まで武ぶ器き攻撃にダメージロールに＋５Ｄ、ラウンド終了まで＋９！

ツヴァイ：パラディンのスキルっ!?

ダイン：魔導剣アブストラクターを持っているということは、10レベル以上なのは確かく定ていですからね。パラディンでもおかしくないですが……。

ツヴァイ：逃にげようか、ダイン（一同笑）。

ダイン：といっても、向こうが圧あつ倒とう的てきに速いわけですが（笑）。

ＧＭ：はい、次はイニシアチブプロセス。

ツヴァイ：《カリキュレイ……。

ＧＭ：あっ、こっちも《カリキュレイト》の使用しますんで（笑）。

ツヴァイ：となると先攻を取られるか。こっちのスキルは取り下げる！

ＧＭ：では、いきます。目標はツヴァイ。マイナーで《マジックブレイド》、メジャーで《バッシュ》！　命中は３＋５Ｄで……（ダイスを振る）23！

ツヴァイ：そんなの避よけられるかっ！（ダイスを振る）失敗！

ＧＭ：ダメージは基本が22に《シャインストライク》で＋９、《マジックブレイド》（＊）で＋10だから41。それにダイスが《シャープエッジ》《バッシュ》で＋10Ｄされるから、41＋12Ｄかな？　あ、ダメージは属ぞく性せいのない魔ま法ほうダメージね（笑）。

一同：41＋12Ｄっ！

ツヴァイ：平均で80点超えるのかよっ！

ダイン：くっ！　ツヴァイを《カバーリング》します。

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）86点！

ダイン：自分に《プロテクション》を使用！（ダイスを振る）うわっ！　低っ！　16点軽けい減げんして……ＨＰダメージは62点だから、残りＨＰは24！　いきなり減へったっ!!

ＧＭ：コーレアの持つ魔導剣アブストラクターが、ツヴァイをかばったダインをやすやすと斬きり裂さきます。「身を挺ていして守ったか……。運がよかったな、ツヴァイ」コーレアはそう言うと剣を逆さか手てに持もち替かえると、柄の方をツヴァイの方に向けて、まるで格かく闘とう家かのような構かまえを取ります。

ダイン：どうやら、モンクのスキルを使うつもりのようですね。

ツヴァイ：コーレア！　僕のことが分かんないのかっ!?　と、言うだけ言っておこう（笑）。

ダイン：何をやっているんですか、ツヴァーイ！　早く逃にげてくださいっ！　ズバッ！（斬られた音）うわ──っ！

ツヴァイ：ダインっ！　お前だけを残していけるかー。くっ、分かった。すまん……ダイン！　と、涙なみだを流しながら僕は──。

ダイン：じゃあ、それで（一同笑）。

ＧＭ：こら、こっちの行動の途と中ちゆうで逃にげるな（笑）。

ツヴァイ：冗じよう談だんはさておき、どうしよう（笑）。

ダイン：逃げるか、説得ですな。

ツヴァイ：さっき説得したけど、何も反はん応のうしなかったよ？

ＧＭ：え？　あれ、説得だったの？

ツヴァイ：うん（笑）。

ＧＭ：えーっと、説得するならちゃんとメジャーアクションを使ってお願いします（笑）。

ツヴァイ：どうやら、説得すればなんとかなるようですよ（笑）。

ダイン：なんという誘ゆう導どう尋じん問もん（一同笑）。

ツヴァイ：じゃあ、メジャーアクションを使ってコーレアに呼よび掛かけよう。僕のことが分からないのかっ！　僕だよっ！　ツヴァイだよっ！　ほら、あの時、キミは僕にスープをくれたじゃないか！　母さんがいて、三人で一緒に暮らしていたじゃないかっ!!

ダイン：何をしているんですか、ツヴァイ！　早く撤てつ退たいしてください、と一いち応おう言っておきましょう（笑）。

ＧＭ：すると、コーレアの動きが一瞬止まり、その眼めには正気が戻もどります。

ツヴァイ：コーレア！　コーレアっ!!　一いつ所しよ懸けん命めい、名前を叫さけぶぞ！

ＧＭ：しかし、その声にコーレアは応こたえることができません。なにか身体を操あやつるものに対して抵てい抗こうするように、彼女は左手で剣を持った右手を押おさえつけます。そして──「そこのあなた……お願いです…………ツヴァイを連れて逃げて。このままでは……私は彼を殺して…しまいます」と、振ふり絞しぼるような声──今度は女性の声でダインに懇こん願がんします。

ダイン：なるほど、あなたは誰だれかに操あやつられているわけですね。おそらくそれがノルスティンというバルムンク……。

ＧＭ：コーレアは小さくうなずきます。「…早く……逃げて………逃げて」

ツヴァイ：コーレア！　そこにいるんだなっ!?

ＧＭ：すると、コーレアの「逃げて」という声に重なるように、先ほどの男の声も聞こえてきます。「この人形がっ！　まだ私に抵抗するつもりかっ！」

ダイン：ツヴァイ、ここは一いつ旦たん引きましょう。

ツヴァイ：でも、あそこにコーレアがいるんだぞ！

ダイン：それは分かります。しかし、彼女を解かい放ほうする手しゆ段だんも分からないまま戦っても意味がありません。まずは、彼女を救う手だてを見つけないと……。

ツヴァイ：じゃあ、一瞬だけコーレアをキッと見て……分かった、ここはダインの言うことにしたがおう。

ダイン：分かりました。タイミングを合わせて退しりぞきます。

ＧＭ：では、ここで戦闘終了となります。ダインの合図でふたりがジリジリと間合いを取り始めた時、レイウォールの兵士たちが騒さわぎを聞きつけてやってきます。「貴様らっ！　なんの騒ぎだ[image: ][image: ]っ！」

ダイン：……どうやら助かったようですね。

ツヴァイ：あぁ……。




　レイウォールの兵士たちを見たコーレア──いや、ノルスティンは身体を引きずりながら、その場を去っていった。




ＧＭ：とゆーところでシーンは終了。

ツヴァイ：な、なんとか生き残ったぜい（笑）。

ダイン：いきなりＨＰが62点も減へるとは思わなかった（笑）。

ＧＭ：でも、それだけの価か値ちはありますよ。バルムンク側の進行ポイントの追加は０点となります！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ユンガー：それはうれしい（笑）。

エルザ：でも、なんでですか？

ＧＭ：ツヴァイによって、コーレアが一時的に意い識しきを取とり戻もどした影えい響きようです。彼女を操っているノルスティンがコーレアを再び支し配はい下におくための時間と思ってください。

ツヴァイ：ということは、説得は意味があったんだ。

ＧＭ：そういうことです。

ユンガー：でも、これで希望が出てきた（笑）。

エルザ：あとはこちらが順調に進行ポイントを獲かく得とくしていけばいいわけですね。




ＰＣ側進行ポイント　　　：10点

バルムンク側進行ポイント：10点





（＊）《インペレイティブ》　パラディンのスキル。セットアッププロセスのスキルをふたつ使用することができる。

（＊）《シャープエッジ》　ハイランダーのスキル。魔導剣の形状を変化させ、武器攻撃のダメージを増加させる。

（＊）《シャインストライク》　パラディンのスキル。神への信仰を力に変え、武器攻撃のダメージを増加させる。

（＊）《マジックブレイド》　ハイランダーのスキル。武器攻撃のダメージを増加させ、さらに魔法ダメージに変更する。









◆Middle 08◆分かれ道




ＧＭ：無事にポイントも追いついたということで、次のシーンです。まず、ユンガーとエルザから──隠し扉を開けると、その先は壁が塗り固められた通路になっています。

エルザ：ダンジョンですか？

ＧＭ：いえ、今回はダンジョンにはしませんでした。ただでさえ、パーティ分ぶん離りしている状態でダンジョンにすると、場所の管理が大変になるので（笑）。

ツヴァイ：そりゃ、そうか。

ＧＭ：とゆーわけで、ユンガーとエルザが慎しん重ちように通路を進んでいくと、途中でやや広め──幅はば三メートルほどの通路に出ます。しかし、その先には数体のゴーレムがいて、エルザとユンガーの方へとゆっくり近づいてきます。

ユンガー：警けい備び用のゴーレムか？

エルザ：隠かくれることはできそうですか？

ＧＭ：廊ろう下かには大小さまざまな箱や謎の機械が置かれていますので、それを利用すればなんとかなりそうです。それと、通路の右側に扉が見えます。

エルザ：ゴーレムが来る前に、扉を開けて中に入ることってできます？

ＧＭ：できますよ。ただし、ゴーレムに見つかるかどうか判定が発生します。

ツヴァイ：やっぱり判定いるのか。

ＧＭ：当然です（笑）。ちなみに廊下で隠かくれてやりすごす場合でも判定は必要となります。その場合は、【知力】か【感知】です。

ユンガー：扉に入る場合は？

ＧＭ：【敏びん捷しよう】か【幸運】です。難易度はどちらの方法でも12となります。

ユンガー：さて、どうするか……。




　さっそくふたりは相談をし始めた。

　もちろん、楽なのは【知力】か【感知】を使う廊下に隠れる方法である。エルザは【知力】が高く、ユンガーは【感知】が高いからだ。

　しかし、エルザのこの一言が方ほう針しんを決定した。




エルザ：でも、部屋の中に何かいい物があるかもしれませんよ？（笑）

ツヴァイ：やっぱり、そうなるのかっ!?（笑）




　だが、この不利な判定にふたりとも成功する（フェイトを使ったけど）。

　そして、部屋の中でとあるアイテムを発見した。




エルザ：なんですか、これ？

ＧＭ：近くに置かれている取とり扱あつかい説明書のようなものを読むと分かるんですが、どうやらゴーレムの機能を低下させるアイテムのようですね。

ツヴァイ：ゲーム的にはどんな効こう果かがあるの？

ＧＭ：メジャーアクションで使用すると、シーンに登場している「種別」が「機械」のキャラクターの判定のダイスを一個こ減へらします。効果時間はラウンド終了まで。名前はゴーレムマヒ弾だんね。

ツヴァイ：なんて分かりやすい名前だ（笑）。

ダイン：あのー、私も機械なんですが……。

エルザ：え？

ダイン：私はエクスマキナなので、種別が機械なんですよ。

ツヴァイ：そうかっ！　ダインもこの影響を受けるのかっ!?

ダイン：そうなんです（笑）。

ＧＭ：ちなみに、このアイテムはアルケミストでなければ使用できません。

エルザ：ということは、このアイテムを使えるのはダインくんだけ？（笑）

ダイン：なんとっ！　私自身で私に引いん導どうを渡わたせと（一同笑）。




　とはいえ、この工場の中では役に立つだろうということで、ゴーレムマヒ弾を持っていくエルザであった。

　そして戦闘を回かい避ひしたということで、ＰＣ側の進行ポイントに10点が加算された。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次はツヴァイとダインの番ですが……。

ツヴァイ：順当に考えれば、街の中での戦闘の説明をするためにラドフォード伯に会いに行くというところだよな～。

ダイン：エルザやユンガー隊長の情報も手に入りますし、ダルトンや秘書官のノルスティンと会える可か能のう性せいもありますからね。

ツヴァイ：それで、バルムンク側のポイント加算を妨害できるかもしれないからな。でも、ツヴァイとして考えると、逃にげたコーレアを追いかけるんじゃないかと思うんだよ。

エルザ：それは確たしかにそうかもしれませんね。

ツヴァイ：そこで相談なんだけど、こっちがさらにパーティ分離ってできるかな？




　もちろんシナリオでは、ここでさらに分離することは想定していません。

　ユンガー＆エルザ組がポイントを獲得していき、ツヴァイ＆ダイン組がバルムンクのポイントを減らしていく──あくまでも、この流れに沿そってシナリオは作られています。

　とはいえ、きくたけさんの言うことも一理あります。ツヴァイの目的はあくまでも母親捜しであり、その手て掛がかりとなるコーレアから情報を訊きくということなのですから。

　シナリオを優ゆう先せんさせるか、それともプレイヤーの希望を叶かなえるか──ＧＭは、こういうジレンマに必ず遭遇します。こういう時は、なるべくプレイヤーの希望を認みとめてあげるとよいでしょう。

　ただし、それによってゲームが成り立たなくなってしまっては元も子もありません。プレイヤーの希望を認みとめることでシナリオがまったく役に立たなくなり、それをリカバリーする自信がなければ、そのことをプレイヤーに告げて、今回は遠えん慮りよしてもらうようにするのもひとつの決けつ断だんです。もっとも、『殺意のエトワール』のように、新しくシナリオを組み立てるという方法もありますが……よほど自信がある時だけにしておきましょう（笑）。




ＧＭ：え～っと、ここがあーなって、あそこがこーなって……。（しばらく考えたのち）分かりました。認みとめましょう。とゆーことで、ここからパーティ三分ぶん割かつになりますっ！

ツヴァイ：やったっ！　じゃあ、前のシーンでレイウォールの兵士たちが来る前に、《ウィング》で空飛んでコーレアを追いかけていったということで（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいです。じゃあ、先にダインの方からいきますか。レイウォールの兵士たちに連れられていると──「あれ～、ダインじゃない？　こんなところでどうしたの？」

ダイン：ん？　誰だ？

ＧＭ：ちょうど別べつ荘そうから戻もどってきたミリアです。

[image: ]

ツヴァイ：ドジッ娘こが来た（笑）。

ＧＭ：ドジッ娘じゃないもん（一同笑）。

ダイン：それはさておき、そういうことならミリアに状じよう況きようを話して、レイウォールの兵士から解放してもらいましょう。ついでにラドフォード伯へのお目通りもお願いします。

ＧＭ：「お安いご用だよ。ボクに任せて！」とゆーことで、場所は一気に変わって、ラドフォード伯の前です（笑）。

ダイン：かくかくしかじか……でございます、閣かつ下か。と、ラドフォード伯にこちらで起こったことを説明します。なお、我々を襲おそった者はみずからを〝硝子剣グラスソード〟ノルスティンと名乗り、さらにバルムンクであることを明かしました。

ＧＭ：「なにっ!?　ノルスティンだとっ!!」

ダイン：（わざとらしく）ほぅ、どうやら伯はこの名に覚えがある様子。もし、よろしければ教えていただけないでしょうか……ニヤリ。

エルザ：ダインくん、ダインくん！　それじゃ悪役！（一同笑）

ＧＭ：「うむ。実はな……」と、ラドフォード伯が言いかけた時、彼の言葉をさえぎるようにダインのうしろから声が聞こえてくる。「その件けんについては、オレから話しましょう」

ダイン：む？　何者っ!?

ＧＭ：ダインが振ふり向むくと、そこには金きん髪ぱつ美形の神官が立っています。

ユンガー：サイモンだ！（笑）

ＧＭ：そのとおりです。「はじめましてー。オレの名前はサイモン……ご覧のとおり、旅の神官ってところかなー」

ダイン：（真面目な声で）ラドフォード伯、これはどういうことですか？　このような話、一いつ介かいの神官に聞かせていいようなものではありません。

ＧＭ：しかし、サイモンはそんなダインの言葉を気にすることもなく──「だいじょーぶ、だいじょうーぶ。別に口外するようなことはしないから、安心していいよ。それに相手がバルムンクってことなら、オレがいろいろと協力できるし」

ダイン：協力？

ＧＭ：「〝硝子剣グラスソード〟のノルスティン──その能力は、捕とらえたゴーレムやエクスマキナに特殊な機械を埋うめ込こみ、自分の意のままに操ること。同じバルムンクの〝大弩アーバレスト〟の弟子って話も聞いたことがある」

ダイン：その操られたエクスマキナを救うためにはどうすればいいんですか？

ＧＭ：「ノルスティンを倒すしかないねー。コントロールされている時に、無理矢理その機械を取とり除のぞこうとすると……命を失う可能性もあるらしいから」その内容とはうらはらに、なんでもないような軽い口調でサイモンが答えます。

ツヴァイ：げっ！　やっぱりそうなるのか。

ＧＭ：「ただし、エクスマキナをコントロールするためには、ある程てい度ど集中する必要があるから、少しでも傷きずを負ったりすると難むずかしくなるらしいけどねー」

ツヴァイ：なるほど。つまり、ダメージを与あたえればいいってことだな。

ダイン：そうなりますね。これはこれはサイモン殿どの、助言感かん謝しやする。しかし、なぜ我々にそこまでしてくれるのですか？

ＧＭ：「オレはキミたちの隊長のユンガーとも知り合いでねー。まぁ、ここのラドフォード伯とも面めん識しきはあるけど」ちらりとサイモンがラドフォード伯を見ると、伯も小さくうなずき返します。

エルザ：もしかして、サイモンって偉えらい人？

ＧＭ：さぁ（笑）。それはともかくとして、ラドフォード伯もダイン、そしてサイモンに現げん状じようを話してくれます。

ユンガー：ダルトンが廃工場の竜輝石を持ってこいって、言っている話ですね。

ＧＭ：はい。「そして、そのダルトン・ボイルの秘書官の名前がノルスティンなのだ。これは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは思えぬ」

一同：当たり前だっ！（笑）

ＧＭ：「これは急いで手を打つ必要がありそうだな。ダルトン・ボイル殿を至し急きゆう、こちらにお呼よびしろ！」ラドフォード伯は部下にそう命じるのですが……。

一同：ですが？

ＧＭ：「ただいま、ダルトン・ボイル殿は供ともの者たちを連れてお出かけになっております」

一同：なんだってっ！

ダイン：供の者というと秘書官のノルスティンもですか？　それに、どこに行かれたか分かりますか？

ＧＭ：「い、いえ。どこに行かれたかまでは分かりません」

ダイン：む～、ここはどうするか……。とはいっても、このままノルスティンを捜さがし出だしてもひとりでなんとかできるわけでなし。ここはいち早く隊長たちと合流するのが先決と見た！

エルザ：早く来てくださ～い（笑）。

ダイン：よしっ！　じゃあ……うわっ！

エルザ：ど、どうしました？

ダイン：ラドフォード伯に質しつ問もんがあるんですけど？

ＧＭ：「なにかな？」

ダイン：その廃工場ってどこですか？（笑）

一同：あぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：ラドフォード伯は、廃工場の場所を知らなかった（笑）。

エルザ：もしかして、わたしたちがラドフォード伯に教えておけば……。

ＧＭ：ダインは判定なしで、廃工場へ向かうことができましたね。

ユンガー：ダイン、すまない（笑）。

ダイン：しくしくしく……。ということは、情報収集からしなくちゃいけないのか。

ＧＭ：はい。判定の内ない容ようはユンガーたちと同じになります（笑）。




　一方、ツヴァイはコーレアが向かった先を見つける判定に成功し、廃工場へと到着していたのであった。




ＰＣ側進行ポイント　　　：20点

バルムンク側進行ポイント：20点







◆Middle 09◆廃工場へ




ＧＭ：さて、だんだんシナリオの全ぜん貌ぼうが見えてきたところで、次のシーンです（笑）。




　無事に巡じゆん回かいしていたゴーレムをやりすごしたユンガーとエルザは、警けい備び室しつのような部屋にいた。工場の地図や警けい備び資し料りようなどを発見したふたりは、それらから竜りゆう輝き石せきのある場所や、工場内を巡回しているゴーレムのルートなども知ることに成功する。これによって、ＰＣ側の進行ポイントに10点加算される。

　しかし、廃工場の場所を聞く判はん定ていに失敗したダインは、フェイトを１点使用するも隠かくし扉とびらがあることを知ることができない。

　だが……。




ＧＭ：では、最後はツヴァイですね。さて、ノルスティンは隠し扉の存そん在ざいを知ることができるか……（ダイスを振ふる）よし！　成功っ!!

一同：おおぉっ!?

ＧＭ：……知ることができ、さらにコーレアが……（ダイスを振る）隠し扉の場所も見つけることができたので、そこから廃工場の中に入っていきます。

ユンガー：ついに追いつかれたか……。

ＧＭ：まだ入り口のところですけどね。まぁ、進行ポイントの入る順番からいくと、そっちが頭ひとつ抜ぬき出でている感じになりますけど。

エルザ：なんとかなりそうですね。

ツヴァイ：ところで、僕ぼくはどうなるの？

ＧＭ：コーレアのあとをつけていますから、もちろん入ることができます（笑）。

ツヴァイ：らっき[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

エルザ：ダインくんは？

ＧＭ：情じよう報ほう収しゆう集しゆうの判定に失敗しているので、正面口か裏うら口ぐちから入るしかないですね（笑）。

ダイン：しくしくしく……（一同笑）。

ＧＭ：これでツヴァイは、登場判定に成功すれば、ユンガーやエルザのいるシーンに登場することができるようになります。

ツヴァイ：よしっ！　ふたりがピンチになったら登場しよう（笑）。




ＰＣ側進行ポイント　　　：30点

バルムンク側進行ポイント：30点







◆Middle 10◆危き機き一いつ髪ぱつ




ＧＭ：警備室で見つけた地図にしたがって、ユンガーとエルザは竜輝石の置かれている制せい御ぎよ室しつの近くまで来ました。そこはかなり大きな部屋で、ロボットアームやベルトコンベアのようなものがあります──とはいっても、ユンガーやエルザには分かりませんが（笑）。

エルザ：アルケミストじゃないですからね～。

ＧＭ：まぁ、エクスマキナを組み立てるプラントであることは、警備室の資料から分かっていますけど。そして、ここにも巡回しているゴーレムがいます。

ユンガー：つまり、そのゴーレムに見つからないように制御室まで行かなければならないというわけですね。

ＧＭ：そのとおりです。で、ここの判定ですが次のように行ないます。




①判定を行なう代表者をひとり決める。




エルザ：判定するのはひとりだけなんですか？

ＧＭ：そうです。で、判定する能のう力りよく値ちですが……。




②代表は難なん易い度ど10の【感知】判定を行なう。そして、この判定の達成値から難易度を引いた値がＰＣ側の進行ポイントに加算される。




ユンガー：おぉ～、なるほど。

ＧＭ：【感知】判定なのは、ゴーレムの位置や見ている方向を見極めながら進むためです。そして、この判定を繰くり返かえして、進行ポイントが40点になれば制御室にたどり着くことができます。

ツヴァイ：ちょっと待って！　繰り返してってことは……。

ＧＭ：この判定を行なうたびにバルムンク側に進行ポイントが10点加算されます。

エルザ：えぇ[image: ][image: ][image: ]っ！

ダイン：えーっと、今はこちらとバルムンク側は同じ点数だから……。

ＧＭ：一回で成功させないと抜ぬかれます（笑）。

ダイン：妨ぼう害がいする我われ々われが、すでに廃工場に向かっていますから、バルムンクの点数はもう下がりませんからね。

ツヴァイ：もしかして、僕のせいかっ!?（一同笑）

ＧＭ：そんなことはないですよ。こういうボーナスもありますので。




③シーンに登場している代表者以外のキャラクターも、難易度10の【感知】判定を行ない、これに成功すれば代表者の達成値に＋２することができる。




ＧＭ：──というルールもあるから安心してください。つまり、物を投げたりしてゴーレムの注意をそらすといったような支し援えんを行なうというイメージですね。

ツヴァイ：つまり、シーンに登場しているＰＣが多ければ多いほど、達成値が高くなるというわけだな。

ＧＭ：そうです。ただし──。




④ひとりでも失敗すれば、ゴーレムに見つかって戦せん闘とう開始！




一同：やっぱり[image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：さぁ、まずは代表者を決めてください！

ツヴァイ：ダイスを振る順番は好きに決めていいの？

ＧＭ：代表者が先に振ふっても、残りの人が先に振ってもいいですよ。

エルザ：じゃあ、まず先にわたしが振りますね。難易度が10なら５以上で成功だから、たぶん大丈夫……（ダイスを振る）うん、成功です！

ユンガー：これでとりあえず＋２か……。

エルザ：隊長っ！　がんばってくださいっ!!

ユンガー：私わたしの【感知】は６だから、これにエルザの＋２を足して、え～っと……ダイス目で12以上が出ればいいのかな？

ＧＭ：ですね。

ユンガー：フェイトを２点使った方がいい？

ダイン：平へい均きんで14になりますからね。四個こ振ればなんとかなるかと。

ユンガー：じゃあ、フェイトを２点使います。これでなんとか……（ダイスを振る）こ、これはちょっと悪いかな。２、２、３、４だから……11？

一同：いっ、１点足りない────っ!?

ユンガー：え、え──っ！　こ、ここで振り直しにフェイトを１点使って、さらに２点フェイトを使うと──フェイトの残りが０になります（笑）。

一同：そ、それはまずいっ！

ダイン：クライマックス前にフェイトが０点は、ちょっと厳しいかと……。

ツヴァイ：ふっ！　ようやく僕の出番が来たようだね（笑）

エルザ：え？

ダイン：キャラクターの性格が違ってません？（笑）

ツヴァイ：え？　あ……つい（笑）。まぁ、それはおいといて、このシーンから僕も登場できるからね。ここで僕が判定に成功すれば、達成値に＋２されて、制御室まで行けることになる。

ダイン：そういえば、このシーンから登場できるんでしたっけ。

ツヴァイ：そのとおりっ！　まずは登場判定は……（ダイスを振る）成功！

一同：おぉっ!!

ツヴァイ：そして【感知】判定は……。

ユンガー：（ぼそっと）失敗したりして（笑）。

ツヴァイ：ちょ、ちょっと矢薙さんっ！　な、なんてこと言うんですかっ！（一同笑）

ＧＭ：最近、きくたけさんのダイス目悪いからな[image: ][image: ]。

ツヴァイ：い、いや、ツヴァイの【感知】は７ですよ。ファンブル以外は成功だから、大丈夫だって…………と、思う（一同笑）。

エルザ：な、なんか急に弱気になりましたよ（笑）。

ツヴァイ：……ま、まぁ、最近ダイス目が悪いのは本当だからな（笑）。

ダイン：とはいっても、ここで成功しないと、間ま違ちがいなく竜輝石は先に奪うばわれてしまいます。

ツヴァイ：よしっ！　いくぞーっ！（ダイスを振る）うしっ！　５で成功！




　あと少しで制御室──。

[image: ]

　その油ゆ断だんがユンガーの知覚に隙すきを生む。ちょうどユンガーからは死角になる場所にいた、ゴーレムに気がつかなかったのだ。ゴーレムの足音に、あるいは気配を察していれば、ユンガーほどの実力のあるシーフであれば感知することはできたはず──だった。

　ユンガーがその存在を察知した時、すでにゴーレムの砲ほう口こうはユンガーを捕とらえていた。光の粒りゆう子しが溢あふれんばかりに集まり、いつ放たれてもおかしくない状じよう態たいだ。

　と、その瞬しゆん間かん。まるでロウソクの火が消えるように光が消失する。何事が起こったか理り解かいできぬまま、崩くずれ落おちるゴーレムを見ていたユンガーは、その向こうに懐なつかしい顔があることに気がついた。




ツヴァイ：ってな感じで、演えん出しゆつよろしくっ！（一同笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、次はダイン。え～、正面口と裏口とどっちにしますか？（笑）

ダイン：ここで待っているという選せん択たく肢しは……さすがにないか（一同笑）。

ＧＭ：ちなみに正面口は、難易度13で【筋きん力りよく】判定に成功すれば開きますよ。

ダイン：裏口は？

ＧＭ：鍵かぎＡが掛かかっていますので、トラップ解かい除じよに成功すれば開きます。

ツヴァイ：絶ぜつ対たいにトラップあるよな（笑）。

ダイン：ありますよね～。仕方ない、正面から行きましょう。フェイトを１点使って……うわっ！　これで残り２点か。（ダイスを振る）じ、14っ！　あ、あぶねぇ～。フェイトを使ってなければ失敗するところだった。

ＧＭ：では、ギギギギギギっと軋きしむような音を立てながら、ゆっくりと扉が開きます。

ダイン：う～む。本当にここでよいのか？　誰だれも通った気配がない（一同笑）。

一同：確たしかにっ！（笑）

エルザ：みんな、隠し扉から入ってますからね（笑）。

ユンガー：あぁ、そういえばそうか。

ダイン：と、不安に思うが、おそらく私が知らない通路から入ったに違ちがいないと考え、ダインは先に進むのであった、まる（一同笑）。




ＰＣ側進行ポイント　　　：41点

バルムンク側進行ポイント：40点







◆Middle 11◆死をもたらす者




ＧＭ：この調子ならば、次の制御室でミスらなければ竜輝石を確かく実じつにゲットできますね。

エルザ：やりましたっ！（笑）

ＧＭ：では、そのシーンの前にちょっとだけマスターシーンを演出しておきます。もうすっかり日が暮くれています。そんな中、疲つかれた表ひよう情じようのダルトンご一行様が、オブライエン城じように戻もどってきます。

ユンガー：あ、帰ってきた（笑）。

ＧＭ：もちろんラドフォード伯はくは事じ情じようを話そうとするのですが、ダルトンは疲れたので明日にしてくれと言い、秘ひ書しよ官かんのノルスティンもやんわりとラドフォード伯を制せい止しします。

ツヴァイ：終わったな、ダルトン（笑）。

ＧＭ：自室でふかふかのソファーに座すわり、ダルトンはひとりほくそ笑みます。「これで竜輝石が手に入れば、わたしの出世は間ま違ちがいなし」

ツヴァイ：（ダルトンになって）「こんな田舎いなかとはとっととおさらばして……おーっと、素す敵てきな嫁よめもできるのか。ぐふふふふふ」

エルザ：あ、だめ！　そんな死し亡ぼうフラグ立てたら！（一同笑）

ＧＭ：そんなダルトンの背はい後ごに、音もなく人ひと影かげが現あらわれます。

ユンガー：あらら（笑）。

ツヴァイ：（暗殺者になって）「いいえ、おさらばするのはあなたの人生です。グサッ！」（一同笑）

ＧＭ：「ぐえぇぇぇぇぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」背せ中なかから短たん剣けんで刺さされ、もんどり打って倒たおれるダルトン。痛いたみをこらえてうしろを振ふり返かえると、そこには秘書官のノルスティンの姿すがたが。「な、何をするんだ！　おぬしはわたしの秘書官ではないのか！」

ツヴァイ：（ノルスティンになって）「いえいえ、私はダルトン様の秘書官です。ただそれもつい先ほどまでのこと。竜輝石を手に入れることができれば、もうあなたには用はありません。ここで死んでもらいます」

ユンガー：（感心したように）きくたけさん、悪役似に合あいますね～（一同笑）。

ツヴァイ：こういう方が好きなんだよ～（笑）。

ＧＭ：普通のＮＰＣも悪役っぽくなりますしね。

ツヴァイ：ほっとけ（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、それはおいといて──ノルスティンは吐き捨てるように言います。「どうせ生きていても価か値ちのないあなただ。最後くらいは役に立ってもらおう。あなたがここで死ぬことによって、ラドフォード伯は窮きゆう地ちに立たされることは間ま違ちがいない」

ツヴァイ：そっちの目的もあったのかっ！

ＧＭ：「それは再ふたたびこのアヴェルシアに戦をもたらし、行方の分からなくなった〝王威の竜輝石〟がその姿を現あらわすきっかけとなるのだから」

エルザ：あれ？　もしかしてこの人、〝王威の竜輝石〟のこと知らない？

ＧＭ：知らないようですね。

エルザ：でも、アインは知ってるはずですよね。

ＧＭ：知ってますよ。ですから、アインは誰にも〝王威の竜輝石〟がここにあるということを言っていないわけです。

ツヴァイ：相変わらず横の連係が取れてない組そ織しきだ（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じでダルトンはノルスティンに殺され、ノルスティンもその場からふっと消えてしまいます。そして……。




　かすかな悲鳴を聞いたような気がした彼かれは、急いで部屋へと向かった。だが、すでに部屋の主は息いき絶たえ、その背せ中なかにはラドフォード伯家の紋もん章しようの刻きざまれた短剣が刺ささっている。

　長く伸のびた金きん髪ぱつの上から頭を掻かきながら、大きなため息をついた彼はこう呟つぶやいた。




「まさかやつらがここまでするとはなー。ユンガーたちには申しわけないが、ここは彼らを利用させてもらうとするかー」







◆Middle 12◆竜輝石の輝かがやき




ユンガー：利用っ！　サイモンは最後に利用って言いましたよねっ！

エルザ：なんか、よくないことを考えているみたいなんですけどっ！

エルザ：やっぱり、サイモンもバルムンクなんですか？

ツヴァイ：ん～、たぶん違ちがうと思う。

ＧＭ：はいはい、サイモンの正体は、おいおい分かりますのであとにしましょうね～。

一同：は～い（笑）。

ＧＭ：さて、とゆ～わけで制御室まで来ました。さまざまな形をした機械で埋うめ尽つくされていて、その中でも一ひと際きわ大きい装そう置ちの中心に光ひかり輝く水すい晶しようにも似にた石が見えます。

ツヴァイ：と、その前に再さい会かいのシーンが欲ほしいぞ！　というわけで──隊長、エルザさん！　ひさしぶりっ!!

エルザ：わーい！　ようやくツヴァイくんとも合流できた（笑）。

ユンガー：ふっ、まさかお前に助けてもらうことになるとは、な……。

ツヴァイ：そんな言い方ないじゃないですか？（笑）

ユンガー：あぁ、確かにそうだな。助かった──ありがとう、ツヴァイ。と、ここは大人の対応で（笑）。

エルザ：でも、なんでこんなところに？

ツヴァイ：話せば長くなるんだけど……と、コーレアのことを話します。ところで、隊長たちこそ、どうしてここに？

ユンガー：じゃあ、こっちの事情も話します。

ツヴァイ：これでお互たがいの情報交こう換かん完かん了りよう！（一同笑）

エルザ：ところで、ダインくんは？

ダイン：はっ！　現げん在ざい、工場の入り口です（一同笑）。

ツヴァイ：もうすぐ来るんじゃないかな？　ラドフォード伯のところに顔を出すって言っていたから、隊長やエルザさんのことを聞いたら、こっちに来ると思う（笑）。で、これがその竜輝石か……。

ユンガー：あぁ、どうやらそのようだな。

エルザ：ようやく見つけましたね。

ユンガー：あぁ、さてあとはこれをどうやって取り外すかだな。

ＧＭ：それについては以下の手順で行なうことになります。まず、竜輝石が埋うめ込こまれている装置の構こう造ぞうを調べて、さらに装置から取り外す必要があります。まぁ、装置を破は壊かいして無理矢理に引っぺがしてもいいですが（笑）。

ツヴァイ：装置を壊こわそうとすると、絶対に何か起こるな（笑）。

エルザ：装置を調べるにはどうしたらいいんですか？

ＧＭ：難易度16の【知力】判定です。ただし、アルケミストであれば難易度12の錬れん金きん術じゆつ判定でもＯＫです。そのアルケミストは、ここにいませんけど（笑）。

ダイン：あ、あと少し──具体的には次のシーンまで待ってくだされば到とう着ちやくできます（笑）。

ツヴァイ：そうするとバルムンク側が50点になる？

ＧＭ：なりますね～。

エルザ：じゃあ、ダインくんなしでがんばるしかないですね。

ユンガー：装置から取り外すための判定は？

ＧＭ：難易度16の【器用】判定か、難易度12の錬金術判定となります。

ツヴァイ：こっちもかっ！

ダイン：も、申しわけありませぬ[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：あっと、それとひとつボーナスがあります。ユンガーとエルザは、警備室での判定に成功しているので、ここでの判定の達成値に＋２されます。

エルザ：やったっ！（笑）




　このボーナスが効きいたためか、エルザが装置の解かい析せきに成功（フェイトを使って振り直しはしたが）。そして……。




ユンガー：（ダイスを振る）７！　成功しましたっ!!

ＧＭ：竜輝石を固定していた最後の部品を外すことに成功したユンガー。その手の上には、親指ほどの大きさの、薄うす紅べに色した楕円型オーバルカットの石が輝かがやいています。

エルザ：何も起こらない？

ＧＭ：何も起こりません。

ツヴァイ：敵てきが来る様子は？

ＧＭ：ありません。この判定に成功した段だん階かいでＰＣ側の進行ポイントに10点が加算されて、合計で52点になりますっ！

一同：やった─────っ!!




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：一方その頃ころ、誰もここに来てはいないのではないかと不安な思いを抱いだきながら、ダインが廃工場の通路を進んで行きます（笑）。

ダイン：しくしくしく……（一同笑）。

ＧＭ：と、通路の反対側から人が近づいてくることにダインは気がつきます。シルエットからすると女じよ性せいのようですね。

ダイン：女性？　ま、まさかっ!!

ＧＭ：一歩、また一歩と近づいてくる人影。それは、あの時に戦場で見た、そしてオブライエンの街で出会ったコーレアに間違いありません。

ツヴァイ：ダイン、死んだな（笑）。

ダイン：笑いごっちゃないって。盾たてを構かまえながらジリジリと下がりますよ。まさか、こうも早く出会うとは。はっ！　もしや、ツヴァイはすでに……。

ツヴァイ：死んでねぇよっ！（一同笑）

ＧＭ：しかし、そんなダインの横を何もせずに通とおり抜ぬけていくコーレア。

ダイン：ん？　攻こう撃げきしてこない……？

ＧＭ：そして、ダインに背を向けたまま足を止めたコーレアは言います。「先ほどは、ツヴァイを助けていただき、ありがとうございました」

ダイン：もしかして、正気に戻っている？

ＧＭ：「はい。ツヴァイが声を掛かけてくれたおかげで、わずかな時間ではありますけど、このように自分を取とり戻もどすことができるようになったようです」

ダイン：わずかな時間？

ＧＭ：「でも、その時間もどんどん短くなってきています。ノルスティンの支し配はいが強固になっているためでしょう。もしかしたら、彼がこちらに向かっているのかもしれません」

ダイン：自力でなんとかすることはできないのですか？

ＧＭ：「私の力ではムリです。ですから、再び私がツヴァイを攻撃しないように、早くここから逃にげてください！　ツヴァイはまだこの中にいます」ダインに深々と頭を下げます。

ダイン：分かりました、できる限かぎりのことはしてみましょう。

ＧＭ：その返事を聞いたコーレアは、うれしそうに笑みを浮うかべます。「そういえばまだお名前を聞いていませんでしたね」

ダイン：私はダインと申します。ツヴァイの仲間です。

ＧＭ：「ダイン……いい名前ですね。それでは、ツヴァイのことをよろしくお願いいたします」そう言って、再びコーレアは歩き出します。

ダイン：じゃあ、ここで振ふり返かえってコーレアに向かって言います。私がなんと言おうと、ツヴァイはあなたを必ず助けようとするでしょう。そして、私はツヴァイを助けます！　だから、あなたも自分の力で自分を取り戻してください！




　ダインの叫さけびに一いつ瞬しゆん歩みを止めるコーレア。だが、彼かの女じよは振ふり向むくことはなく足早に去っていった。まるで、ダインの言葉から逃にげるかのように……。

[image: ]







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆嘲ちよう笑しよう




ＧＭ：竜りゆう輝き石せきを無事に手に入れたということで、ここからクライマックスフェイズに突とつ入にゆうとなります！　廃工場から出てくると、辺りはすっかりと暗くなっています。

ダイン：わ、私わたしは？

ＧＭ：ダインは、竜輝石を手に入れた三人が廃工場から出てきたところに合流するという形で登場となります。

ツヴァイ：遅おそいぞ、ダインっ！（一同笑）

ダイン：申しわけない。入り口を捜さがすのに手間取りまして──くっ、まさかクライマックスまで合流できないとは（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。今回のシナリオでは、その可か能のう性せいは織おり込こみ済ずみですから、まぁ、途と中ちゆうで三分ぶん割かつになるとは思っていなかったけど（笑）。

エルザ：でも、そのおかげでツヴァイくんのかっこいいシーンが生まれましたからね（笑）。

ＧＭ：こういう予想外の出来事も、ＴＲＰＧの醍だい醐ご味みのひとつです（笑）。

ダイン：まぁ、これで無事に私も合流できたということで──ユンガー隊長、エルザさん、ご無事でしたか（笑）。

ユンガー：あぁ、なんとかな（笑）。

エルザ：ダインくんも元気だった？

ダイン：はい。隊長やエルザさんもお元気でなによりです。それよりもツヴァイ。コーレアのことですが──と、サイモンから聞いた話をツヴァイに伝えます。あと、入り口のところでコーレアに会った話もしておきましょう。

ツヴァイ：な、なんだってっ!!　それで、コーレアはっ!?

ダイン：あなたを殺したくないと、ここから出て行きました。

ツヴァイ：じゃあ、すぐに追わないとっ！

ダイン：ツヴァイっ！　彼かの女じよの想いも察してあげてください。コーレアはあなたに会いたい気持ちを抑おさえて、ここから去っていったのですよ、と一いち応おう説得しましょう（笑）。

ツヴァイ：そんなことできるかっ！　僕ぼくは彼女を……コーレアを助けるっ！

ＧＭ：と、ツヴァイが声を荒あらげてダインに突つっかかった時──「ほぅ、そこまで言うならやってもらおうか」

ツヴァイ：誰だれだっ！　って、言わなくても分かってるけど（一同笑）。

ダイン：声に聞き覚えありますか？

ＧＭ：もちろん。オブライエンの街でコーレアと戦った時に聞こえてきた、あの声です。

ツヴァイ：〝硝子剣グラスソード〟のノルスティン！

ユンガー：バルムンクか……。

ＧＭ：ユンガーが声のした方を見ると、そこには満月に照らされたダルトンの秘ひ書しよ官かんがうしろ手に組んで立っています。もちろん彼の側にはコーレアもいます。ただ、その瞳ひとみには光がなく、まるで死者のようです。

ツヴァイ：コーレア!!

ＧＭ：ツヴァイが名前を叫ぶと、うっすらとコーレアの瞳に光が戻ってきます。

ダイン：意識が戻った？

ツヴァイ：なら、なんどでも名前を呼ぶぞ。コーレア！　聞こえるか、コーレア!!

ＧＭ：「は、早く……逃げて……」苦しそうに呟きを漏らすコーレア。

ツヴァイ：そんなことができるわけがないだろ！　待ってろ、今すぐに助けるからなっ!!

ＧＭ：しかし、ノルスティンがコーレアをにらみつけると、再びコーレアの瞳から光が消えていきます。「どうやら調整不足のようだな。とはいえ、ここで操る分には特に問題はないだろう」

ユンガー：問題ないってことは、コーレアとも戦わなければならないようだな。

ツヴァイ：くっ！　なんとかならないのか……。

ダイン：サイモンの話によれば、ノルスティンを傷つければなんとかなるらしいですが……。

ＧＭ：「さて、あらためて自己紹介といこうか、〝黄金の狼〟のみなさん。私は〝硝子剣グラスソード〟のノルスティン。すでにみなさんが知っているとおり、バルムンクの一員だ」余裕の笑みを見せながら、ノルスティンは軽く会釈をします。

エルザ：自分がバルムンクであることを認めた？

ユンガー：よほど自信があるようだな。

ＧＭ：「わざわざ竜輝石を持ってきていただき、かたじけない。それは、私からダルトン様にお渡わたししましょう。その方がみなさんの手間も省けるだろう」優やさしげな声で問とい掛かけながら、ノルスティンはうしろに回していた右手をゆっくりと伸のばす。

ツヴァイ：嘘うそつけっ！

ダイン：バルムンクを名乗る者が、他人に竜輝石を渡すとは到とう底てい思えませんが。

ＧＭ：ダインの言葉を聞いたノルスティンは、演えん出しゆつがかった態たい度どで両手を広げます。「ふむ。それもそうだな。まぁ、その竜輝石はもはやダルトン様には不要──。なにしろ、彼はそれを手にすることも──いや、見ることすら適かなわないのだからな」

ユンガー：（驚おどろいたような低い声で）ま、まさか……貴き様さまっ！

ツヴァイ：会ったこともないダルトン様[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

エルザ：……生理的に嫌きらいな人だったけど、こうして殺されてしまうと、なんかかわいそうな気がしますね。

ＧＭ：「安心するがいい。すぐにみなさんも、この私の手で彼のところへお送りしてあげよう。なにしろ、みなさんは我わが師しであるグレゴリー・バクスターの仇かたきだからな。〝硝子剣グラスソード〟のふたつ名のとおり、本来は姿すがたを見せることのないこの私が、ここにいることをありがたく思っていただきたい」ノルスティンの顔は自信に満ちています。

ツヴァイ：ふんっ！　誰がお前に礼を言うかよっ!!　でも、そのおかげでこっちはコーレアを助ける可能性が出てきたわけだ。口に出してはいないけど感かん謝しや、感謝（笑）。

ユンガー：しかし、姿を見せるだけで、ここまで偉えらそうなのもすごいな（笑）。

ＧＭ：でも本当は、ツヴァイのせいで近くにいないとコーレアを操あやつることができなくなってしまったのは秘ひ密みつだっ！（一同笑）

ダイン：そういえば、コーレアがそんなことを言ってたっけ（笑）。

ＧＭ：「どうやら私としたことが、おしゃべりがすぎてしまったようだな」そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ノルスティンの顔から笑みが消えます。そして再ふたたびうしろ手に組むとこう告げます。




「さて、それでは戦いを始めようか」







◆Climax 02◆人形使い




ＧＭ：さて、それでは戦せん闘とうを開始しましょう！　ノルスティンが指を鳴らすと同時に、暗がりから敵てきが出しゆつ現げんします。敵はノルスティン、コーレア、砲ほう台だい型のゴーレム（マジックキャノン）、そしてニンジャ風の格かつ好こうをした連中（エクスマキナニンジャという、下げ忍にんの「分類」を「機械」に変更したエネミー）が二グループ。配置はこーんな感じ（次の図を参照のこと）。そして行動値ちは──。

[image: ]




▼行動順番

　①ノルスティン　　　　　　（行動値30）

　②エクスマキナニンジャ　　（行動値22）

　③コーレア　　　　　　　　（行動値21）

　④ツヴァイ　　　　　　　　（行動値13）

　⑤ユンガー　　　　　　　　（行動値11）

　⑥エルザ　　　　　　　　　（行動値９）

　⑥ダイン　　　　　　　　　（行動値９）

　⑧マジックキャノン　　　　（行動値５）




ＧＭ：──となっています。

[image: ]

ツヴァイ：ノルスティン、速っ！

ダイン：フェイトを使えば、なんとか《ヘイスト》で先行できそうですが……。フェイトの残りが２点なので《プロテクション》用にとっておきたいところですね。

エルザ：わたしもあと１点しかありません。

ユンガー：こっちもあと３点だ。

ツヴァイ：こ、これはちょっとやばいかな（苦笑）。

ＧＭ：と、その時！　ユンガーの持つ竜輝石の輝かがやきが徐じよ々じよに増ましていきます。そして、どこからともなく、重厚な、それでいて心安らぐような声が聞こえてきます。「我われは〝剛ごう健けんの竜輝石〟なり。魔まに立ち向かう、汝なんじらに力を貸かさん！」

エルザ：竜輝石っ!?

ＧＭ：「竜輝石が覚かく醒せいしただと!!」竜輝石から溢あふれ出でる光を右手でさえぎりながら、ノルスティンが呟つぶやきます。とゆーことで、キミたちのフェイトが最さい大だい値ちまで回かい復ふくします！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ダイン：これは助かりますね。

エルザ：封ふう印いんを解かい除じよするために使用した分も戻もどりますか？

ＧＭ：戻ります。

ダイン：おっ！　それもうれしい。

ＧＭ：あっ、ただし回復した分は成長点に加算されませんのであしからず（笑）。

ツヴァイ：ちぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

[image: ]

[image: ]




●第一ラウンド

ＧＭ：まずはセットアッププロセスから。こちらはノルスティンとコーレアがスキルを使います。ほかにいます？

エルザ：はいっ！　一応《エンサイクロペディア》を使ってみます。

ツヴァイ：《陣じん形けい》もよろしく！

ユンガー：分かった。《限げん界かい突とつ破ぱ》も使った方がいいかな？

ダイン：そうですね。なるべく初撃で雑魚を倒たおしてしまいましょう。

ユンガー：じゃあ、《限界突破》も使用する。

ダイン：念のために《ヘイスト》を使っておきましょう。

ＧＭ：では、【行動値】順に解かい決けつしていきます。まずはノルスティンが《アンパッサン》（＊）を使用！　ニンジャの一グループを移い動どうさせて、ＰＣたちにエンゲージさせます。

ツヴァイ：やっぱりフォーキャスターかっ！

ダイン：グレゴリーの弟子ですからね。

ユンガー：もしかして《陣形》が使えなくなった？

ダイン：はい。おそらく敵は範はん囲い攻こう撃げきを狙ねらっていると思われます。

ＧＭ：ふっふふふ（笑）。そして次はコーレアの番。《インペレイティブ》で《チェンジショット》（＊）と《シャープエッジ》を使用します。これでこっちは終わり！

ツヴァイ：ようやくこっちの番か。《陣形》は使えなくなったので、《限界突破》だけっすね。隊長！

ユンガー：よし！《限界突破》の使用を許きよ可かする。

エルザ：次はわたしですね。《エンサイクロペディア》をノルスティンに！　８＋７＋……（ダイスを振ふる）10──だから、25ですっ！

ＧＭ：ちょうどぴったりなので成功です。くっ、こちらの手の内がばれる[image: ][image: ]（笑）。




　ノルスティンのデータについてはこちら（＊）を参照してください。




ユンガー：《マニピュレイト》？

ダイン：相手を操るスキルですね。自分が行動する代わりに、他のキャラクターに行動させることができます。

エルザ：結けつ構こういやらしいスキルですね。

ツヴァイ：なら、全力で周りの雑魚をぶち倒すまでのこと！

ダイン：となると、ここでの《ヘイスト》が重要となりますね。ユンガー隊長に《ヘイスト》を使用します。判はん定ていは……（ダイスを振る）成功。フェイトを１点追加して……（ダイスを振る）くっ、ダイス目が悪い！　９!!

ユンガー：【行動値】が20になりました。

ダイン：うぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]！　２点足りねぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]！

ＧＭ：これでセットアップ終しゆう了りよう。続いてイニシアチブプロセス！




　ここでコーレアとツヴァイが《カリキュレイト》を使用。だが、コーレアの方が【行動値】が高いため、先にメインプロセスを行なうことになる。




ＧＭ：コーレアはノルスティンに操られまいと苦痛に顔を歪めますが、抵抗できずに剣の切っ先をツヴァイへ向けます。そしてマイナーで《マジックブレイド》、メジャーで《バッシュ》を使用して射しや撃げき攻撃！　ズキューン!!（ダイスを振る）22で命中！

ツヴァイ：こっちは《限界突破》の分があるから、11以上で回かい避ひか……３Ｄ振ると避さけられるかも……いや、ノルスティンが《チェックメイト》（＊）を持っているのが分かっているからな。ここはフェイトを２点使って避さける！　ダインの負ふ担たんを減へらしておこう。

ＧＭ：やっぱり、エネミー識別に成功されたのが痛い。

ダイン：助かります（笑）。

ツヴァイ：11以上、11以上……えいっ！（ダイスを振る）　よしっ！　成功！　そして次はこっちの《カリキュレイト》！　エンゲージしたニンジャどもを撃うつ！　マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《バッシュ》！




　身体を斜ななめに傾かたむけながらコーレアの攻撃をかわすツヴァイ。さらにその勢いきおいを利用して、接敵してきたエクスマキナニンジャたちをなぎ払はらうように銃じゆう弾だんをばらまく。

《限界突破》の効こう果かもあって、ニンジャたちは回避に失敗。ノルスティンは即そく座ざに《ディスカバードガード》（＊）を使用するが、《ブレットレイブ》の効果もあってツヴァイの攻撃をかわすことができない。




ツヴァイ：《限界突破》に《デスターゲット》、それに《バッシュ》が入って37＋７Ｄ！　ダラララララララ──（銃弾をばらまく音らしい）。ダメージは60点！

ＧＭ：ツヴァイの魔導銃キヤリバーより放たれた銃弾によって、ニンジャたちは次々と倒たおれていきます。破やぶけた忍装しよう束ぞくの下には、なんとメカメカしいボディーが見えます（笑）。

エルザ：メ、メカニンジャですよっ！

ＧＭ：エクスマキナの下忍です（笑）。さて、これでイニシアチブの行動は終わりですね。では、まずはノルスティンからいきます。彼は無様にも倒たおれたエクスマキナニンジャたちを冷ややかな目で見つめています。「ふっ、まったく使えない連中だな。ならば、こうするか」（指を鳴らす）

ツヴァイ：ん？　何をするんだ？

ＧＭ：エンゲージしていたニンジャたちの動きが止まったかと思うと、目がチカチカと点滅し始めます。そして……ドゥ──────ン！　すさまじい爆発音とともに木っ端微塵になります。

エルザ：自爆っ!?

ＧＭ：ノルスティンが《マニピュレイト》でニンジャの《微み塵じんがくれ》（＊）を使用！（ダイスを振る）《マニピュレイト》は成功！　そして《微塵がくれ》の判定は……（ダイスを振る）７!?　え[image: ][image: ]、18で命中です（一同笑）。

ツヴァイ：あ、それくらいな避よけられるわ（笑）。

ダイン：フェイトを使って……（ダイスを振る）うん、成功。

エルザ：わたしもフェイトを使います。（ダイスを振る）あ、クリティカル！（笑）

ユンガー：（ダイスを振る）あ、あれ？　２です（笑）。

ツヴァイ：ファンブル、ファンブルっ！

ユンガー：フェイトを使って振ふり直しまーす。（ダイスを振る）クリティカル！（一同笑）

ＧＭ：なんて派は手でなダイス目（笑）。

ツヴァイ：最後に僕が……（ダイスを振る）６っ！　回避失敗っ!!　フェイトを使って振り直しします。念のためにフェイトを１点使って……（ダイスを振る）はーっはははは……。

エルザ：５？

ユンガー：さらに下がった（笑）。

ツヴァイ：なんでこうなるんだよっ!!（一同笑）

ＧＭ：ダメージいきまーす。さらにノルスティンが《チェックメイト》も使用しまーす！（笑）

ツヴァイ：おうっ！　なんでもこいやっ！




　気合いを入れたツヴァイだったが、ダインの《プロテクション》の効果もあり、ツヴァイの受けたＨＰダメージはわずかに６点だった。




ツヴァイ：な、なんだよ、それ！　それなら普ふ通つうにダメージ受けてもよかったじゃん。フェイト損そんした────っ！（一同笑）

ＧＭ：そうは言っても、ノルスティンの目的は不意打ち的にまとめてダメージを与あたえるつもりの攻撃だったので、まさかここまで避よけられるとは思っていないわけで──「ほぅ、この攻撃をかわすとは、相当戦い慣なれているようだな」と、感心しています（笑）。

エルザ：あなたの攻撃は《エンサイクロペディア》で、すでに分かっています！

ダイン：まぁ、ＧＭのダイス目が悪かっただけですけど（一同笑）。

ＧＭ：しかし、こちらもこれだけで終わるとは思っていません。すぐさま、エクスマキナニンジャのもう一グループがエンゲージしてきて、ツヴァイに攻撃！　忍者刀を逆さか手てに持ち、ニンジャたちが次々と斬きりかかってきます！

ツヴァイ：またこっちかよっ！

ＧＭ：ノルスティンは、コーレアのコントールを邪じや魔ましてくれたツヴァイにご執しゆう心しんなのですよ（笑）。

ツヴァイ：ちっともうれしくないぞ（笑）。

ＧＭ：とゆーことで、命中は11＋６Ｄ！

エルザ：６Ｄっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）ちっ！　クリティカルしないっ!!　ノルスティンが《ディスカバードアタック》（＊）を使用して振り直し……（ダイスを振る）だめっ！　35!!

ツヴァイ：35なんて避けられるかいっ！　（ダイスを振る）失敗！

ダイン：《カバーリング》します。

ＧＭ：やっぱりそうなるよなぁ～。こいつらはクリティカルしないとダメージがしょぼいので……（ダイスを振る）34点の物理ダメージです。ほとんど防ふせがれるな、これ。




　予想どおり、高い物理防ぼう御ぎよ力りよく、そして《プロテクション》に阻はばまれて、ダインに与あたえたＨＰダメージはわずか６点。




ＧＭ：く───っ！　こいつらはクリティカルしてナンボっていうのに[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。




《ヘイスト》によって【行動値】が上がったユンガーだったが、今回は攻撃をあきらめてメジャーアクションでエンゲージから離り脱だつして行動終了。

　そして──。




エルザ：やっぱりここは、まだ行動していない砲台のゴーレムですか？

ツヴァイ：そうだね。細かいデータまでは覚えていないけど、砲台ってことはこいつも範囲攻撃持っているんじゃないかな。

エルザ：じゃあ、先に倒しちゃいましょう！　マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《ファイアボルト》です。（ダイスを振る）命中は30です！

ＧＭ：30っ!?　マジックキャノンは回避が低いんじゃ……っと！（ダイスを振る）　クリティカルしないので、回避は失敗。

エルザ：やったっ！　じゃあ、《マジックフォージ》も使っちゃいますね。あと、フェイトを２点使って……これで20Ｄ＋16？

ダイン：《限界突破》でさらに＋５されます。

エルザ：ということは20Ｄ＋21ですね。

ＧＭ：えーっと……（計算している）平へい均きんで91っ!?

ツヴァイ：終わったな（笑）。

ＧＭ：まだだ！　まだ終わらんよっ！（一同笑）

エルザ：いきま───すっ！　えいっ!!（ダイスを振る）

一同：おぉ───────っ!!

ツヴァイ：こ、これは……。

ユンガー：結構いって……る？

ダイン：これは高そうですよ。

エルザ：（合計10ずつになるようにダイスを分けながら）10、20──これで30！

ユンガー：……40、50！

ダイン：60の……。おっ、ぴったり80点！

エルザ：[image: ]点の魔ま法ほうダメージです！

ＧＭ：い、一発で落とされた……。な、なんという火力！

ダイン：さすが〝炎ほのおの申し子〟エルザ・ブルックス（一同笑）。




　だが、エルザの攻撃はこれで終わらなかった。

　続いてダインがマイナーでＨＰポーションを飲み、そしてメジャーで《ジョイフルジョイフル》を使用！　対象はもちろんエルザである。

　未行動に戻もどったエルザは、再び《マジックサークル》＋《ファイアボルト》を使用して、エンゲージしてきたエクスマキナニンジャを攻撃。《限界突破》の効果もあり、ニンジャは回避に失敗する。




ダイン：では、それに《ディスコード》を使用しておきます。メロディちゃんと合唱して、エルザさんを励はげまします（笑）。

エルザ：ありがとう、ダインくんっ！　ダメージは……（ダイスを振る）65点です！

ダイン：それに《ディスコード》の24点分を足してください。

ＧＭ：合計で89点か……。マジックキャノンを一いち撃げきで炎えん上じようさせたエルザの魔法が、続いて接敵していたエクスマキナニンジャたちに直ちよく撃げき！　一気にニンジャ集しゆう団だんの三分の二ほどが燃もえ上あがり、次々と地面に崩くずれ落おちていきます。

ツヴァイ：落としきらなかったか（笑）。

ＧＭ：そう簡かん単たんに倒たおされてたまりますか！　えーっと、マジックキャノンはもういないから……これで第一ラウンド終了です。さぁ、これで《限界突破》の効果は終わり！　ここからはノルスティン反はん撃げきの時間とさせていただきます（笑）。





（＊）《アンパッサン》　フォーキャスターのスキル。セットアッププロセスにほかのキャラクターを移動させる。

（＊）《チェンジショット》　ハイランダーのスキル。魔導剣の形状を変え、射撃攻撃を可能とする。

（＊）《チェックメイト》　フォーキャスターのスキル。ほかのキャラクターのダメージを増加させる。

（＊）《ディスカバードガード》　フォーキャスターのスキル。ほかのキャラクターの回避判定を振り直しさせる。

（＊）《微塵がくれ》　下忍の特殊能力。自爆し、エンゲージしている対象にダメージを与える。

（＊）《ディスカバードアタック》　フォーキャスターのスキル。ほかのキャラクターの武器攻撃の命中判定を振り直しさせる。






●第二ラウンド

[image: ]

ユンガー：しかし、残る雑魚もあと一グループ。それを倒してしまえば、残るはノルスティンとコーレアだけだ。

エルザ：こっちはノルスティンだけに集中すればいいですからね。

ＧＭ：しかし、そうはうまくいくかな（ニヤリ）。では、セットアップから！




　再びノルスティンが指を鳴らす。と、ニンジャたちの身体がビクリと跳はね、素す早ばやく忍者刀を構かまえ直す。その動きは先ほどまでとは比ひ較かくにならないほど速い。




ＧＭ：ノルスティンが《パーペチュアルチェック》（＊）をニンジャに使用します。これでニンジャの【行動値】が30になります。

ツヴァイ：やっぱりそうきたか……。

ダイン：これで《ヘイスト》を使っても超こえることはムリになりましたね。私のセットアップはキャンセルしましょう。ＭＰがもったいない（笑）。

ＧＭ：そしてコーレアは、もちろん《シャインストライク》を使用します。

エルザ：一応、コーレアさんに《エンサイクロペディア》をしておきます。（ダイスを振る）22です……ちょっとムリかな？

ＧＭ：はい。残念ながら分かりません。ダインがキャンセルしたので、これでセットアップは終了。次はイニシアチブプロセスになります！

ツヴァイ：こっちは《カリキュレイト》を使うけど……。

ＧＭ：もちろんコーレアも使いますよ（笑）。

ツヴァイ：だよな～（笑）。

ＧＭ：マイナーで《マジックブレイド》、メジャーで《バッシュ》。目標は……ユンガー！

ユンガー：届とどくのかっ！

ＧＭ：《チェンジショット》の射しや程ていは50メートルですから。

ダイン：しまった！　《カバーリング》ができないっ！

ＧＭ：コーレアはゆっくりと剣をユンガーの方に向けます。形を変えた剣の先には銃じゆう口こうが見え、そこから轟ごう音おんとともに銃弾が射しや出しゆつされます！（ダイスを振る）クリティカルしないので、《ディスカバードアタック》で振り直して……（ダイスを振る）ダメかっ！　21で命中！

ユンガー：21……。

ダイン：回避いくつでしたっけ？

ユンガー：８だから、13以上ですね。

ツヴァイ：フェイトを２点使えば、なんとかって感じか……。

ユンガー：しかし、ここで当たるわけにはいかない。フェイトを使って……（ダイスを振る）うぉっ！　１がふたつもあるっ!!　回避失敗です！

ＧＭ：（ダイスを振る）95点の魔法ダメージです！

ユンガー：うわっ！　それはムリ！

エルザ：ここで隊長を倒させるわけにはいきません！《ガーディアン》を使いますっ!!

ＧＭ：ユンガーが覚かく悟ごを決めた時、うっすらと巨きよ大だいな猛もう禽きんの姿をした〝動物の王〟シームルグの幻げん影えいが出現し、ユンガーをその翼つばさで包つつみ込こみます。コーレアの放った銃弾は翼に阻まれ、ユンガーに届くことなく、乾かわいた音を立てて地面に落下します。

ユンガー：（安あん堵どした声で）エルザ、助かるっ！

エルザ：油ゆ断だん禁きん物もつです、隊長！（笑）

ツヴァイ：よーし！　ここでニンジャどもを倒して、一気にボスも片かたづける！《デスターゲット》《バッシュ》！




　エクスマキナニンジャに向け、ツヴァイの魔導銃キヤリバーが火を噴ふく！　糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのように、次々と倒れていくニンジャたち。

　と、ノルスティンがまっすぐと伸のばした人差し指をすっと跳はね上あげる。それに合わせるように倒れていくニンジャの影かげから、一体のニンジャが飛び上がり、エルザへと襲おそいかかってきた。




ＧＭ：ノルスティンが《マニピュレイト》をエクスマキナニンジャに使用します……（ダイスを振る）判定は成功！

ツヴァイ：またかよっ！

ＧＭ：（ニヤリ）ノルスティンに操あやつられたニンジャはエルザに攻撃……（ダイスを振る）うしっ！　クリティカルが出たっ!!　これによって《マーダースキル》（＊）５レベルの効果が上乗せされます。

ツヴァイ：げっ！　クリティカルも合わせて、ダメージに＋７Ｄかよっ！　エルザさんっ！

エルザ：（ダイスを振る）だめ！　クリティカルしません。

ダイン：《カバーリング》！　盾たてを構えて、ニンジャたちの前に立たち塞ふさがります。

ＧＭ：「またお前か！　ならばまずは貴様から沈しずめてくれる！」ノルスティンが《チェックメイト》を使用！（ダイスを振る）ダメージは71点っ!!

ダイン：自分に《プロテクション》を掛かけて……（ダイスを振る）防御力と合わせて34点軽けい減げんして、残りＨＰは49点になりました。その程てい度どの攻撃では、私を倒たおすことができませんね。

ＧＭ：くぅ───っ！　レベルが上がってダインがさらに固くなってる。だが、もう一回ニンジャがエルザに攻撃！　こっちは自分の行動ね。

ツヴァイ：くそーっ！　《マニピュレイト》が結構うざいっ!!




　だが、二回目のニンジャの攻撃は《ディスカバードアタック》まで使用するも、クリティカルせず、しかも《カバーリング》したダインにＨＰダメージを与えることができない。




ダイン：《プロテクション》の分でノーダメージです。だから言っているでしょう。その程度のダメージでは効きかないと（笑）。

ＧＭ：やっぱりクリティカルしないとダメかっ！　こんなに振ふってるのに、なんで一回しかクリティカルしないんだっ！《ディスカバードアタック》の残りはあと一回！

ユンガー：安心しろ。そのスキルをニンジャに使うことはもうない。マイナーで《ディスアピア》、メジャーで《サプライザル》！（ダイスを振る）26で命中です！

ＧＭ：回避[image: ][image: ][image: ]（ダイスを振る）失敗！《ディスカバードガード》で振り直し[image: ][image: ][image: ]（ダイスを振る）でもやっぱりダメ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ユンガー：落ちろっ！（ダイスを振る）33点！




　エルザへの攻撃を阻まれ、躊ちゆう躇ちよしているニンジャの隙すきをついて、ユンガーが矢を放つ。雷らい鳴めいの弓によって雷かみなりをまとった矢は、光の軌き跡せきを残しながらニンジャへと命中する。最後に残ったニンジャはなすすべもなく倒れた。




ユンガー：残るはお前だけだ、ノルスティン。いけっ！　エルザ!!

エルザ：はいっ！《マジックサークル》と《ファイアボルト》で攻撃します。（ダイスを振る）８っ!?　フェイトで振り直して──（ダイスを振る）今度は高いです。26です！

ＧＭ：（ダイスを振る）ノルスティンは回避失敗。

エルザ：じゃあ、ここで《リゼントメント》を使います！

ＧＭ：では、ノルスティンがコーレアに対して《キャスリング》（＊）を使用します。そして、コーレアに自分を《カバーリング》させます。

エルザ：ええぇ──────っ！

ダイン：そういえば《キャスリング》持ってましたっけ……。

エルザ：なんてこった……。

ダイン：宣言の順番からすると、《リゼントメント》が先なので仕方ないですね。それに……。

ツヴァイ：それに？

ダイン：このまま《キャスリング》を使い続けられると、コーレアを倒すまでノルスティンにダメージがいかないことになります。だとすれば、ここはコーレアを戦闘不ふ能のうにするしか方法がないかと……。

ツヴァイ：くっ……。

ダイン：ただし、その場合はノルスティンの方が行動が先となりますので、コーレアにとどめを刺さされる可能性があります。

エルザ：そ、そうですね……隊長っ!?

ユンガー：コーレアを戦闘不能にしたあとにダインがエンゲージして、《カバーリング》すれば大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：はい。〝とどめを刺す〟に対しての《カバーリング》を認みとめます。ただし、ノルスティンよりも先にダインが移動できればということになりますけど。

ユンガー：（諭さとすような声で）ツヴァイ、それでいいな？

ツヴァイ：くっ……仕方ない。分かった。

エルザ：コーレアさん、ごめんなさいっ！《リゼントメント》を使いますっ！（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点ですっ!!




　みずからが放った魔法の火か焔えんの矢へ、さらに魔ま力りよくを込こめるエルザ。炎の勢いが増し、矢は弾へ、そして巨大な球体へと膨ぼう張ちようし、ノルスティンをかばうように立たち塞ふさがったコーレアへと直撃し、炎は一気にコーレアを包つつみ込こむ。

　その瞬間、ノルスティンが邪じや悪あくな笑みを浮うかべた。




ＧＭ：──《ソウルバスター》。

一同：ええぇぇぇぇ─────────っ!!

ツヴァイ：し、しまった！　モンクのスキルを持っていたっけ───っ!!

ユンガー：く、くぅっ！《インタラプト》を使用！

ＧＭ：「ほぅ──この攻撃も防ふせぐか。我が師を倒したのは偶ぐう然ぜんではないということか……」氷のような笑顔のまま、ノルスティンが楽しそうに呟きます。

ダイン：まさか跳はね返かえされるとは思っていなかった……。油断していましたね。

ツヴァイ：あ、あぁ。《インタラプト》がなければ、間ま違ちがいなくエルザさんが落ちていた。

ダイン：ん？　……《インタラプト》？

ユンガー：どうした？　ダイン。

ダイン：分かりましたよ。ノルスティンを倒す方法が……。

一同：えぇっ!?

ダイン：このラウンドを終わらせましょう。勝負は次のラウンドです。

ツヴァイ：ど、どうするんだ？

ダイン：まぁまぁ、慌あわてないでください（笑）。その前にこのラウンドの私の行動は、マイナーでＭＰポーションを飲んで、メジャーで自分を《ヒール》します。（ダイスを振る）33点の回復ですか。まぁ──




「ちょっと全ぜん快かいには届とどかないけどいいでしょう。さぁ、ノルスティンを倒しますよ」




　どこか余よ裕ゆうのある声でダインは呟つぶやいた。





（＊）《パーペチュアルチェック》　フォーキャスターのスキル。ほかのキャラクターの【行動値】を自分と同じに変更する。

（＊）《マーダースキル》　ニンジャのスキル。命中判定でクリティカルした時、ダメージを増加させる。

（＊）《キャスリング》　フォーキャスターのスキル。他のキャラクターが《カバーリング》を使用できるようにする。






●第三ラウンド

ＧＭ：どうやらダインが何か思いついたようですね（笑）。

ダイン：それは見てのお楽しみです。

ＧＭ：「何をするつもりだか知らんが、ムダなことは止めた方がいい。もっとも、ここで竜輝石を渡わたせば助けてやる──などと言うつもりはないがな」

ダイン：その余裕がどこまで持つか、楽しみですね（笑）。

ＧＭ：「ふっ、その戯言がいつまで続くかな？」では、セットアッププロセスから！　こちらは、ノルスティンとコーレア、両方ともセットアップで行動します。まぁ、やることは同じですが（笑）。ノルスティンが《パーペチュアルチェック》で、コーレアは《シャインストライク》。

ダイン：ではこちらも……。隊長、《陣形》をお願いします。隊長がエンゲージにいないと《カバーリング》できませんので。

ユンガー：分かった。

ダイン：ツヴァイは《カリキュレイト》をお願いします。コーレアに二回攻撃されたら、私が保もたないので（笑）。

ツヴァイ：うしっ！

ダイン：そして私が《ファイトソング》を使用します。復ふつ活かつさせるスキルは、隊長の《インタラプト》です。

[image: ]




　セットアッププロセスの処しよ理りが順番に解決され、ラウンドはイニシアチブプロセスへと移い行こうする。ここでコーレアとツヴァイが《カリキュレイト》を宣言。

【行動値】の高いコーレアが先に行動する。マイナーで《マジックブレイド》、メジャーで《バッシュ》。対象とするのはもっとも攻撃力の高いエルザ。

　だが、この攻撃はダインが《カバーリング》する。この作戦ではツヴァイ、エルザ、ユンガーの誰だれひとりが欠けても失敗する可能性があるのだ。それにコーレアの攻撃を一度受けただけでは、倒たおれることはない。




ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）94点！

ダイン：自分に《プロテクション》を使用！（ダイスを振る）よしっ！　67点のＨＰダメージなので、まだ大丈夫です。

ツヴァイ：で、僕はノルスティンに攻撃すればいいんだな？

ダイン：はい、お願いします。

ツヴァイ：なんだかよく分からないけど……分かった！（笑）

一同：どっちだよっ！（笑）

ツヴァイ：と、とにかく全力で攻撃すればいいんだよな！　マイナーでノルスティンにエンゲージして白兵攻撃に切きり替かえ！　メジャーで《バッシュ》！（ダイスを振る）３、５、６！　ちっ、クリティカルじゃないか──でも、22で命中！《ブレットレイブ》があるので、回避判定のダイスを一個こ減らしてくれ！

ＧＭ：それはさすがに……（ダイスを振る）回避失敗っ！　しかし──「なんどやっても同じことだ！　《キャスリン──」

ダイン：隊長！　《キャスリング》を《インタラプト》してくださいっ！

ツヴァイ：な、なるほどっ！　そういうことかっ!!

ユンガー：分かった！《インタラプト》を使用!!　コーレアの足下を狙って矢を放ち、彼女の動きを止めます。

ＧＭ：「な、なんだとっ！」ノルスティンの顔から笑みが消え、表ひよう情じようが凍こおりつきます。ダメージをどうぞっ！

ツヴァイ：ここで《ボルテクスアタック》！　ダメージは……（ダイスを振る）73点！

ＧＭ：「ぐわあぁぁぁぁぁぁぁ───っ！」ツヴァイの銃把による一撃を受けて、悲鳴を上げるノルスティン。その表情にもはや余裕はありません。さらに、コーレアの身体がビクッ！　と震えると、再びその瞳に光が宿り始めます。

ツヴァイ：コ、コーレア──っ!!

ＧＭ：「あ、ありがとう……ツヴァイ」ツヴァイの声に、優しい笑みを見せるコーレア。とゆーことで、コーレアが自分の意い識しきを取とり戻もどします。これでコーレア自身がキミたちに攻撃することはなくなります。

一同：やった────っ！（笑）

ＧＭ：ただし、《マニピュレイト》は別です。これは、ノルスティンの行動ですから（笑）。

一同：な、なんだって─────っ！

ＧＭ：とゆーことで、ノルスティンの《マニピュレイト》に対して、コーレアが対決を行なうことになります。で、この時にはＰＣの誰だれかにダイスを振ってもらいます。

ツヴァイ：うげっ！　ノルスティンの【精せい神しん】高そうだな。

ＧＭ：ノルスティンの【精神】は10、《得意分野：精神》２レベルなので、《マニピュレイト》の判定は10＋４Ｄ。一方、コーレアの【精神】は９なので、９＋２Ｄとなります。

エルザ：２Ｄも差があるんですか？

ツヴァイ：それ、絶ぜつ対たいにムリだし（笑）。

ＧＭ：ですから。この対決でダイスを振るプレイヤーのＰＣがコネクションとしてコーレアを持っていた場合──つまり、ツヴァイとダインですが──、フェイトの使用を認めます。

ツヴァイ：なるほどっ！　そう来たかっ！　これは面白いっ!!

エルザ：フェイトって、そういう使い方もできるんですか？

ＧＭ：いえいえ、これはこのシナリオ内だけのルールです。まぁ、シナリオでこういう使い方をしてもいいですよ～、という見本みたいなものですが（笑）。

ツヴァイ：とはいっても、もうフェイト３点しか残ってないんだけど……（笑）。

ユンガー：《微塵がくれ》の回避に２点使っていますからね～。

ダイン：しかも失敗（笑）。

ツヴァイ：うるさいっ！（一同笑）

ダイン：では、私が振ります。フェイトはまだ４点余あまっていますから、ここで３点使えばなんとかなるんではないかと。

ツヴァイ：こ、ここでダインに見せ場を持っていかれるのはしゃくだけど……す、すいません！　お願いしますっ!!（一同笑）

ＧＭ：では、《マニピュレイト》の判定いきますよ[image: ][image: ][image: ]。（ダイスを振る）10＋14なので24です！

ツヴァイ：ダイン、頼むっ！

ダイン：失敗しても恨うらまないでくださいね……えいっ！（ダイスを振る）クリティカルっ!!

一同：おおおおぉぉぉぉぉぉ─────っ!!

ツヴァイ：ここで出すかっ!?

エルザ：ダインくん、すごいっ!!

ダイン：はっははは……。私の方が驚おどろきですよ（笑）。コーレアさん。あなたに言ったとおり、私はこうしてツヴァイを守っています。だから──あなたも自分の力で自分を取り戻してくださいっ！

ＧＭ：「何を言うか。この人形はすでに私のものだ。貴様の言うことなど……むっ！　バ、バカな！　なぜ、私の言うことを聞かんっ!!」（一同笑）

ダイン：コーレアさんは、すでに自分を取り戻しているのです。ですから、あなたの命令など……もはや、彼女にはなんの意味もありません。さぁ、隊長っ！

ユンガー：《ディスアピア》＋《サプライザル》で攻撃……（ダイスを振る）23で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗っ！

ユンガー：ならばここで《サドンインパクト》を使用！　ノルスティンの防御力が０になる。さらにフェイトを２点使って……（ダイスを振る）53点のダメージ！

ＧＭ：「うぐぅっ！」ユンガーの矢はノルスティンの急所を見事に貫つらぬく。

エルザ：《マジックサークル》＋《ファイアボルト》……（ダイスを振る）あ、ダイス目があまりよくないです。９＋13で22です。

ＧＭ：だが、ノルスティンは《バッドステータス無む効こう》を持っていないので、雷鳴の弓の効果で判定のダイスが一個減へっているので絶対に避けられないのですよ（笑）。

ツヴァイ：そういえばそうだっけ（笑）。

ＧＭ：コーレアは持っているんですけどね（笑）。なので……（ダイスを振る）回避失敗。

エルザ：ダメージは……（ダイスを振る）54点です。

ＧＭ：魔法防御力を引いて……よしっ！　生き残ったっ!!

ダイン：では、隊長に《ジョイフルジョイフル》を使いましょう。まだ、《ブルズアイ》が残ってますよね（笑）。

ユンガー：（不ふ敵てきな笑みを浮うかべて）あぁ、残念だったな。

ＧＭ：「くぅっ！」　ノルスティンは自分の不利を感じて、ジリジリと下がり始めます。

ユンガー：《ディスアピア》＋《サプライザル》を使用！　ノルスティンがこちらから目をそらした隙をついて姿を消します。

ＧＭ：「くっ！　ど、どこだっ!!　どこに消えたっ!!」（一同笑）




　慌あわてて周囲を見み渡わたすノルスティン。だが、ユンガーの姿を捕とらえることはできない。

　その時、ノルスティンは姿の見えない敵というものに対して初めて恐きよう怖ふした。

　そして、彼はみずからが仇を討うつという目的のために、冷静さを失っていたことに気づいた。だが、それはユンガーも同じだった。自分の判はん断だんの過あやまちで、そして隊長である自分が冷静さを失うことで、いつ自分を、そして仲間をあのような目に遭わせてしまうかもしれない。

　憎にくいはずのノルスティンをなぜか哀あわれに思いながら、ユンガーはゆっくりと矢をつがえた。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆危き機き




ＧＭ：ノルスティンを倒し、コーレアを助けたということでここからエンディングフェイズへと移うつります。今回のエンディングは、ノルスティンの戦いの直後となります。戦いが終わって、再び静けさが戻ってきます。夜空には三日月が昇り、辺りをほのかに照らしています。

ダイン：なんとか、勝てましたね。

ユンガー：あぁ。ダインのおかげだな。助かった。

ダイン：いえいえ、みんなの力があってこそですよ。

ツヴァイ：そういうこと！

ＧＭ：「本当に…みなさんが……無事で…………よかった」自分の意思を取り戻したコーレアが、ゆっくりとツヴァイの方へと歩いてきます。しかし、それまで操られていたためか、それとも疲労や怪我のためか、その場に倒れ込んでしまいます。

ツヴァイ：コーレアっ！　名前を呼よんで彼女を抱だきかかえます。

ＧＭ：「あ、ありがとう……ツヴァイ」戦いのせいか、それとも今まで操られていたためか、疲つかれ切きった声で、コーレアはツヴァイに礼を言います。「それから……ダインさん。あなたにも……礼を言わなければ………なりませんね。ありがとう……ございます」

ダイン：では、ゆっくりとコーレアに近づきながら──いえ、あなたの意思が、ツヴァイを助けようとした心が、ノルスティンの束そく縛ばくを解といたのです。私の力ではありません。

ユンガー：おっ！　今回はダインがかっこいいぞ（笑）。

エルザ：さすが、ダインくんっ！

ダイン：もっとも、フェイトは私が使っていますが（笑）。

一同：おい───っ！（笑）

ツヴァイ：こんなところでオチつけてどうするんだよ（笑）。

ダイン：いや[image: ][image: ]、やっぱりこういうの照れくさいじゃないですか（笑）。

ツヴァイ：でもまぁ、これでなんとかなったわけだな。そうだ！　コーレア、母さんの居い場ば所しよを知らないか？

ＧＭ：「イルマは……あなたのお母さんは──」

ツヴァイ：母さんは？

ＧＭ：と！　ここまでコーレアが言った時、倒れていたノルスティンが笑い始めます。「ふっ！　感動の再さい会かいもそこまでにしておくんだな」

ユンガー：なにっ!?　どういうことだ？

ＧＭ：「この地にいるバルムンクが私だけだと思っているのか？」

エルザ：えっ？

ダイン：それはどういうことですか？

ＧＭ：「すでに次の一手が動いているということだ。レイウォールの代官が死んだことにより、この地に再び紛ふん争そうが起こる。そして、それを防ふせぐ手だては貴様たちにはないのだからな。ふっふふふふ……」ノルスティンは笑いながら、息いき絶たえます。

ユンガー：くっ……！　ツヴァイ、お前の母さんのことはとりあえず後回しだ。まずは、ラドフォード伯はくの元に戻もどるぞ！

エルザ：そうですね。コーレアさんも休ませてあげないといけないですし……。

ツヴァイ：わ、分かりました。

ＧＭ：キミたちが急いでこの場を離はなれようとした時、周囲に大おお勢ぜいの人の気配を感じます。すでに囲まれているようです。

ダイン：どうやら遅おそかったようですね……。




　ダインが呟くと同時に、全身鎧に身を包んだ騎士たちが姿を現わす。敵か？　張り詰めた空気がユンガーたちを包み込む。

　だが、その鎧が月明かりによって照らされた時、エルザがほっと安堵のため息をつく。なぜなら彼らの着ている鎧が、ラドフォード伯領のものだったからだ。安心して騎士たちの元へと向かおうとするエルザ。と、彼女の動きが止まる。ラドフォード伯の騎士たちの背後に、別の騎士の姿を見つけたからだ。

　機械の馬──練金馬にまたがった赤い鎧。それはレイウォール王国の竜炎騎士団のものだ。しかし、エルザが足を止めたのは、その姿を見たためだけではない。

　殺気──。レイウォールの騎士から放たれる、明確な殺気に気づいたからだ。エルザだけではない。ほかの四人も隠そうともしないその騎士の殺気を肌で感じていた。

　そして、その様子をはるか上空から見ている人ひと影かげがひとつ。その背せには深しん紅くの翼が見える。




「さて、彼らがこの危機をどうやって乗のり越こえてくれるか……楽しみですね」




　紅あかき翼の男──〝火焔剣フランベルジユ〟のアインは楽しそうに笑った。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

第五話「再会のアントラクト」

─完─

[image: ]
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◆Preplay 01◆危機から始まるプリプレイ




「今日もお菓か子しを買ってきたので、どうぞみなさんで食べてください」




　テーブルにつくや否いなや、お菓子の箱を開ける[image: ]よし村むらさん。

　第一巻かんの時にもちらりと書きましたが、[image: ]村さんはリプレイの収しゆう録ろくの時に必ずお菓子を買ってきてくれるのです。




「おっ、今日はおせんべいですね」

「あっ！　飲み物取ってくださ～い」

「すいません。とりあえず、ヘッドセットのマイクテストしたいんですけど」

「よしっ！　マイクの前でおせんべいを噛かんでやる（笑）」

「や、やめて～（一同笑）」




　会議室に響ひびき渡わたる声で大おお騒さわぎしながらも、レコードシートやセッションシートにデータを書かき込こんだり、ダイスを用意したりとセッションの準じゆん備びを進めるプレイヤーたち。




[image: ]村：そういえば、前回は周りを騎き士したちに囲まれたところで終わりましたよね？

ゆーら：はい。なので、今回はその続きからのスタートとなります。

えんどー：じゃあ、ポーションとかの補ほ充じゆうは？

ゆーら：なしですっ！（笑）

一同：うわぁ─────っ！（笑）

ゆーら：もちろん、装そう備びも買うことはできませんのでよろしく！

きくたけ：その状じよう態たいで囲まれているところから開始か……。結けつ構こう、つらくない？

ゆーら：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　とゆーわけで、今回予告です！




　エクスマキナの廃工場から〝剛ごう健けんの竜りゆう輝き石せき〟を手に入れた〝黄金の狼おおかみ〟。

　だが、事じ態たいは思いもよらぬ方向へと進んでいた。

　レイウォールから派は遣けんされた代官のダルトン・ボイル殺害の嫌けん疑ぎが、ユンガーに掛かけられていたのだ。そして、アインにさらわれたツヴァイの母親イルマの居場所も明らかになる。

　バルムンクの陰謀が渦巻く中、かの組織に対抗する者たちも動き始めていた……。




　『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　　───第六話「狼たちのパルティータ」




　すべては、竜の石の導みちびきの下に────。




[image: ]村：今回は、いろいろと話が動きそうですね。

きくたけ：ついに母さんの秘密がっ！（笑）

矢薙：いや、それよりもユンガーが犯人って一体（一同笑）。

ゆーら：ふっふふふ。まぁ、徐々に明らかになっていきますからお楽しみということで。では、各ＰＣのハンドアウトを読み上げま～す。




▼ツヴァイ用シナリオハンドアウト／きくたけ

コネクション：イルマ　　　関係：家族

　キミは再会した〝黄金の狼〟の仲間たちとともに〝硝子剣グラスソード〟のノルスティンと戦い、コーレアを救うことに成功した。

　だが、キミが母親のイルマの居い場ば所しよを聞く間もなく、騎士たちに囲まれてしまった。このままではコーレアから話を聞くこともできない。まずは、この場をなんとかしなければ……。




きくたけ：げ───っ！　情報すら聞き出せないのかよ！

えんどー：囲まれているところから始まりますからねぇ。

きくたけ：母さん、世間の風はこんなにも冷たいです（一同笑）。

[image: ]村：今回はハードそうな感じですね～。

きくたけ：〝今回も〟の間ま違ちがいじゃないかな（一同笑）。

ゆーら：ひどい言われようだ（笑）。

えんどー：なにしろ第一巻で全ぜん滅めつしたくらいだし、なんど戦せん闘とう不ふ能のうになったことか（笑）。

ゆーら：え、えーっと……はいっ！　次はユンガーっ！




▼ユンガー用シナリオハンドアウト／矢薙直樹やなぎ・なおき

コネクション：サイモン　　　関係：借り

　恩おん人じんであるサイモンから得た情じよう報ほうによりラドフォード伯領へと赴おもむいたキミは、そこで〝黄金の狼〟の仲間たちと再さい会かいする。だが、どうやらずいぶんと面めん倒どうなことに巻まき込こまれてしまったようだ。

　その元げん凶きようである〝硝子剣グラスソード〟のノルスティンを倒たおすことはできたが、事態はこれで終わりではない……密みつ偵ていとしてのキミの勘かんがそう告げていた。




矢薙：つまり、何かが始まるんですね（笑）。

ゆーら：はい。ノルスティンはあくまでも前ぜん座ざ。真打ちがきっといるに違ちがいない……と感じているみたいな。

矢薙：ところで、コネクションがサイモンということは、今回も出てくるんですか？

ゆーら：もちろんです。

きくたけ：あいつも十分あやしいからな（笑）。

ゆーら：とゆーことで、次はエルザです。




▼エルザ用シナリオハンドアウト／[image: ]村清子よしむら・きよこ

コネクション：ラドフォード伯　　　関係：後こう援えん者しや

　ラドフォード伯の危き機きを救うため、キミは〝黄金の狼〟の仲間たちとともに竜輝石を手に入れることに成功した。

　だが、そんなキミたちを捕とらえんと、ラドフォード伯の部下たちが立たち塞ふさがった。一体何が起こっているのだろうか？




[image: ]村：ラドフォード伯の部下の騎士さんだとすると、ちょっと戦いたくないですね。

ゆーら：その辺りをどうするかは、ＰＣに任まかせます（ニヤリ）。

[image: ]村：んっ？　何かあるのかしら？

ゆーら：それは秘密です（笑）。では、次はダインのシナリオハンドアウトです。




▼ダイン用シナリオハンドアウト／えんどー

コネクション：コーレア　　　関係：友人

　キミは〝黄金の狼〟の仲間たちとコーレアを救うことに成功するが、彼かの女じよは〝硝子剣グラスソード〟のノルスティンに操あやつられ、無理矢理戦わされていたため、身体も精せい神しんもボロボロになっていた。

　そんなコーレアの姿すがたを見たキミは、廃はい棄きされた工場の中でツヴァイを守ってくれと彼女から頼たのまれたことをあらためて思い返していた。




えんどー：私の役やく割わりとしては、ツヴァイのためにこの場からコーレアを連れて逃にげればＯＫという感じですかね。

ゆーら：それで概おおむねは問題ないかと。それと、前回のシナリオで超ちよう強つよかったコーレアですが、シナリオハンドアウトのとおりボロボロの状態ということで、今回はエキストラとして登場となります。

えんどー：それは仕方ないですね。ここでコーレアが戦うと、おそらく一いつ瞬しゆんで片かたがつく（笑）。

ゆーら：そういうことです。それではレベルアップをお願いしま～す。




●ユンガーの場合（８レベル）

ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：では、最初はユンガーから。

矢薙（以降、ユンガー）：はい。まず、レンジャーからニンジャにクラスチェンジしました。

えんどー：ニンジャか。確たしかにユンガーのイメージには合っているかも。

ユンガー：はい。なので、スキルは隠密状態からの攻撃の時に命中とダメージが上がる《コンシールアタック》を取りました。

ＧＭ：もうひとつは？

ユンガー：『スキルガイド』で追加されたシーフの《ランナップ》です。これでセットアップに移動することができるようになります。

ＧＭ：ユンガーは射しや撃げき攻撃メインなので、エンゲージされる前に移動できるのは結構重要ですからね。次はエルザ、どうぞ。




●エルザ・ブルックスの場合（８レベル）

[image: ]村（以降、エルザ）：新しいスキルは特に取っていません。《フレイムロード》と《エフィシエント》のレベルをそれぞれ上げました。

ＧＭ：これで《フレイムロード》は何レベルになりました？

エルザ：えーっと……４レベルですね。

きくたけ：《エフィシエント》は？

エルザ：３レベルです。

ＧＭ：これで、〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージの固こ定てい値ちが22点かぁ～。

えんどー：『スキルガイド』を導どう入にゆうすると、魔法も固定値が上がるようになりますからね。

エルザ：ダイス目が悪い時とか、ちょっとうれしいです（笑）。

ＧＭ：しかも次のレベルアップで《フレイムロード》を取ると、《イフリート・シマー》（＊）が取得できるようになるのかぁ～。

エルザ：《エフィシエント》のレベルを先に上げるか悩なやみますね（笑）。

ＧＭ：それは次回までに考えておいてください（笑）。では、次はツヴァイです。




●ツヴァイの場合（８レベル）

きくたけ（以降、ツヴァイ）：隊長がクラスチェンジしてしまったので、これでクラスチェンジしていないのは、ツヴァイだけになってしまった。

ＧＭ：今回もクラスチェンジなし？

ツヴァイ：うん。取りたいスキルがまだいくつかあるのよね。で、僕ぼくも切り札が欲ほしいっ！　ということで、《エクシードショット》（＊）と《テンポラリリペア》（＊）を取得した。

えんどー：二巻でドライが使っていたスキルですね？

ツヴァイ：うむ。あれを見て使い方を研究したんだよ。そして、それがついに結実して我わがスキルとなった（笑）。

ＧＭ：で、ついでに直し方も勉強したと（笑）。

エルザ：きっと、練習中に何回も壊こわしたんですね。

ＧＭ：そう考えるとなんとなく情なさけない（笑）。

ツヴァイ：ほっとけ（一同笑）。

ＧＭ：では、最後はダインです。




●ダインの場合（８レベル）

えんどー（以降、ダイン）：さて、ダインなんですが、とりあえず《ヘイスト》を３レベルにするのは確かく定ていなんですが、あともうひとつをどうするか、まだ悩み中だったりして（笑）。

ＧＭ：で、どうします？

ダイン：う[image: ][image: ]ん。ユンガーとツヴァイのために《フェイス：アーケンラーヴ》（＊）にするか、エルザのために《フェイス：ブリガンティア》（＊）にするか悩なやんでいるんですよ。

ツヴァイ：アコライトはいろいろと便利なスキルがあるからな～（笑）。

ダイン：よしっ！　ツヴァイも切り札を取ったことだし、今回は《フェイス：アーケンラーヴ》にします。

ＧＭ：では、あとはギルドレベルが上がったので、ギルドスキルですね。

ダイン：先ほどみんなと相談した結果、《薬やく剤ざい師し》になりました。

ＧＭ：《薬剤師》？　また地味なところを（笑）。

ダイン：いえいえ。私がポーションメインの回復役なので、ポーションの効こう果かに＋３は結構大きいかと。

ＧＭ：なるほど。確かにそのとおりかも（笑）。では、こんなところでレベルアップは終しゆう了りようですね。それでは、本ほん編ぺんに入りましょうか。





（＊）《イフリート・シマー》　メイジのスキル。〈火〉属性の魔法ダメージを与えた場合、相手の命中判定のダイスを減少させることができる。

（＊）《エクシードショット》　ガンスリンガーのスキル。魔導銃の限界を超えた攻撃力を叩き出す。ただし、魔導銃が使用できなくなる。

（＊）《テンポラリリペア》　ガンスリンガーのスキル。壊れたり、使用できなくなったりした魔導銃を即座に直すことができる。

（＊）《フェイス：アーケンラーヴ》　アコライトのスキル。対象が行なう武器攻撃に対してリアクション不可とする。

（＊）《フェイス：ブリガンティア》　アコライトのスキル。対象が行なう魔術に対してリアクション不可とする。



[image: ]

[image: ]







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆運命の分かれ道




ＧＭ：オープニングフェイズ最初のシーンで、全員登場となります。そして、舞ぶ台たいは第五話のエンディングと同じ場所、辺りはすっかり日が暮くれ、空には三日月が見えます。そして周囲には全身鎧に身を包んだ騎士たち──という状じよう況きようからのスタートです。

ツヴァイ：ちっ！　隊長っ!!

ユンガー：分かっている。だが……。

エルザ：ここにいる騎士って、ラドフォード伯の部下なんですよね？

ＧＭ：はい。アヴェルシアの鎧を着ているので、それは分かります。で、状況はこんな感じです（位置を示しめすためにポーンを置く）。これがＰＣ、こちらは騎士ですべてモブです。

ツヴァイ：ポーンを置くってことは、やっぱり戦闘？

ＧＭ：戦闘になるかどうかは行動次第ですけどね（笑）。

ダイン：コーレアがいますし、できれば戦闘は避さけたいところですが……。

ＧＭ：と、キミたちが身み構がまえていると、（さらにポーンをひとつ追加して）騎士たちのうしろから、レイウォールの赤い鎧を身にまとい、鎧と同じ色の練金馬──錬れん金きん術じゆつで造つくられた人工の馬にまたがった騎士がゆっくりと歩み出てきます。

一同：赤い鎧？

ＧＭ：エルザは見たことあります。ダルトンやノルスティンと一緒にラドフォード伯領に来ていた、レイウォールの騎士ですね。

ツヴァイ：き、貴き様さまはレイウォール三二将しようのひとりっ!!

一同：三二将っ!?

ＧＭ：……そんな設せつ定ていあったっけ？

ツヴァイ：いや、今考えた（一同笑）。




　勝手に設定を増やさないでいただきたい（笑）。




ユンガー：ちょっとかっこいいかも（笑）。

エルザ：ということは、あと三一人いる？

ダイン：いや、きっと欠番とかもあるんですよ。一の将はエースナンバーなので不ふ在ざいとか。

エルザ：零ゼロの将とかいたりして（笑）。




　なぜか三二将の話題で盛もり上あがる一同。




ＧＭ：じゃあ、この騎士は〝九の将〟くらいということで。

ユンガー：正式採さい用ようになった（笑）。

ＧＭ：名前は〝紅馬の騎士〟ザロスで（笑）。じゃ、三二将のくわしい設定とか、その辺りは全部きくたけさんに任せますわ（笑）。

ツヴァイ：えぇっ!?

ＧＭ：自分の言ったことにきちんと責せき任にんを取るように（笑）。

ツヴァイ：わ、分かった。しかし、一二人衆しゆうに三二将か……。アルディオンもおかしな世界になってきたなぁ[image: ][image: ]。

[image: ]

ＧＭ：自分で言うかっ！（一同笑）

エルザ：でも、ザロスが連れてきているのってレイウォールの騎士じゃなくて、ラドフォードの騎士なんですね。

ＧＭ：そうです。で、これはＰＣたちは知らないことです──今、ラドフォード領ではダルトンが亡なくなって、秘ひ書しよ官かんが行方不明という状態なのですよ。

ダイン：秘書官は私たちが倒たおしちゃいましたからね（笑）。

ＧＭ：はい。まぁ、そんなわけでダルトンと一緒に来ているレイウォールの騎士たちはそれどころじゃないのです（笑）。

ツヴァイ：それで、ラドフォード伯から騎士を徴ちよう用ようしたってわけか。

ＧＭ：そういうわけです。で、ザロスは左手に剣の鞘さやを持ったまま、右手で手た綱づなを引いて練金馬を止めると、キミたちに投とう降こうを呼よび掛かけ……。

ツヴァイ：お母さんは泣いているぞ[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：立てこもり犯かいっ!!（笑）

エルザ：な、泣くかな？　うちの親？（一同笑）

ツヴァイ：たぶん泣くんじゃないかな。で、おいおい泣いてみせてから、思いっきり突つっ込こんでくると思う（笑）。

エルザ：そ、それはちょっと嫌いやかも（笑）。

ユンガー：で、そんな投降勧告をしてくるわけですか？（笑）




　しません。




ツヴァイ：まぁ、投降しろって言われて、素す直なおにしたがうわけにもいかないけどな。

ＧＭ：と、じっとこちらをにらみつけるツヴァイに対して、ザロスは告げます。「貴様には用はない」

ツヴァイ：なんだとっ！

ＧＭ：「私の使命は、ダルトン・ボイル卿きよう殺害の嫌疑が掛けられている者を捕とらえることだ。邪じや魔まをするな」そう言うと、ザロスは剣の柄をユンガーの方へと向けます。

ユンガー：その件けんについてはこちらはまったく知らないことなので、一応訊きいてみよう。一体、なんのことだ？

ＧＭ：「ふっ！　あくまでもしらを切るか……。貴様がダルトン・ボイル卿を殺害したのは分かっているのだ」

エルザ：そんなことしてませんっ！

ツヴァイ：そうだっ！　ユンガー隊長がそんなことするわけがないっ!!

ＧＭ：「申し開きはオブライエン城じように戻もどってから行なうがよかろう。だが、そこにあるノルスティン殿どののご遺い体たいはどう説明するのかね？」地面に転がっているノルスティンの死体へと、剣の柄を向けるザロス。

ツヴァイ：うわっ！　そ、そっか。前回のシナリオの直後だと死体があるのか……。

ダイン：なるほど……どうやら我われ々われははめられたようですね。

ユンガー：ということは、このまま投降したら……。

ダイン：まぁ、極きよつ刑けいは免まぬがれないでしょう。

エルザ：でも、ここに転がってるこの人（ノルスティンのこと）が黒くろ幕まくでしたっていうわけにはいかな──いですよね、やっぱり（笑）。

ツヴァイ：ムリなんじゃない？　そもそも、ここに竜輝石を取りに来ていること自体、ダルトンのムチャな注文のせいなんだから。

ダイン：逆ぎやくにそういう意味では、申し開きをして身の潔けつ白ぱくを晴らせる可か能のう性せいはないとはいえません。ラドフォード伯は一応味方してくれるでしょうから、ここで投降するというのもひとつの手です。

ユンガー：なるほど。

ダイン：ただ、そうすると我々が持っている竜輝石がバルムンクに奪うばわれてしまう可か能のう性がありますが……。

ツヴァイ：でも、ここにいるザロスはレイウォールの騎士であって、別にバルムンクだとか、竜輝石を取りにきたというわけじゃないよな？。

ダイン：秘書官であるノルスティンがバルムンクだった以上、彼がバルムンクでないという保ほ証しようはありません。むしろその可能性が高いといえるでしょう。いえ、私がＧＭなら絶ぜつ対たいにそうする（一同笑）。

ＧＭ：メタなこと言うな（笑）。

ダイン：それにここで投降しては、コーレアからツヴァイの母親の行方を訊きくことすらままならなくなりますからね。

ツヴァイ：それは困るぞっ！

ユンガー：じゃあ、決まりだな（笑）。

エルザ：ですね（笑）。

ツヴァイ：ＧＭに質しつ問もん！　コーレアの扱あつかいはどうなる？

ＧＭ：連れて逃にげるだけなら特にペナルティはなしでいいですよ。任にん意いのＰＣと同じタイミングで一緒に移動するということにしましょう。

ダイン：それならなんとかなりそうですね。

ツヴァイ：それに……。




「こんなところで捕まっている場合じゃないんだよ。僕は早く母さんを助けにいかなきゃならないんだ！」




　ツヴァイは両手に持つ魔導銃キヤリバーを握りしめると、そう呟いた。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆包ほう囲い網もう突とつ破ぱ！




ＧＭ：このシーンの状じよう況きようは先ほど説明したとおり。周囲に四グループのモブ、さらに騎き士しザロスがいるという状じよう態たいです。距きよ離りはすべてＰＣから五メートル離はなれています。そして、ジリジリとにじり寄よって……。

ダイン：くっ！　近づくな、この女（エルザを指さしながら）がどうなっても──って違ちがうか（一同笑）。

エルザ：え───っ！　あっ、でもユンガー隊長がそういうふうに言うと、わたしの立場はとりあえず守られるかも。脅おどされて仕方なく協力したとか……。

ダイン：それだっ!!（笑）

ユンガー：なんか、みんなが自分の保ほ身しんに走っているんですけど（笑）。

ツヴァイ：なんという仲よしパーティ──っと、そんなことはおいといて、ここから逃にげ出だすための条じよう件けんを教えて欲ほしいんだけど。

ＧＭ：この包囲の外に出て、さらにそこから移い動どうすればＯＫとします。ただし、エンゲージされていない状態で移動しなければなりません。

ダイン：《陣じん形けい》を活用すればなんとかなりそうですね。もう一度確かく認にんしますけど、コーレアについては考えなくていいんですよね？

ＧＭ：考えなくていいです。

ツヴァイ：じゃあ、所持品扱あつかいでダインが抱かかえている（笑）。

エルザ：それならわたしが持ちましょうか？　まだまだ重量に余よ裕ゆうがあります。

ユンガー：持ちたいんですか？（笑）

ＧＭ：なんと！　コーレアがエルザの手て提さげバッグの中に……。

ダイン：い、いかん。想そう像ぞうしてしまった（一同笑）。

ツヴァイ：た、確たしかにそれはちょっと恐こわいかも……。

ＧＭ：い、いや、別に所持品みたいに重量に制せい限げんあるわけじゃないから（笑）。それでは、戦せん闘とうを開始しましょう！




●第一ラウンド

ＧＭ：ザロスとモブの騎士たちの行動値ちはそれぞれ17と13です。

[image: ]

ツヴァイ：意外と速いな。僕ぼくと一いつ緒しよか……。




▼行動順番

　①ザロス（行動値17）

　②ツヴァイ（行動値13）

　③騎士（行動値13）

　④ユンガー（行動値11）

　⑤エルザ（行動値10）

　⑥ダイン（行動値９）




エルザ：ツヴァイくんと一緒ということは……。

ダイン：残りの私わたしたちは全員後手ということですね。となると、最初のラウンドは全員で待機してから離脱。次のラウンドに《陣形》で逃にげる──がよいかと。

ツヴァイ：ちょっと待って！　それだったら最初に《陣形》で騎士にエンゲージした方がよくない？　そうすると隊長だけは《ランナップ》で逃げ出すことができる！

エルザ：嫌けん疑ぎが掛かかっているのは隊長だけですものね。

ユンガー：だが、私だけが逃げるわけには……。

ダイン：ツヴァイのアイデアは、最悪の場合に備そなえてということですよ。《陣形》を二回使えば、我われ々われも逃げられる可か能のう性せいがあります。

ツヴァイ：そういうこと。この半年で、ツヴァイがちょっとは成長したところを隊長に見せるという展てん開かいでひとつ（一同笑）。

エルザ：なんか、ツヴァイくんが一回り大きくなったような気がします（笑）。

ユンガー：ふっ、ツヴァイに助けられることになるとはな……。分かった。ここはツヴァイの案にしたがおう。

ＧＭ：方ほう針しんは決まりました？　では、まずセットアップの宣せん言げんからです。こちらは、ザロスも騎士もセットアップでスキルを使用します。

ユンガー：私も使用します。

ダイン：《ヘイスト》もなしですね。

エルザ：一いち応おう、《エンサイクロペディア》を使っておきますね。

[image: ]

ＧＭ：これで宣言は終わり。それでは順番に処しよ理りしていきます。まずはザロスが奥おくにいる騎士に《タクティカルプレイ》（＊）を使用！

ツヴァイ：げっ！　いきなりダメージ増ぞう加かかっ!!

ＧＭ：（ダイスを振ふる）判はん定ていは成功。「我わが力を剣けんに与あたえん！」ザロスの魔ま法ほうによって騎士たちの身体がほのかに輝かがやき、与あたえるダメージに＋20されます。

ダイン：一グループだけというのが救いですね。

ツヴァイ：次は僕だな。ここで《陣形》を使っちゃいましょう！

ユンガー：よし！　《陣形》だっ!!




　ユンガーの指し示じで一いつ斉せいに動き出す〝黄金の狼おおかみ〟。

《タクティカルプレイ》の効こう果かを受けている騎士の対角──つまり、もっとも位置的に遠い騎士へと四人はエンゲージする。




ＧＭ：「ほぅ、さすがに統とう制せいが取れている」感心したように呟つぶやくザロス。「ならばこちらも手て加か減げんなしでいかせてもらおう。ラドフォード伯はくの騎士たちよ！　我が赤竜王国への忠ちゆう誠せいを示せ！」とゆーことで、騎士たちは《グランディア》（＊）を使用します。

ダイン：本当に容よう赦しやがない（笑）。

ツヴァイ：やる気満々だな。

ＧＭ：ほら、一応うしろで見てる上官がいるんで、本気を出さないといけないかな、と（笑）。

ダイン：この宮仕えの悲しさってやつですか？（笑）

エルザ：アヴェルシアは、いまやレイウォール領りようですものね。

ＧＭ：そういうことです。次はユンガーの番！

ユンガー：では《ランナップ》を使用！　みんな、すまないっ！　と言いながら、さらに対角の方へと移動します。全速力で一六メートルほど。

ツヴァイ：うぉっ！　本気で逃げてるよっ！（笑）

ユンガー：（真面目な声で）私はいつでも本気だ（一同笑）。

エルザ：次はわたしですね。ザロスに《エンサイクロペディア》いきまーす。（ダイスを振る）きゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

ダイン：３っ！

ツヴァイ：出目悪っ！（笑）

エルザ：えっと……合計で19です（苦笑）。

ＧＭ：19じゃ分かりませんね（笑）。では、ここでセットアップは終わりです。イニシアチブプロセスは特に何もないので……行動はツヴァイからですね。

ツヴァイ：よしっ！　じゃあここで待機……ん？　待てよ。マイナーで《ウィング》を使用するって方法があるか。

ダイン：それなら、そのまま逃げてください。ここは散開した方が得とく策さくかと。

ツヴァイ：分かったっ！　マイナーで《ウィング》、メジャーで移動する。あっ、もちろん隊長とは別のエンゲージに移動しますんで（笑）。

ＧＭ：次は騎士の番。まずはダインとエルザにエンゲージしている騎士たちが攻こう撃げきします。「くっ！　逃にがすかっ!!」目標はダイン。メジャーで《バッシュ》！　（ダイスを振る）14で命中！

ダイン：戦闘系けいでない私が避さけられるはずが……（ダイスを振る）ない！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは47点です。

ダイン：自分に《プロテクション》を使用！（ダイスを振る）くっ！　ダイス目がよくない。物理防ぼう御ぎよ力りよくとで28点軽けい減げんして、ＨＰダメージは19点！

ＧＭ：騎士は渾こん身しんの力で剣を振ふるい、ダインに体当たりをするようにぶつかってきます。そしてその勢いきおいでダインの構かまえる盾たてを押おし込こみ、兜かぶとをダインの顔の近くまで近づけてきます。

ダイン：ん？

ＧＭ：そして、エルザとダインくらいにしか聞こえないくらいの小さい声で囁ささやきます。「ここからお逃げください」

ダイン：えっ？

ＧＭ：「ここは私たちがなんとかいたします。なので……お逃げください！」

ダイン：そういうこと言うんだったら、《バッシュ》使うなよっ！（一同笑）

ユンガー：いや、きっとザロスにあとで言われるんですよ。（声色を替かえて）貴き様さま、なぜあの時に《バッシュ》を使わなかった──とか（笑）。

ツヴァイ：そこまで分かるんだ（笑）。

ＧＭ：そして、残りの騎士たちは全員──「ザロス殿どの！　誰だれを追いますかっ！」と、叫さけんで行動を終しゆう了りようします（一同笑）。

ダイン：そういうことであれば、エルザさんはここから離脱を……。

ＧＭ：いえ、離脱する必要もありません。この騎士たちは敵てきではありませんから（笑）。

ツヴァイ：なるほどっ！　それは面白いっ!!（笑）

ダイン：攻撃はしてきたけど、敵てき対たいするキャラクターではないというわけですね。

ＧＭ：そういうことです。騎士たちが攻撃したのはザロスが見ているからであって、本当はここから逃がすことが目的というわけ。

ツヴァイ：じゃあ、マイナーでエンゲージから離はなれることができるわけだ。

ＧＭ：もちろん。と、その前にユンガーの行動です。

ユンガー：そんな会話があったことを知らずに私は──みんな、生いき延のびてくれよ、と呟つぶやきながらシーンから退場（一同笑）。

エルザ：次はわたしの番ですね。逃がしてくれる騎士にお礼を言ってから逃げます。「あ、ありがとう。あなたたちもムリはしないでくださいね」

ＧＭ：「分かっております。それから、この先の森の中に廃はい村そんがあります。そちらに向かってください」ダインの盾に押おされて体たい勢せいを崩くずされ、わざとエルザに背せを向ける騎士たち。

エルザ：わ、分かりました！

ＧＭ：「さ、ダイン殿どのも急いで！」

ダイン：「ご助力、感かん謝しやいたします」私もマイナーでエンゲージから離れて、メジャーで移動して退場します。

ＧＭ：（棒読みで）「むっ！　逃げるな貴様[image: ][image: ][image: ][image: ]」（一同笑）

ツヴァイ：なんというやる気のなさだ（笑）。

ダイン：これで残るはツヴァイだけです。

ツヴァイ：僕もあと一回移動するだけだから、問題ない。さぁ、次のラウンドを始めようぜ！




　そして第二ラウンド。

　ザロスは再び《タクティカルプレイ》を使用するも、ツヴァイは《カリキュレイト》を使用して移動し、そのままシーンから退場となる。

　こうして、ラドフォード伯領の騎士の協力もあり、〝黄金の狼〟の四人は逃げ出すことに成功したのであった。





（＊）《タクティカルプレイ》　フォーキャスターのスキル。他のキャラクターのダメージを増加させる。

（＊）《グランディア》　ナイトのスキル。武器攻撃のダメージを増加させる。









◆Middle 02◆イルマの居い場ば所しよ




ＧＭ：では、次のシーンに移うつりましょう。ここから先は特に何もなければ全員が登場することになります──が。

一同：が？

ＧＭ：どこに向かいますか？

ユンガー：どこに？

ＧＭ：はい。とりあえずラドフォード伯の騎士たちは「廃村に向かえ」と言いましたが、もちろんそれにしたがう必要はないわけですから。

ツヴァイ：罠わなの可能性もあるからな。

ダイン：いや、罠の可能性は低いと思われます。我々を捕とらえる、あるいは殺すことが目的であれば、あそこでわざわざ逃がす必要はありません。

ユンガー：確かにそうだな。なら、まずは一安心というところか。

エルザ：そうですね。でも、まさかこんな形でみんなと再会するなんて、思ってもいなかったです（笑）。

ダイン：そういえば会ってすぐに戦闘ですからね。

ツヴァイ：いや、それはダインだけだから（笑）。

ダイン：うっ！　ど、どうせクライマックスまで合流できませんでしたよ！（笑）

ユンガー：まぁ、みんな無事でなりよりだ。

エルザ：じゃあ、廃村に行くまでの道中で別れてからどんなことがあったとか、お互いに話すということにしませんか？

ツヴァイ：おっ！　それはいいな。じゃあ……と言って、母親を捜しながら傭兵としてあちこちを転々としていたことを話そう。

エルザ：わたしはウィルくんとか、マリア王妃のことですね。名づけ親になったんだよ～って。

ユンガー：ダルトンのことは？（笑）

エルザ：いや～、それは言わないで[image: ][image: ]（一同笑）。

ユンガー：で、これから先のことだが……ひとつは騎士の言葉にしたがって廃村に行く、だな。

ツヴァイ：あとはラドフォード伯領に行くくらい？　城しろにうまく忍しのび込こむことができれば、直ちよく接せつラドフォード伯に訊きくことができるかもしれないし。

ダイン：それはかなりリスクが高いかと。

エルザ：隊長、どうします？

ユンガー：廃村へ行こうと思っている。そこで何が待ち受けているにしろ、とにかく今はなんでもいいから現げん状じようを判はん断だんする材料が欲ほしい。

ダイン：たとえ罠だとしても、逆ぎやくに相手の出方が見えるという考え方もありますからね。

エルザ：なるほど～。

ツヴァイ：それに、僕は落ちついた場所でコーレアから話を聞きたいかな。

ＧＭ：では、このシーンの舞ぶ台たいは廃村ということで。なんとかザロスから逃にげ出だしたキミたちは、朝方には廃村に到とう着ちやくすることができます。

ユンガー：どのくらいの広さなんですか？

ＧＭ：森が開けたところにある、家屋が十数件けんある程てい度どの小さな村です。村人たちがいなくなって結けつ構こう経たっているのか、石いし造づくりの家屋もいくつかを残して、ほとんど崩ほう壊かいしています。

エルザ：何があったんでしょうね？　この村に……。

ツヴァイ：まあ、頻ひん繁ぱんに戦争のある世界だからな。戦せん渦かに巻まき込こまれたのか、兵士に徴ちよう用ようされて村人が減へったのか……。まぁ、いろいろとあるんじゃないか。

ユンガー：しかし、彼かれらはなぜこの廃村に行けと言ったんだろう？

ツヴァイ：ここで考えても仕方ないんじゃない？　とりあえずどっか空き家をひとつ見つけて休きゆう憩けいするのはどう？　ダインはごくごくＨＰポーションを飲んだりしながら（笑）。

ダイン：いや、これくらいなら《ヒール》の方が効こう率りつはいいかと。（ダイスを振る）判定は成功で……（ダイスを振る）全ぜん快かいしました（笑）。

ツヴァイ：さて、ダインも回かい復ふくしたことだし、まずはコーレアに話を聞きたい。母さんはどこにいるんだ？

ＧＭ：ツヴァイの声にコーレアはゆっくりと顔を上げます。そこにはまだ疲ひ労ろうの色が見えますが、彼かの女じよはそれを必死に隠かくそうとしてツヴァイに笑みを見せます。

ダイン：どうやらまだコーレアは疲つかれているようです。もう少し休ませてあげた方が……。

ＧＭ：ダインの言葉を手で制せいするコーレア。「いえ、私は……大だい丈じよう夫ぶです」

ダイン：しかし……。

ＧＭ：「ツヴァイが心配するのもムリはありません。母親のことなのですから……」もう何年も昔のことのようにコーレアは遠い目をしながら語り始めます。「あの日、ノルウィッチの家にアインがやってきました。あのツヴァイによく似にたバルムンクです」

ツヴァイ：やっぱりあいつかっ！

ＧＭ：ツヴァイの問いにうなずくコーレア。「そして彼はイルマを連れ去ろうとしました。私は必死に止めようとしましたが、アインの力は強く、なすすべもありませんでした」

エルザ：20レベルを超えているコーレアでも勝てなかったの？

ＧＭ：「はい。その時の私はエキストラでしたから」（一同笑）

ダイン：メタなこと言うな（笑）。

ＧＭ：え～、それはともかくとして──「アインに倒たおされた私とイルマとともにとある工こう房ぼうへと連れていかれました。イルマはそこで錬れん金きん術じゆつの研究を強要され、私はノルスティンに操あやつられることになり────あとは、ツヴァイが知っているとおりです」

エルザ：でも、あのアインって一体何者なんでしょうね？

ＧＭ：「それについてはイルマが知っているはずです。ツヴァイをバルムンクの手から連れ出したのはイルマですし、彼女はアインを見た時に驚おどろく様子も見せていませんでしたから」

ツヴァイ：やっぱり……。母さんは何か知っているんだ──って、そもそもアインとか言い出したのはこっちだけど（一同笑）。

エルザ：でも、これでいろいろと繋つながってきましたね。

ツヴァイ：それで、母さんは今どこにっ!?

ＧＭ：「イルマがいるのは……」言っていいものかとコーレアは悩なやみ、口ごもります。

ツヴァイ：頼たのむ！　教えてくれっ!!

ＧＭ：ツヴァイの顔をじっと見るコーレア。そして、ツヴァイの決意のほどを知り、あきらめたかのように口を開きます。「イルマは……アヴェルシアの南東、エストネル王国とゴルフォード王国との国こつ境きよう沿ぞいにあるハント大森林にいます」

エルザ：ハント大森林？

ダイン：ネヴァーフの王が治めるゴルフォード王国の国土の約半分を占しめる巨きよ大だいな森林です。この森林から採とれる木材は燃ねん料りようとしてはもちろん、良りよう質しつの革かわ鎧よろいを作るためのタンニンも採さい取しゆすることができることから……。

エルザ：はいはい、ダインくん！　蘊うん蓄ちくはその辺りで止めにしてくださ[image: ][image: ]い（一同笑）。

[image: ]

ダイン：はっ、分かりました（笑）。

ツヴァイ：で、そのハント大森林にある工房に母さんはいるんだな？

ＧＭ：「……やっぱり行くんですね？」つらそうな表ひよう情じようを見せるコーレア。

ツヴァイ：あぁ。たとえひとりでも、僕は行くよ。

ダイン：そんな水くさいことを言わないでください。今までも一緒に旅してきた仲じゃないですか。（コーレアに）安心してください。彼ひとりでは行かせません。

ツヴァイ：ダイン！

エルザ：もちろんわたしも行きます！　アインが待ちかまえているかもしれませんし、ツヴァイくんひとりじゃ心配です。

ユンガー：そういうことだ。すでに我々もバルムンクとは無関係でいられなくなっているようだしな。ここはツヴァイのお母さんからくわしい話を聞きたいところだ。

ツヴァイ：エルザさん、それに隊長も……と、感動にうちふるえています（笑）。

ＧＭ：「あ、ありがとうございます」コーレアも深々と頭を下げる。

ツヴァイ：だから、コーレアは待っていてくれ。絶ぜつ対たいに母さんを助け出すから！」

ＧＭ：コーレアはツヴァイの言葉に大きくうなずくと、ユンガー、エルザ、ダインにもう一度頭を下げます。「では、ツヴァイを……イルマのことをお願いします」







◆Middle 03◆廃村で待ち受けるもの




ＧＭ：さて、そんな感じで身体を休めていると、ちょっとしたイベントが起こります。

ユンガー：おっ！

ダイン：ここからが本番のようですね。

ＧＭ：キミたちが廃はい屋おくで休んでいると、騎士たちが捜そう索さくしに来たりします。

エルザ：だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？

ＧＭ：はい。騎士たちは適てき当とうにその辺りをうろうろしたあと──「ここには誰もいないようです！」と大声を上げ、去ってしまいますので（笑）。

エルザ：また見み逃のがしてくれた？

ＧＭ：そのようですね。

ツヴァイ：しかし、なんで僕たちのことを見逃してくれたんだろう。実はあの騎士たち、エルザに惚ほれていたりして（笑）。

エルザ：えぇ────っ！

ダイン：ありえますね（笑）。

ユンガー：いつの間にそんな物語が（笑）。

ツヴァイ：そして、エルザに惚れた男はみんな死んでしまうという……。

ダイン：なるほど。それでダルトンも……。

エルザ：そ、そんな変な属ぞく性せいつけないでくださいっ！（一同笑）

ユンガー：なんという魔ま性しようの女（笑）。

ダイン：ちょっとかっこいいかも（笑）。

エルザ：えぇ～かっこよくないですよぉ。

ツヴァイ：（エルザの真似まねをしながら）わたしに近づいちゃダメっ！　あなたも死んじゃうわっ!!（一同笑）

エルザ：そんなの嫌です。それに、わたしのライフパスの運命は「慈じ愛あい」なんだから、もうちょっといい方向にいかないとダメなんです（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、みんな死んでしまって「南無阿あ弥み陀だ仏ぶつ」とか言いながら、慈愛を振ふりまくっていうのはどう？（一同笑）




　なぜ念ねん仏ぶつ。




エルザ：そんなの嫌いやですっ!!（笑）

ＧＭ：まぁ、エルザが魔性の女かどうかというのはおいとくとして……。

エルザ：おいとかないでください（笑）。

ＧＭ：じゃあ、今後の展開に委ねるとして（笑）──騎士たちが去ったあと、家の外で瓦が礫れきをコンッ！　と、蹴け飛とばしたような音が聞こえます。

ユンガー：しっ！　静かにしろっ!!

一同：………………。

ＧＭ：ユンガーの合図で全員が耳を澄すますと、足音を忍しのばせながら何者かが近ちか寄よってくる気配がします。そして、ゆ[image: ][image: ]っくりと扉とびらが開いていきます。

ツヴァイ：ちっ！　見つかったか。魔導銃キヤリバーをカチャっと抜ぬいて撃うつ準じゆん備びをする！

ＧＭ：人ひとりが通れるくらいまで扉が開くと、身を屈かがめて小こ柄がらな人ひと影かげが入ってくるのが見えます。

ツヴァイ：顔は見える？

ＧＭ：いえ、逆ぎやつ光こうになっていてよく分かりません。そして、その人影は周囲を見み渡わたそうと、姿し勢せいを起こした瞬しゆ間んか─ん───ゴンッ！（笑）

ユンガー：あ、何かにぶつかった（一同笑）。

ＧＭ：「つっ────っ！」どこかにぶつけた頭を抱えて、呻うめき声ごえを必死に抑おさえようとしています。声からするとどうやら女じよ性せいのようですね。

エルザ：女性？

ダイン：しかもドジ？（一同笑）

ユンガー：その女の人ってもしかすると……（笑）。

ツヴァイ：たぶん当たりだ。じゃあ、その人影がよそを向いた瞬間を狙ねらって、床ゆかを転がるようにして飛び出す。そして、右手に構かまえた魔導銃キヤリバーの銃じゆう口こうを心しん臓ぞうに突つきつける！

エルザ：えぇ────っ！

ＧＭ：そうきたかっ！　では、その人影はツヴァイが立てた音に即そく座ざに反はん応のうし、瞬しゆん時じに太ふと腿ももに巻まいたナイフシースから二本の短たん剣けんを抜ぬき放つ。そして、目にも留とまらぬ速さで一本はツヴァイの喉のど元もとに狙ねらいをつけ、もう一本で魔導銃キヤリバーの銃口を下から跳はね上あげる！

ツヴァイ：ふっ！　そちらの魔導銃キヤリバーはフェイク！　本命は左手の魔導銃で、すでに相手の眉み間けんにピタリと合わさっている。そしてトリガーを引こうとした瞬間、自分が狙っている相手に気づいて……。

ＧＭ＆ツヴァイ：「ツヴァイくん！」「ミリア！」（一同笑）

ユンガー：あ、ハモった（笑）。

ダイン：相変わらず息もぴったりですな（笑）。

エルザ：えぇ[image: ][image: ][image: ]。息がぴったりかもしれないけど、ツヴァイくんとミリアちゃんは、以前のほのぼのとしたラブな感じがよかったのにぃ～（笑）。

ＧＭ＆ツヴァイ：「誰がラブよっ！」「誰がラブだっ！」（一同笑）

ユンガー：あ、またハモった（笑）。

ＧＭ：「び、びっくりするじゃないかっ！　もう、心臓が止まるかと思ったよ……」ミリアは胸むねに手を当てて深しん呼こ吸きゆうしています。

ツヴァイ：びっくりしたのはこっちだっ！　なんで、お前がこんなとこにいるんだよ！

ＧＭ：「そんな言い方はないでしょ！　せっかく助けに来たのに……」

ユンガー：助け？

ＧＭ：「うん、そう。お父様に言われてここに来たんだよ」

ダイン：なるほど。どうやら、先ほどの騎士たちはここでミリアと会う手はずを整えてくれたということのようですね。

ＧＭ：「そうだよ」ツヴァイにナイフを突きつけたまま、ミリアは答えます。

ツヴァイ：いいから、この短剣をまずはしまえよっ！（一同笑）

[image: ]

ＧＭ：「えっ！　あ、あははは[image: ][image: ]っ！」苦笑いしながら、ツヴァイの喉元に突つきつけていた短剣をしまうミリア。

ダイン：それで、今いま城しろでは何が起こっているんですか？　と、城で起こっていることはＰＣは何も知らないので訊きいておきます（笑）。

ＧＭ：では、プレイヤーとＰＣの情報の穴あなを埋うめていきましょうか（笑）。「実はね……」そう切り出すとミリアは、城で起こったことをかいつまんで話し始めます。




　レイウォール王国からダルトン・ボイルという代官が派は遣けんされてきたこと。そのダルトンが竜りゆう輝き石せきを欲していたこと。そして、何者かに殺されてしまったこと。

　だが、これらはすべてユンガーたちが知っていた情報だ。




ツヴァイ：その辺のことはもう知ってるって。ほかにはないのか？

ＧＭ：「話の腰こしを折らないでよ。まだ、この続きがあるんだから」

ユンガー：続き？

ＧＭ：「うん。ダルトンの部下の騎士が、お父様の差し金だって言いい張はっていたんだけど、ちょうど城に逗とう留りゆうしていたサイモンっていう神官が犯はん人にんを見たって言ったんだよ」

ユンガー：サイモンが？

ＧＭ：「そう、サイモン」ユンガーの問いに、ミリアはこくりとうなずきます。

ユンガー：で、サイモンはなんて言ったんだ？

ＧＭ：「ユンガー隊長がダルトンを殺して、窓まどから逃げるところを見たって」

一同：えぇ──────っ！

ＧＭ：「しかも、栄光ある〝黄金の狼〟の名を騙かたり、レイウォールに救出されたマリア王おう妃ひを拐かどわかした盗とう賊ぞくだって………」

エルザ：そ、そんなことまでっ!?

ＧＭ：「そんなこともあって、お父様は隊長を捕つかまえるための兵を出したってわけ」

ダイン：ミリアに質しつ問もんなんですが、隊長が犯人だとサイモンが言った時、ラドフォード伯の様子はどうでした？

ＧＭ：「様子？　……う～ん、そういえばあまり驚おどろいている感じじゃなかった気がする」

ダイン：なるほど。それは伯はく爵しやくがサイモンの企くわだてに乗ったということですね。

一同：えぇ──────っ!!

ユンガー：つまり、我々はサイモンにはめられたということか？　（悔くやしそうな声で）お、おのれ、サイモン───っ！（一同笑）

エルザ：もしかして、サイモンさんもバルムンク？

ダイン：いや、それはないでしょう。もしバルムンクなら、そのままラドフォード伯が犯人となってもなんの問題もないですから。

ツヴァイ：派遣された代官を伯爵が殺したとなれば、十分にレイウォールが攻せめ込こむ理由になるからな。

ユンガー：そういえば、ノルスティンもそんなこと言っていたな。

ダイン：まぁ、だからといって、我々が犯人にされてしまったことを納なつ得とくするわけではありませんがね。あ、我々じゃないや。隊長が、だ（笑）。

ユンガー：そこを強調しなくてもいいんじゃないか？（一同笑）

ダイン：いえいえ、言葉は正せい確かくに用いないと（笑）。

エルザ：そんなことよりも、これからどうしますか？　急にこんなことになってしまって、お金もないんですよっ!!

一同：またお金っ!?（笑）

ツヴァイ：さすが商人の娘むすめだ（笑）。

エルザ：でも、逃げるにしろ、ツヴァイくんのお母さんを助けるにしろ、このお金がない状態だととっても厳きびしいんですよ。もぅ、みんな分かってないんだからぁ～。

一同：……はい。

ＧＭ：エルザの言葉にほかの三人がしゅんとなっているとミリアが──「そういえば、お父様からこれを預あずかっていたんだっけ」

ツヴァイ：なんだ？

ＧＭ：ミリアがごそごそと荷物の中から小さな革かわ袋ぶくろを取り出します。「廃工場から竜輝石を取ってきてもらった仕事の依い頼らい料りようだって」

ツヴァイ：おっ！　全部でどのくらい？

ＧＭ：宝ほう石せきなどの類で二万Ｇ分あります。

一同：やった────っ！

エルザ：やっぱり、ラドフォード伯はいい人ですよ（笑）。

ツヴァイ：なんで？

エルザ：お金の正しい使い道を知っている人に悪い人はいません（きっぱり）。

一同：そういう問題かっ！（笑）

エルザ：でも、竜輝石は伯爵に渡わたさなくていいんですか？

ＧＭ：「そのまま持っていてくれって言ってたよ。バルムンクが動いている以上、ラドフォード伯領にあるのはまずいって……」ラドフォード伯領には、アヴェルシアの〝王威の竜輝石〟もありますし、一ヶ所にまとまっていると危き険けんだと思ったのでしょう。

ユンガー：そういうことなら竜輝石はこちらで預かっておこう。それに報酬ももらっておくか。どうせ、逃とう走そう資し金きんは必要だからな（笑）。

ＧＭ：「でも、本当にいいの？　これで隊長は間ま違ちがいなく賞金首だよ？」

ユンガー：それはレイウォール軍からマリア王妃を助け出した時に覚かく悟ごしていたことだ。なんの問題もない。それに、これでラドフォード伯やマリア王妃が助かるなら安いものさ。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：隊長がかっこいいぞ（笑）。

ダイン：ということは、もしかすると隊長を捕まえると賞金が手に入る？

ツヴァイ：それだっ！　僕たちで〝狼狩がり〟とかいう新しいギルドを結成して、賞金首の〝黄金の狼〟を狩るというのはどうだ？（笑）

エルザ：ツヴァイくんっ！　ダインくんっ！

ツヴァイ＆ダイン：ん？

エルザ：そんなこと言わないのっ！　ユンガー隊長だって、好きで賞金首になるわけじゃないんですから！

ツヴァイ：そりゃそうかもしれないけど……。

ダイン：ほら、ただの冗じよう談だんですから……。

エルザ：言っていい冗談と悪い冗談がありますっ！

ツヴァイ＆ダイン：…………すみません。

エルザ：はい、よろしい！（笑）

ツヴァイ：なぁ、ダイン。エルザさんの性せい格かく、ちょっときつくなってないか？（笑）

ダイン：私もそう思っていたところです（笑）。

エルザ：なにか言いました？（ギロリ）

ツヴァイ＆ダイン：い、いえ、なんでも！（一同笑）

ユンガー：ふっ！（笑）

ツヴァイ：鼻で笑われた[image: ][image: ]。くそーっ、やっぱりエルザさんにはどうやっても敵わない気がする（笑）。

エルザ：それで、これからどうしますか？




　今後の方針について相談するユンガーたち。

　ラドフォード伯に事じ情じようを聞きに戻もどる、イルマを助ける、このままさすらう、サイモンをとっちめるなど、さまざまなアイデアが出たが、ダルトンが死し亡ぼうした件はラドフォード伯がギリギリまで内ない密みつにしておくことをミリアから聞いた四人は、物ぶつ資し補ほ給きゆうのためにひとまずクロフトの町へと行くことに決めた。




ダイン：それと、コーレアをミリアにお願いすることはできますか？

エルザ：あっ、それはいいアイデアです。傷きずついているコーレアさんまで巻まき込こむわけにいかないですもんね。

ツヴァイ：エキストラだしな（笑）。じゃあ、ミリアにお願いしよう。この人はコーレアさんといって、母さんの友だちなんだ。それでちょっと怪け我がとかしてるんで、できればしばらくラドフォード伯領で面めん倒どうみてもらえないかな？




　ツヴァイの言葉にミリアは、自分の胸をトンと軽く叩いて微笑んだ。




「うん、分かったよ。ボクに任せて！」







◆Middle 04◆ラドフォード伯




ＧＭ：場所は変わってラドフォード伯領のオブライエン城の謁えつ見けん室。ラドフォード伯と赤い鎧姿すがたのザロスが対たい峙じしているシーンとなります。

ダイン：ラドフォード伯の騎士たちは、私たちを逃がしてくれましたからね。おそらく、それを詰問しているところでしょう。

エルザ：大丈夫かな？

ＧＭ：騎士たちは、ガチで殴っていましたから大丈夫です（笑）。

ツヴァイ：演技力に問題はあったけどな（笑）。

ＧＭ：そこは仕方ないということで。まぁ、騎士たちは戦闘で手を抜いていないのは分かっているので、ザロスは伯に皮肉を言うことしかできません。「勇ゆう猛もう果か敢かんで知られる伯の騎士もたいしたことはありませぬな。たかが四人を捕らえることもできぬとは……」

ツヴァイ：はなから捕らえるつもりがなかったから仕方ない（笑）。

ＧＭ：まぁ、そうなんですけどね。ですから、ザロスの挑ちよう発はつするような言葉にもラドフォード伯は動じることはありません。「赤竜王国と我わが国くにの戦い方の違ちがいでしょう。羊に率ひきいられた獅し子しの群むれは、獅子に率いられた羊の群れに負けると言いますからな」

ユンガー：挑発仕返したっ！（一同笑）

ＧＭ：「ほぅ、伯は三二将しようのひとりである私を羊と申すか……」「いえいえ、これはあくまでもたとえ。貴き殿でんが我が騎士の戦い方をご存ぞんじなかったのですから、仕方がないことです」

ダイン：なんという舌ぜつ戦せん。しかし、ダルトンが死んだという事実がある以上……。

ＧＭ：ええ。ラドフォード伯が不利なのは否いなめません。「ふっ、だが、何を言おうがダルトン・ボイル卿けいがお亡なくなりになった責せき任にんは伯にある。それは覚えておいてもらおう」

エルザ：まぁ、わたしたちに汚お名めいを着せても無む罪ざいというわけにはいかないですもんね。

ＧＭ：そればかりはどうしようもないです。なのでザロスも──「近々、新たな代官がこの地に任ぜられるだろう。それまでに城を明あけ渡わたす準備を怠おこたりなきようお願いする」

ツヴァイ：これでラドフォード伯は表おもて舞ぶ台たいからいなくなってしまうわけだな。

ＧＭ：そうです。そして三年の雌し伏ふくの時を乗のり越こえて、『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』に登場となるわけです。

ツヴァイ：カールおじさんとしてな（笑）。

ＧＭ：くっ！　本当はメタ○ギアのス○ークのような渋しぶい親父を考えていたのに……。きくたけさんのリプレイに登場するとみんな変人になってしまうのはなぜだっ！（一同笑）

ダイン：サイラスもおかしな人になってしまいましたからねぇ～。

エルザ：わたしのお母さんもですよ！

ツヴァイ：まぁ、キャラ立ちは大切だということで（一同笑）。

ＧＭ：う～ん、見習いたいような、見習いたくないような（笑）。

エルザ：このあと、ラドフォード伯はどうなるんですか？

ＧＭ：『アクロス』の二巻かんに出てきた別べつ荘そうへと引ひっ込こみます（笑）。

エルザ：そこでベネットちゃんと出会うわけですね。
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　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』をご覧らんください。




ＧＭ：まぁ、それはおいとくとして、話を元に戻もどしましょう。

一同：は[image: ][image: ]い。

ＧＭ：で、その用よう件けんを伝えたザロスは、もうラドフォード伯に用はないとばかりに言い放ちます。「それでは、まだ私には為なすべきことがあるので、これで失礼する」




　そう告げたザロスは足早に謁見室を出て行った。ザロスの背を悔くやしげに見送ったあと、ラドフォード伯は窓の外へと目を転じ、娘を助けてくれた傭よう兵へいたちのことを案じた。




「彼らに〝神竜王〟セフィロスの加か護ごがあらんことを……」







◆Middle 05◆別れ、そして旅立ち




ＧＭ：そんな会話がオブライエン城じようで行なわれている時、そこから少し離はなれた廃はい村そんでは……というシーンですね。クロフトへ向けて旅立ちの準じゆん備びが整ったというところです。

ユンガー：よしっ！　そろそろ出発しようか。

エルザ：じゃあ、ミリアちゃんも元気で！

ＧＭ：「エルザさんも元気で。それに隊長やダインも……」

ダイン：大だい丈じよう夫ぶです。それよりも、コーレアのことをよろしくお願いします。

ＧＭ：「うん、もちろん」ミリアは明るく答えます。そして、ツヴァイの方に向いて──「せっかく会えたのに、もうお別れだね」

ツヴァイ：あぁ、そうだな。

ＧＭ：「あの時もそうだったけど、一いつ緒しよに行けなくてごめん……」

ツヴァイ：仕方ないよ。今度はラドフォード伯はく領りよう存そん亡ぼうのピンチなんだし……。ちゃんと伯はく爵しやくを守ってやれよ。

ＧＭ：「あはは（笑）。お父様なら誰だれの助けもいらないような気がするけどね」

ツヴァイ：そりゃそうだ。なにしろノーブルファーマーだしな（笑）。

ＧＭ：さすがにこの時代には呼よばれてないかと（笑）。

ツヴァイ：ちょっと先の未来に、そう呼ばれるようになるんだよっ！（一同笑）

ダイン：なんと、ツヴァイの予知能のう力りよくが発動（笑）。




　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』をご覧らん（以い下かり略やく）。




ツヴァイ：そんなことよりも、伯爵のためにも、王おう妃ひ様のためにも、お前ががんばらないといけないんだからな。

ＧＭ：「分かっている」ミリアは小さくガッツポーズを取ります。「でも……ツヴァイくんがボクのお父様やお姉様を心配してくれるなんて思わなかったよ」

ツヴァイ：ん？　なんでだ？

ＧＭ：「ツヴァイくんって、貴き族ぞくとかって嫌きらいだったでしょ？　だから……」貴族であるのを隠かくしていたことに引け目を感じているのか、ミリアの声がだんだん小さくなっていきます。

ツヴァイ：いや、ほら、貴族や王族にもいいやつもいれば、悪いやつもいるってことがミリアやクロフト伯のおかげで分かったからな。前は……悪かったよ。ミリアの前でさんざん貴族の悪口言ってたもんな──ごめん！

ＧＭ：「え、えっ！　そ、そんな謝あやまらないでよ。ツヴァイくんにそんなこと言われると──なんか調子狂くるっちゃうよ」ミリアは手をパタパタと左右に振ふります。

ツヴァイ：そ、そうか？

ＧＭ：「うん、そうだよ」そう言いながら、ツヴァイの顔をじっと見つめるミリア。

ツヴァイ：うっ！　それは耐たえられなくて横を向いてしまいそうだ（笑）。

ユンガー：じゃあ、ここら辺で口を挟はさもうか。これで永えい遠えんの別れになるわけじゃあるまいし、なにを言ってるんだ？

エルザ：そうそう。もう、ツヴァイくんもミリアちゃんもウブなんだから（一同笑）。

ＧＭ：その様子を見ていたコーレアも──「あんなに小さかったツヴァイくんにも、こんなかわいい恋こい人びとができたんですね」

ツヴァイ：恋人じゃねぇっ！　っていうか、急にコーレアが出てくるなよっ!!（一同笑）

ＧＭ：いや、コーレアもこの場にいますから（笑）。

ツヴァイ：まったく、油ゆ断だんも隙すきもありゃしない。

ＧＭ：しかし、今回はミリアはその言葉を否ひ定ていしようともせず……。

ツヴァイ：否定しろよっ！（一同笑）

ＧＭ：そんなツヴァイの突つっ込こみを、ミリアは軽く笑顔で受け流します。

エルザ：これはミリアちゃんの勝ちですね（笑）。

ユンガー：まぁ、待っている人がいれば、必ず生きて帰るぞという気持ちに繋つながるからな。けっして悪いことじゃないさ。

ダイン：しかし、死にフラグという可か能のう性せいも……。

ツヴァイ：縁えん起ぎでもないこと言うなよっ！（一同笑）

ＧＭ：そんな四人のやりとりをひとしきり笑ったあと、ミリアは真しん剣けんな顔になります。「じゃ、ツヴァイくんもちゃーんとお母さんを助けてあげるんだよ！」

ツヴァイ：それには、僕ぼくも真面目な顔で答える。




「あぁ、もちろんだ！」




　ツヴァイは親指を立てた右拳をぐっと前に出し、ミリアに向かってサムズアップを見せる。彼女も笑顔でサムズアップを返す。

　こうして、〝黄金の狼〟の四人はラドフォード伯領を離はなれ、クロフトへと向かう。

　その先に待ち受けるであろう運命に、希望と不安を感じながら……。







◆Middle 06◆思わぬ再さい会かい




ＧＭ：さて、ミリアやコーレアと別れたあと、キミたち四人はなるべく人気のない街道を選び、クロフトへと向かいます。

ツヴァイ：途と中ちゆうの検けん問もんとか大だい丈じよう夫ぶかな？

ダイン：ダルトン死し亡ぼうの報ほうが流れるのを、ラドフォード伯が防ふせいでくれているようですからおそらくは大丈夫でしょう。まぁ、急ぐに越こしたことはないでしょうが。

エルザ：変へん装そうとかした方がいい？

ダイン：ユンガー隊長はその方がいいかと思います。似に顔がお絵えなどがばらまかれると見つかる危き険けんもありますからね。

ツヴァイ：どんな変装がいいかな？

ユンガー：やっぱり女じよ装そうですよ（笑）。

一同：女装っ!?

ダイン：なぜ女装（笑）。

ツヴァイ：いや、でもそれは──イラスト的にはとてもおいしい（一同笑）。

ユンガー：無ぶ精しようヒゲを剃そって、眼鏡めがねを外して、髪かみを下ろすだけで結けつ構こういけると思うんですよ。

ダイン：確たしかに（笑）。

エルザ：ユンガー隊長が着き替がえ終わったのを見て、驚おどろくパターンですね。ほ、本当にユンガー隊長ですか？　とか（一同笑）。

ユンガー：じゃあ、その場で身体をちょっと回してスカートをひらひらさせましょう。ほう、そんなに分からないものか（笑）。

エルザ：でも、そういう格かつ好こうしてるなら言こと葉ば遣づかいも変えないといけませんね。

ユンガー：そんなに分からないものか──ですわ。

一同：そんな言葉遣いがあるかっ！（笑）

ダイン：まぁ、言葉遣いはともかくエルザが見み間ま違ちがえるくらいなら問題ないでしょう。

ユンガー：そのとおりだ──ですわ（一同笑）。

ＧＭ：では、ユンガーが女装して旅を続けるということで（笑）。まぁ、そのかいあってかどうかは分かりませんが、特にトラブルもなくクロフトに到とう着ちやくします。市壁に囲まれた町の左の方には、良質なミスリルを産出することで知られているクロフト山が見えます。

エルザ：クロフトの町もひさしぶりですね。
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ツヴァイ：一巻以来かな？　そういえば、この町の門番の買収から、エルザの伝説は始まったんだよな～（笑）。

エルザ：伝説っ!?

ユンガー：そういえばそんなこともありましたっけ（笑）。

ＧＭ：懐かしいですね～。あの時はグラスウェルズの兵士でしたけど、今はレイウォールの兵士たちが門番をしています。

ツヴァイ：（しみじみと）そう考えると、この町もいろいろ大変なんだな。

エルザ：ほらほら！　今は懐かしむよりも先に買い物ですよ！　ラドフォード伯からいただいたお金で装そう備びを調えましょう。あと、ポーションも買わないと。

ツヴァイ：なんて現実的な人だ（笑）。

ユンガー：でも、確かに新しい武器は欲しいところだからな。そういうことなら、一巻に出てきたあの武ぶ器き屋に行こう──ですわ（一同笑）。

ＧＭ：〝鋼の雷〟ですね。で、それはそれとして「ですわ」はいつまで続けますか？（笑）

ツヴァイ：矢薙さんが、これにどこまで耐たえられるか見物だな（笑）。

ユンガー：とっくにもう、つらい──ですわ（一同笑）。




　ほどほどにお願いしま～す（笑）。




ＧＭ：では、キミたちは街の入り口である門からまっすぐと延のびている大通りを歩いていきます。グラスウェルズに占せん拠きよされていた時からもう一年半ほど経たっていますので、街の様子もすっかり元に戻もどっています。

エルザ：そっか。ここに来たのってもう一年以上前なんですね。

ツヴァイ：なんか、すごい昔のような気がするな。

ＧＭ：と、キミたちが感かん慨がいに耽ふけっていると、大通りをうろついているレイウォールの兵士たちが目に入ります。アヴェルシア王国という国は、もうなくなってしまったのだということが嫌いやでも実感できる──。

一同：……。

ＧＭ：──その時、キミたちのうしろから何者かが声を掛かけてきます。「ユン……」は変装しているのか（笑）。じゃあ──「エルザ？　エルザ・ブルックスか？」

エルザ：はい？　声のする方向に振ふり向むきます。

ＧＭ：「おう、やっぱりエルザか……。ひさしぶりだな」赤い髪を短く刈り込み、髪と同じ色をした顎ヒゲを蓄えた男性が懐かしそうな声で呟きます。〝黄金の狼〟──といってもかつてのですが、副隊長をつとめていたノルベルト・ダールマンです。

一同：副隊長っ!?




ノルベルト・ダールマン

　かつてユンガーたちが属していた傭よう兵へい隊の副隊長。四人と別れたあと、新たな傭兵隊〝狼の牙きば〟を結成した。『アルディオン大陸ガイド』65ページも参照のこと。
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ダイン：副隊長もおひさしぶりです。お元気でしたか？

ＧＭ：「その言い方はもう止めてくれないか。〝黄金の狼〟の名はお前たちが引ひき継ついだのだからな。まぁ、最近は〝黄金の狼〟を語る盗とう賊ぞくどもが跋ばつ扈こしているとの噂うわさもあるが」

一同：ぎくっ！（笑）

ツヴァイ：そ、そんなことよりも副隊長はなぜここに？

ＧＭ：「あのあとクロフト伯の勧すすめで新しい傭兵隊を結成したのだが……」

エルザ：〝狼の牙〟ですね。

ＧＭ：「あぁ。だが、アヴェルシアがレイウォールの属ぞく領りようになり、このクロフトにも代官が派は遣けんされてきてからどうにも肩かた身みが狭せまくてな。クロフト伯のご子息を連れて、ルーパスディルへと戻もどることにした」ちなみにクロフト伯の息子は、のちにフェリタニア王国が建国された時、クロフトに戻って領りよう主しゆに返かえり咲ざいています。

ユンガー：へぇ～。

ダイン：こんなところにも歴史が（笑）。

ＧＭ：とまぁ、ノルベルトはそこまで説明したあとに聞いてくるわけですが──「それで、隊長のユンガーはどうしている？」

一同：うわっ！　そう来たかっ!!

ＧＭ：当然です。ここにユンガーはいないわけですから（笑）。

ユンガー：今女装していますからね（笑）。

エルザ：え、えーっと──隊長は別行動中で……こちらには来てないんですよ（あせあせ）。

ツヴァイ：そ、そうなんだよ。

ダイン：そ、そのとおりです。

ユンガー：……。

ＧＭ：「ほぉう……」ノルベルトはエルザ、ツヴァイ、ダインと順番に視し線せんをやり、そして最後にユンガーをじっと見つめます。

ユンガー：ばれたか？（笑）

エルザ：ど、どうでしょう（苦笑）。

ＧＭ：「ところで……」

一同：はいっ！

ＧＭ：「この美しいエルダナーンの女じよ性せいはどなたかな？」（一同笑）

一同：おいっ！（笑）

ダイン：どうやらばれてないようです（笑）。

エルザ：えっと──四人だと戦力が心こころ許もとないのであっちの方で……。

ＧＭ：あっちの方？（一同笑）

ユンガー：なんという適てき当とうな言い方（笑）。

エルザ：えぇっ！（慌あわてながら）じゃ、じゃあ、あっちの方にある町で新しく参加した、傭兵の人なんですよ。




　ほとんど変わってませんが（笑）。




ＧＭ：「そうでしたか。私わたしは彼かれらがかつて所しよ属ぞくしていた傭兵隊で副隊長をつとめていたノルベルト・ダールマンと申す者です。これからも彼らのことをよろしくお願いします」ノルベルトはユンガーに握あく手しゆを求めてきます。

ユンガー：じゃあ、それに応こたえて手を握にぎります。こ、こちらこそよろしくお願いします──ですわ（一同笑）。

ＧＭ：そんな感じでしばらく四人と立ち話をしていると、ノルベルトが思い出したように話を切り出します。「そういえば、半年ほど前だったかな。カテナ隊長と遇ったぞ」

一同：おっ！

ツヴァイ：それで隊長はどうでした？　お元気でしたか？

ＧＭ：「そうだな。なにやら大変なことを抱かかえているという様子だったな。協力を申し出たんだが断ことわられた。私たちを巻まき込こむわけにはいかないと言ってな」

エルザ：それで隊長はどちらへ？

ＧＭ：「グラスウェルズにいる知り合いの騎き士しを頼たよると言っていた。バルムンクが大国の中ちゆう枢すうに潜もぐり込こんでいるのは間ま違ちがいないと言ってな」

ダイン：レイウォールに戻るのはムリなので、グラスウェルズということですか。

ツヴァイ：それで、その騎士って……。

ＧＭ：「幻竜騎士団のゼパ・フリンジコルトだ」

一同：やっぱり───っ！（笑）




ゼパ・フリンジコルト

『ブレイク』シリーズに登場するＰＣのひとりで、ネヴァーフのナイト。

　彼の防ぼう御ぎよ力りよくには定てい評ひようがあり、ＧＭ（カテナ）もなんども命を救われている（笑）。禿とく頭とうに彫られた〝愛〟の刺青いれずみがチャームポイント。
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ＧＭ：「彼がまだ傭兵だった頃ころにともに戦ったことがあるが、私も幾いく度どとなく命を助けてもらった。なぜか今は幻竜騎士団に所属しているようだが、彼とは戦いたくない──そう思える戦士のひとりだ」

ツヴァイ：ほーんと、ダメージが通らないもんな（笑）。

エルザ：さすがゼパさま（笑）。

ＧＭ：とゆーぐあいに、カテナはグラスウェルズに向かって、そこで白竜騎士団団だん長ちようのエゼルバルド・バイゴットに気に入られて、白竜騎士団に入にゆう団だんすることになります。

エルザ：でも、エゼルバルドって、絶ぜつ対たいにカテナのこと知っていて入団させていますよね？

ツヴァイ：うん。レイウォールの貴族であることは知らなくても、〝黄金の狼〟の団長だったことくらいは知ってそう。

ダイン：敵てきとか味方とか気にしなさそうですからね。「お前、〝黄金の狼〟のカテナだな？　よし入団しろ」とか言いかねない。それに個こ人じん的てきにご執しゆう心しんだったし（笑）。

ＧＭ：『ブレイク』の一巻で、デートに誘さそわれていましたから（笑）。でも、彼のおかげでゴーダ伯と接せつ触しよくができて、バルムンクの情じよう報ほうを入手できるようになったわけですが。まぁ、この辺りのくだりはぜひ『ブレイク』を読んでくださいということで（笑）。

ユンガー：じゃあ、そろそろスミスさんのところに向かいますか？

ダイン：そうですね。それでは、そろそろ失礼いたします。

ＧＭ：「おぉ、引ひき留とめて悪かったな。もし、ルーパスディルの近くまで来ることがあったらぜひ立たち寄よってくれ。あそこは、今でもお前たちの故こ郷きようなんだからな」

エルザ：ありがとうございますっ！







◆Middle 07◆ミスリルの輝かがやき亭ていにて




ＧＭ：では、次は武器鍛冶のスミスさんですね。彼の工房〝鋼の雷〟に四人が入ると、店の奥からはハンマーが金属を叩く音、そして弟子を叱るスミスさんの怒声が聞こえてきています。

エルザ：こんにちは～。

ＧＭ：「おぉ～、エルザちゃんじゃないか。ひさしぶりじゃの！」店の奥から立派な顎ヒゲを蓄えたネヴァーフの老人──スミス・ダルデインが作業着のまま出てきます。

エルザ：ごぶさたしていま～す。お元気でしたか？

ＧＭ：「相変わらずじゃよ。支し配はいする者が変わっても、わしらは暮くらすために働かなければならんからの。で、今日はどのような用よう件けんかな？」

エルザ：それはもちろん、装備を買いにきたんですよ！（にっこり）




「やっぱりダインくんの鎧よろいじゃないですか？」

「ダインが落ちると終わりだもんな～」

「お金があまったらでいいからマジカルチェインを買って欲ほしいんだけど」

「これどうします？」

「なに？」

「ゴーレム爆ばく弾だん（前回に出たゴーレムマヒ弾だんのことらしい）」

「あれ、まだあったのか！（一同笑）」




　とまぁ、『アイテムガイド』をひっくり返しながら、さまざまなアイテムを購こう入にゆうしていく四人。その結果──。




▼ユンガー

　雷らい鳴めいの弓　　　　　→　ラシールの魔ま弓きゆう（ただし、雷鳴の弓は売らずに所持品に）

▼エルザ

　奥おう義ぎ書しよ　　　　　　→　理知の宝ほう玉ぎよく

▼ツヴァイ

　フェザーアーマー　→　マジカルチェイン

▼ダイン

　ミスリルクローク　→　祝福の鎧




　となり、さらにポーションを数本と生命の呪符（ダイン用）を購入した。

　そして、その夜──。




ＧＭ：日が暮くれると街の門が閉しまってしまいますので、すぐに出発することはできません。一ひと晩ばんはクロフトに泊とまることになります。

ユンガー：まぁ、それは仕方ない。どこかに宿を取ろう。

ダイン：エルザさんには申しわけありませんが、大部屋にしましょう。

ツヴァイ：いつ襲しゆう撃げきがあるか分からないもんな。

エルザ：分かってます。傭兵としては、ベッドで寝ねられるだけでも贅ぜい沢たくですから（笑）。

ダイン：では、以前にも訪おとずれた〝ミスリルの輝き亭〟に行ってみましょう。

ＧＭ：レイウォールの支配下にあるとはいえ、街道の要所であるクロフトの酒場はいつもの賑わいを見せています。

エルザ：すみませ～ん。宿をお願いしたいんですけど[image: ][image: ]。

ＧＭ：「いらっしゃい！　おぉ～、あんた方か！　あの時は世話になったな」クロフトを解かい放ほうしてくれたキミたちのことを覚えていた店の親父のエリックが出で迎むかえてくれます。

ユンガー：大部屋をひとつお願いしたいのだが……。

一同：ですわ！（笑）

ユンガー：うわっ！　忘わすれてた。ひとつお願いしたい──ですわ（一同笑）。

ＧＭ：「あんた方なら大だい歓かん迎げいだよ。ちょうど部屋がひとつ空いている。一泊ぱくひとり10Ｇのところ、半はん額がくでいいぞ」

エルザ：あ、ありがとうございま[image: ][image: ]すっ！

ユンガー：なんてうれしそうなんだ（笑）。

エルザ：だって半額ですよ、半額っ！　ありがとうございます、エリックさんっ!!

ツヴァイ：でも、たった20Ｇしか安くならないんだよ（笑）。

エルザ：20Ｇだって立りつ派ぱなお金です。１Ｇを笑う者は１Ｇに泣くんです!!（きっぱり）

ダイン：さすがは商人の娘むすめ（一同笑）。

ＧＭ：「ただ、食事はうちで食べてくれよ。じゃないと、こっちもあがったりだからな」

エルザ：もちろんです！　それじゃあ、お世話になりますね。

ＧＭ：「おうっ！　ゆっくりしていってくれ」とゆーことで、部屋の確かく保ほに成功しました。

ユンガー：よし、さっそく部屋で休むとしよう。

ダイン：分かりました。ただ、念のために寝ねる時は見み張はりを立てた方がよいかと……。

ユンガー：そうだな。エルザ、ツヴァイ、ダイン、私の順でいいだろう。明日は街の門が開くと同時に出発しよう。長なが居いは無用……。

ＧＭ：と、キミたちが翌よく日じつの計画を話していると──コンコン。扉とびらをノックする音が聞こえてきます。

一同：！

ユンガー：（小声で）ツヴァイ！

ツヴァイ：（親指を立てて）扉の横に張はりついて魔導銃キヤリバーを構かまえる。

ダイン：では、私が扉を開けましょう。エルザさんは物もの陰かげに隠かくれてください。

エルザ：分かりましたっ！

ダイン：全員の準備ができたところで、ゆっくりと扉を開けます。ギィ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：と、その扉の向こうにはひとりの男が立っています。その男は軽く手を挙げるとこう言います。「やっほ[image: ][image: ][image: ]」（一同笑）

一同：か、軽っ!!

ダイン：ど、どなたですか？

ＧＭ：「嫌だなー、もう忘れちゃったんですか？　サイモンですよ、サイモン！」と、神官衣に身を包んだ金きん髪ぱつの美形がそこに（笑）。

ユンガー：サイモン？

ダイン：なんで彼がここにいるんですか？

ツヴァイ：やっぱりお前がバルムンクなんだなっ！

ＧＭ：「ち、ち、ちっ！」人差し指を口の前に当てて左右に振ふるサイモン。「悪いけど、オレはバルムンクじゃないよー」

ツヴァイ：それは嘘うそつきが嘘うそをついてないって言うようなもんだっ！

ＧＭ：「なるほどー。そういう考え方もあるか……。あはははは、こりゃ困こまったなー。で、ユンガーはどこ？」

一同：はぁっ？

ＧＭ：「いや、美しいお嬢じようさんがふたりいるのは分かるんだけどさぁー……あれ？　〝黄金の狼〟にエルダナーンのお嬢さんっていたっけ？」

ツヴァイ：お前の目は節ふし穴あなかっ!!（一同笑）

ＧＭ：「え？」ユンガーの顔に、ずずっと顔を近づけるサイモン。「げぇ───っ！　ユ、ユンガーかよっ！　お、お前ってやつは──」

ユンガー：？

[image: ]

ＧＭ：「そういう趣しゆ味みがあったとは知らなかった」

ユンガー：違ちがうわっ！（一同笑）

ＧＭ：「分かった、分かった。どんな趣味だろうが、オレはいつまでもお前の友人だからな。安心していいよー」うんうんとサイモンはうなずいています。

エルザ：ところで、サイモンさんってなんでバルムンクのこと知ってるんですか？

ＧＭ：エルザの発したバルムンクという言葉に、軽けい薄はくそうなサイモンの表ひよう情じようが引ひき締しまります。「今回のことは、本当にすまなかったと思っている」

ツヴァイ：そんなふうに態たい度どを変えればすむと思っているのかっ!?

ＧＭ：「そんなことは思っていない。しかし、今ラドフォード伯にいなくなられては困こまるんだよ。彼の力はまだまだ必要だからね」

エルザ：三年後に大だい活かつ躍やくしますしね（笑）。

ＧＭ：「それに、オレはキミたちに協力を申し出ることができる」そう言うと、サイモンは左手をゆっくりと持ち上げます。その指には銀色の指輪が輝かがやいているのが見えます。

ユンガー：指輪？

エルザ：もしかして……サイモンさんって、ノーデンスなんですかっ!?




ノーデンス

　エストネル王国のエル・ウォーデン王に仕える密偵、およびその組織の名称。

　エストネル王国はアルディオン宗主──統一帝を決定する権限を持つ国家である。ノーデンスはエル・ウォーデン王に成り代わり、統一帝に関するおふれを諸国にふれ知らす任を担う密使だが、それ以外にも諜報活動などを行なっているという噂もある。

　黒のローブ、エストネル王家の紋章が刻まれた角笛と印章指輪がノーデンスの証である。




ツヴァイ：すごっ！　銀色の指輪だけで分かるのかっ!!（笑）

エルザ：あっ！　す、すみません。リプレイに参加するのが決まってから、ルールブックとか『アルディオン大陸ガイド』とかいろいろと読んで勉強してるもんで……エルザ的には知っていたらまずいですか？

ＧＭ：いえいえ、ノーデンスの指輪──銀の印章指輪については、『アルディオン大陸ガイド』でＰＣが知っていてもいい情報としてちゃんと載のっていますから、なんの問題もありません。とゆーか、そこまで知っているのにこっちの方が驚おどろきです（笑）。

エルザ：よかった[image: ][image: ]。ああいう細かい設せつ定ていって好きなんですよね。商しよう売ばい柄がら何かに使えるかもっ！　とか思って、つい読み込んじゃうんですよ（笑）。

ツヴァイ：ということはやっぱりこのサイモンって……。

ＧＭ：それも当たり（笑）。これはきくたけさんしか知らないことですが──「それとオレの本当の名前はサイモンじゃなくて、サイラスだ」




　ノーデンスとしてのサイラスは、すでに『アリアンロッド・サガ・リプレイ③　殺意のエトワール』に登場していたのです。もちろん、このリプレイを収しゆう録ろくしている時は発売されていませんので、きくたけさん以外のプレイヤーは知るよしもないのでした（笑）。




エルザ：えぇ────っ！　本当にサイラスさんだったのっ!!

ＧＭ：分かりやすいように偽ぎ名めいを似にた名前にしたんだけど、まさか勘かん違ちがいからずばり当てられるとは思っていませんでした（笑）。

ダイン：でも、ノーデンスって黒いローブを羽は織おって、角笛持っていませんでしたっけ？

ＧＭ：「それはエル・ウォーデン国王の密みつ使しとして活動する時の格好だから。それにあの格好はあまり好きじゃないんだよねー」おどけたように肩かたをすくめるサイラス。いつの間にか口調もいつもの感じに戻っています。

ユンガー：ということは、今回は違うというわけか？

ツヴァイ：それに協力できるってどういうことだ？

ＧＭ：「ノーデンスの役やく割わりは大きくふたつに分けられるんだよ。ひとつは誰もが知っている国王の密使として役割。もうひとつは、このアルディオン大陸の統とう一いつ帝ていというシステムを破は壊かいしようとするバルムンクに対たい抗こうすることなんだ」

ダイン：バルムンクを倒たおすことではないんですね？

ＧＭ：「もちろんそれに越こしたことはないんだけどねー。オレたちノーデンスが、バルムンクとどのくらい戦っていると思う？」

エルザ：えーっと……一〇〇年くらい？

ＧＭ：「とんでもない。もうかれこれ五〇〇年くらい戦っている」

ユンガー：五〇〇年も……。

エルザ：バルムンクは平和を邪じや魔まする存そん在ざいとして、ずっと昔からいたってことなんですね。

ＧＭ：「平和？」意外な言葉を聞いたかのように、サイラスはエルザに聞き返してきます。

エルザ：違うんですか？

ＧＭ：「オレたちノーデンスは、けっして平和の使者じゃない。この大陸を真の統一帝が治めるようになるまで、現げん状じようのシステムを守ることがその役割なんだ。戦いの中で、ウルフリックのような本当の英えい雄ゆうが現あらわれるまでね」

エルザ：戦いの中に現われる、本当の英雄……。

ＧＭ：「そのためには強力な仲間が必要だからね。ぶっちゃけ、キミたちをスカウトしに来たってわけ」

一同：スカウト？

エルザ：ノーデンスにですか？

ＧＭ：「そうそう。キミたちはバルムンクとかなり大きな関わりを持っちゃったしね」

ダイン：それは否定できませんね。

一同：うんうん（笑）。

ＧＭ：「それに〝黄金の狼〟の名前は、その筋すじの世界では伝説の盗賊〝ノーフェイス〟や、メルトランドの〝ファントムレイダーズ〟に匹ひつ敵てきするほど有名だからねー」

一同：ファントムレイダーズっ!?

ＧＭ：「メルトランドの民話に出てくる盗賊団の名前だよー。城しろを盗ぬすんだり、山を盗んだりする、荒こう唐とう無む稽けいなおとぎ話さ」とゆーことで、せっかくなので『ブレイク』に登場するファントムレイダーズの由来を考えてみましたっ！（笑）

エルザ：確かにおとぎ話にありそうですよね、そういうのって。

ＧＭ：こういうリンクの張はり方かたも面白いかなと思って。ちなみに『ブレイク』のＧＭである社長には内ない緒しよです。とゆーことで、よろしくお願いしまーす（一同笑）。

ツヴァイ：まったく社長といい、ゆーらさんといい、なんてアバウトなＧＭたちだ（笑）。




　きくたけさんには言われたくありません。




ＧＭ：「つまりー、それくらいキミたちは有名だってことだよ。もう表の世界に出ることができないくらいにね」

ツヴァイ：確かにユンガー隊長は賞金首だしな～。

ＧＭ：「だけど、ノーデンスということであればキミたちの自由は保ほ障しようできる。この指輪があれば各国の関所は自由に通ることができるし、たいていの王族や貴族に対して影えい響きよう力りよくを及およぼすこともできる。その代わりにノーデンスとして働いてもらうことになるけどね」

一同：……。

ダイン：どうしますか、隊長？

ユンガー：（真面目な声で）すぐに結論を出すことはできない。もう少し考えさせてくれないか、サイラス。

ＧＭ：「まぁー、オレも今すぐに返事をくれって言っているわけじゃーないからね。そーゆーことなら、これを渡わたしておくよ」サイラスは魔ま法ほう陣じんの描えがかれた小さな石を手て渡わたします。

ユンガー：なんだ？

ＧＭ：「転送石だよ。《テレポート》先はエストネル大だい神しん殿でんに設定されている。ハント大森林での仕事が終わったら、これを使ってエストネルまで来るといいよ」

ツヴァイ：ちっ、そこまでお見通しかよ。

エルザ：準備万ばん端たんってことですね。

ＧＭ：「それからー、これはサービスなんだけどね──」

ツヴァイ：サービス？




「ハント大森林にあるバルムンクの工房のくわしい場所を教えてあげよーか？」




　人のよさそうな笑顔を見せながら、サイラスは懐ふところから一いち枚まいの地図を出してテーブルの上に広げた。







◆Middle 08◆襲しゆう撃げき




ＧＭ：とゆーことで、サイラスからハント大森林の地図を手に入れたということで、このシーンの舞ぶ台たいはハント大森林まで飛びます。

ユンガー：じゃあ、大森林に入る前に、変装は解といておきます。

ＧＭ：了りよう解かいです。

ツヴァイ：なーんだ。今回は女じよ装そうでずっといくのかと思ってたのに（一同笑）。

エルザ：そういえば、アルくんも女装していましたね（笑）。

ツヴァイ：いや、あれは女装と言わないんじゃないかと思う。




『ドラゴンマガジン』誌しに掲けい載さいされた短たん編ぺん小説「ストレンジミッション」のこと。

　執しつ筆ぴつはファンタジア文庫で『アリアンロッド・サガ』シリーズの小説を担たん当とうしている矢野俊策で、アルが女じよ性せいに変身する薬を服用して、修しゆう道どう院いんに潜せん入にゆうするというお話であった。




ＧＭ：とゆーわけでキミたちはハント大森林の中へと分け入っていきます。森はカシワやクリといった高木が生おい茂しげっており、昼とはいえかなり薄うす暗ぐらいです。

ユンガー：青木ヶ原の樹じゆ海かいみたいな感じ？

ＧＭ：あそこまで鬱うつ蒼そうとはしてないですね。前に言ったとおり、ゴルフォードではハント大森林の木々を燃ねん料りようとしたり、革かわ鎧よろいをなめすためのタンニンを採さい取しゆしたりしているので、きちんと造ぞう林りんや間かん伐ばつされています。

ツヴァイ：森林警けい備び隊たいもいるからな。

ＧＭ：はい。ちなみに組そ織しき名めいはゴルフォード森林審しん問もん会といいます。ハント大森林は、樹じゆ木もく管理官と呼よばれている騎き士しや森番が、きちんと管理しているので、それほど歩きにくいということはないと思いますよ。

ツヴァイ：じゃあ、どんどんと進もう。早く母さんを助けないと！

ＧＭ：焦る気持ちを抑えることができずに、ツヴァイはサイラスからもらった地図にしたがって歩いていきます。

ユンガー：ツヴァイ、少しは落ちつけ！

エルザ：そうですよ。もし、バルムンクに見つかったらどうするんですか！

ＧＭ：と、エルザがちょうどツヴァイに注意した時──カサっという草を踏ふみしめる音とともに数十人の男たちが木の陰かげから姿すがたを現あらわします。

ダイン：どうやら遅かったようですね。

ユンガー：さっそくのお出で迎むかえか……。

ツヴァイ：お前らもバルムンクかっ！

ＧＭ：しかし、男たちは何も言わず──ジャキッ!!　一いつ糸し乱みだれぬ動きで一いつ斉せいに同じ動きで腰こしのホルスターから魔導銃キヤリバーを抜ぬき、二丁拳けん銃じゆうに構かまえます。

ツヴァイ：魔導銃キヤリバー？　もしかして……こいつらの顔は見える？

ＧＭ：全員、目の部分だけが開いた真っ白い仮か面めんをつけているので分かりませんね。

ダイン：バ○ログのお面みたいな？

ＧＭ：そうそうそんな感じ（笑）。あ、ただし魔導銃キヤリバーを持っている連中のうしろに、ひとりだけレールガンを持っているやつがいます。

一同：レールガンっ!?

エルザ：『アリアンロッド』の技ぎ術じゆつレベルって、ときどき分からなくなります（笑）。

ＧＭ：科学じゃなくて、錬れん金きん術じゆつですから（笑）。

ツヴァイ：そうそう。地球でいえばレールガンと同じようなものだけど、きっと原理とか構こう造ぞうとか違ちがうんですよ。

ダイン：魔ま法ほう科学！（一同笑）

ＧＭ：なんて便利な言葉。で、そのレールガンを持っているやつがリーダーのようですね。仮面も赤いラインが入っていて、ちょっとだけ飾かざりっ気けがあります。

エルザ：でも、やっぱり仮面なんですね。

ＧＭ：はい（笑）。そして、男たちは問答無用で攻こう撃げきしてきます！

ツヴァイ：ちっ！　返事もなしかよっ！




●第一ラウンド

ＧＭ：こちらは謎なぞの男たち──仮か称しようトルーパーが三グループに、リーダー──こちらの仮称はコマンダーがひとりです。エンゲージは全部別ね。

[image: ]

ツヴァイ：こっちの戦せん術じゆつはお見通しってわけか。一体ずつ倒たおすしかないってわけだな。

ＧＭ：で、【行動値】は──。




▼行動順番

　①ツヴァイ　　　（行動値13）

　②トルーパー　　（行動値12）

　③ユンガー　　　（行動値11）

　④エルザ　　　　（行動値10）

　⑤ダイン　　　　（行動値７）

　⑥コマンダー　　（行動値６）




ＧＭ：──と、なっています。それではセットアップからいきましょう！




　ここで行動の宣せん言げんをしたのは、ユンガー、エルザ、ダイン、そしてコマンダー。

　ユンガーは《ランナップ》でエンゲージから離はなれて後方へ移い動どう。そして、エルザは理知の宝玉を使用して【行動値】を上げる。さらに、続くダインがユンガーに《ヘイスト》を使用する。これで、ダイン以外は全員トルーパーよりも先に行動できるようになった。

　しかし……。

[image: ]




ＧＭ：コマンダーが《集しゆう団だん統とう率そつ》（＊）を使用します！

ダイン：うわっ！　【行動値】関係なかったっ!!

ＧＭ：ふっふふふ……。まず一グループがマイナーでエンゲージしてきて──。

ツヴァイ：げっ！　よってきたっ!!

ＧＭ：メジャーで《バッシュ》、アーンド《リバウンドバッシュ》！

ダイン：なんと！

ツヴァイ：こいつらも《ラストリゾート》持ちかよっ！

ＧＭ：一気に間合いを近づけてきたトルーパーたちが近きん接せつ戦せん闘とうを仕し掛かけてきます。命中は……（ダイスを振る）ダイス目が12なので22！

ツヴァイ：基き本ほん値高っ！　クリティカルのみかよ……（ダイスを振る）回かい避ひ失敗！

エルザ：（ダイスを振る）わたしも失敗です！

ダイン：もちろん私が避よけられるはずもない。（ダイスを振る）失敗──なので、エルザを《カバーリング》します。

エルザ：ありがとうっ！

ＧＭ：トルーパーたちはお互たがいを見ることもなく、そして声を掛かけ合あうこともありませんが、まるでお互いの行動が分かるかのような連係の取れた動きで、同時に複ふく数すうの急所へ魔導銃キヤリバーのバレルを叩たたき込こんでくるっ！　（ダイスを振る）20＋７Ｄで46！

ツヴァイ：うわっ！　いきなり三分の一近く持っていかれた！

ダイン：自分に《プロテクション》！　こちらはエルザさんの分と合わせて44点です。こ、これはかなりまずいかと……。

ユンガー：大だい丈じよう夫ぶかっ！

ＧＭ：だが、まだ二グループのトルーパーの攻撃が残っています。エンゲージしていたトルーパーたちが音もなく散開すると、その影かげから次の一群ぐんが飛びかかってくる！




　この攻撃に対しても、ひとりも回避に成功できず、トルーパーたちは48点のダメージを叩たたき出だす。

　先ほどのダメージのダイス目から、ツヴァイならまだ戦闘不能になることはないだろうと考えたダインは《カバーリング》は止め、エルザに《プロテクション》を掛かける。

　だが、かろうじて戦闘不能は免まぬがれたものの、エルザやツヴァイのＨＰは10点台まで落おち込こみ、ダインのＨＰも残り21点となってしまう。




ツヴァイ：こ、これがあと一回くるのか……。もう保もたないぞ！

ダイン：え～っと──（計算している）私がツヴァイを《カバーリング》して、エルザへの《プロテクション》にフェイトを注そそぎ込こむしかないですね。

エルザ：あとは《蘇そ生せい》ですね。

ツヴァイ：ダインのフェイトは大切だからなぁ～。できればクライマックスまで取っておきたいところだ（笑）。




　ダインのフェイトの最さい大だい値ちは６。封ふう印いんされている自動取得スキル──モンクの《インテンション》とバードの《ディスコード》を使用可か能のうにするためには、２点のフェイトを消費しなければならず、そのために一回のセッションで使用できるフェイトの数は４点となってしまうのである。




ダイン：でも、ツヴァイかエルザが戦闘不能になるのはありえないでしょう。たぶん、敵てきを倒すことができなくなる。私も倒たおれてしまうので《レイズ》も使えないし。

ユンガー：ということは《蘇生》を使うしかない？

ダイン：……おそらく。

ツヴァイ：まさか、ミドルフェイズで《蘇生》を使うことになるとは（笑）。

ダイン：まぁ、うまくいけば回避でクリティカルが出るかもしれませんし、一いち応おう《蘇生》を使うこと前ぜん提ていでいきましょう！（笑）




　とはいってもそう簡単にクリティカルが出るはずもなく、ユンガーはやむを得ず《蘇生》を使用する。

　しかし《蘇生》によってＨＰが最大値まで回かい復ふくしたおかげで、ツヴァイ、エルザ、ダインの三人はなんとか最後のトルーパーの攻撃を耐たえきる。




ＧＭ：これでセットアップが終しゆう了りようです！

ツヴァイ：よーやく、終わったか。

エルザ：先攻を取られると、やっぱりつらいですね。

ツヴァイ：だが、ここからはこっちの番だ！

ＧＭ：では、《ヘイスト》で【行動値】が20になっているユンガーから。

ユンガー：ここで《バーストブレイク》（＊）って意味あります？

ツヴァイ：《バーストブレイク》か……それはありかも。

ダイン：いえ、《バーストブレイク》はクライマックスまで取っておいた方がよいかと思います。確たしかにＨＰダメージは魅み力りよく的てきですが、《限げん界かい突破》の効こう果かを受けている時やフェイトを乗せるなどして、ダメージを底上げした方が効果が高くなりますから。

ユンガー：なるほど。さすがダイン！

ダイン：いえいえ。私の《ディスコード》を乗せるという方法もありますゆえ（笑）。




　ダインの案を受けて、エルザやツヴァイの攻撃でトルーパーを倒たおしきることができなかった場合に備そなえ、ユンガーは待機を選せん択たくする。

　そしてエルザが《マジックブラスト》で範はん囲いを広げた《ファイアボルト》を放つ！




エルザ：いきますっ！　９Ｄ＋22で……（ダイスを振る）64点の〈火〉の魔法ダメージです！

ＧＭ：エルザの持つ杖つえから放たれた炎ほのおが嵐あらしとなって、トルーパーたちを巻まき込んでいきます。だが、すべてを倒すほどの威い力りよくはありません。かろうじて数体のトルーパーが残っています。よしっ！　残ったっ!!

ツヴァイ：残りは僕ぼくに任まかせろっ!!　マイナーで《ウィング》、メジャーで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》!!　うりゃっ！（ダイスを振る）げぇ───っ！

ダイン：ちょ、ちょっと待ってっ！

ユンガー：き、きくたけさ[image: ][image: ][image: ]んっ！

エルザ：１、１、２で４ですね。

ツヴァイ：フェイトを使って振ふり直します！（ダイスを振る）び、微び妙みようだ……８だから合計で16？（苦笑）

ダイン：ちょ、ちょっとっ！

エルザ：今度は３Ｄで８ですかっ!?

ＧＭ：まぁ、こっちは《ブレットレイブ》の効果で１Ｄしか振ふれませんから……（ダイスを振る×３）うん、全員失敗（笑）。

ツヴァイ：た、助かった～。《ブレットレイブ》を取っておいてよかった[image: ][image: ][image: ]。ありがとう、《ブレットレイブ》（一同笑）。




　このツヴァイの攻撃により、トルーパーは全ぜん滅めつ。

　コマンダーがユンガーを《アーマーブレイク》＋《ホークアイ》で攻撃するもこれは命中せず、ダインの《ジョイフルジョイフル》によって再さい行こう動どうが可能となったエルザの魔法、そしてユンガーの反はん撃げきによって、コマンダーはあっけなく倒たおれた。




エルザ：今回はひさびさにピンチでしたね。

ユンガー：あぁ。しかし、こんな森の中に現あらわれるということは、こいつらはやはりバルムンクだろうな。

ダイン：ゴルフォードに住んでいるルカという錬れん金きん術じゆつ師しが言っていました。ツヴァイのお母さんのイルマは、ホムンクルスの研究をしていたと……。

エルザ：倒れているトルーパーたちを調べることってできます？

ＧＭ：できますよ。一応、ドロップ品も出ますしね（笑）。

ユンガー：じゃあ、私はゆっくりと近づいて、倒れているトルーパーの仮面を取ろう。

ツヴァイ：隊長～、仮面取るの止めませんか？　なんか、すごーく嫌いやな予感がするんだけど。

ユンガー：ツヴァイの言葉に一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしますが──。

ツヴァイ：一瞬かよっ！（一同笑）

ユンガー：いや、取る気満々ですから（笑）。カパッ！（仮面を取る音らしい）

ＧＭ：ユンガーが仮面を外すと、その下にはツヴァイによく似にた死相が現あらわれます。

ユンガー：……やはりな。コマンダーとか、他の数体の仮面も取ってみます。

ＧＭ：もちろん全部同じです。

ツヴァイ：母さん、これは一体どういうことなんだ……。心の中で呟つぶやきながら、倒れている自分そっくりの連中を呆ぼう然ぜんと見ています。

ユンガー：アイン、ツヴァイ、ドライか……。

ダイン：すると、この連中の名前はフィーアとでも言うのかもしれませんね。




フィーア

　ドイツ語で数字の４のこと。




ツヴァイ：やっぱり僕も……母さんに創つくられたホムンクルスなのか？

ユンガー：……（エルザを見る）。

ダイン：……（やっぱりエルザを見る）。

エルザ：わ、わたしですかっ!?

ダイン：いや、こういう時に主人公を慰なぐさめるのはヒロインの役やく割わりかと思って（笑）。

ユンガー：ミリアもいないし（笑）。

ツヴァイ：……（エルザを見る）。

エルザ：うっ！　な、なんかものすごいプレッシャーを感じるんですけど……（一同笑）。

ツヴァイ：（にっこりと微笑ほほえんで）お願いします（笑）。

エルザ：わ、分かりました！　ここはがんばりましょう!!

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

エルザ：ふぅ[image: ][image: ][image: ]（深しん呼こ吸きゆうをしている）。まずは、お母さんを助けにいきましょ！

ツヴァイ：母さんを？

エルザ：ん～っと、ツヴァイくんがホムンクルスだろうが、そうでなかろうが、お母さんと一いつ緒しよに暮くらしていたのは嘘うそじゃないでしょ？　ツヴァイくんがブルックス商会でお手伝いしていたことも本当のことでしょ？

ツヴァイ：……あ、あぁ。

エルザ：ツヴァイくんがイルマさんのことをお母さんと思っている気持ちがあるなら、たとえ血の繋つながりがあっても、なくても、やっぱりお母さんには変わりないと思うんだけどな。それって違うかな？

ツヴァイ：……。

エルザ：それに今、ここでうじうじと考えていても仕方ないよ。ミリアちゃんと約束したんでしょ？　お母さんを助けるって。ミリアちゃんとの約束破やぶったら、お姉さんは承しよう知ちしないんだからねっ！

ツヴァイ：なるほど、そうきますか！

エルザ：エルザはヒロインっていうよりも、ツヴァイのお姉さんって感じですから（笑）。

ツヴァイ：分かった。ミリアの名前を出されたら、立ち直らざるを得ないな（笑）。エルザさんの言うとおりか……。そうだな、まずは母さんを助けるのが先だな。

ユンガー：カテナ隊長は家族を失い、しかも兄を名乗るバルムンクに領りよう地ちを奪うばわれているのだ。それに比くらべたら、ツヴァイはお母さんがいるだけでもマシってもんじゃないのか？

ダイン：私なんて過か去この記き憶おくがありませんからね。それでも、こうやってみなさんと一緒に戦っています。

エルザ：そうそう。それでも、みんなでイルマさんを助けることに協力しているんだから、ここでツヴァイくんが折れちゃってどうするの？

ツヴァイ：じゃあ、ここでみんなの顔を見回してこう言おう。




「分かった。みんな、もう少しだけ僕に力を貸かしてくれ！」




　ツヴァイの言葉に、三人は大きくうなずいた。





（＊）《集団統率》　エネミー特殊能力。配下のモブをセットアッププロセスに行動させる。

（＊）《バーストブレイク》　ニンジャのスキル。範囲の対象にＨＰダメージを与える。









◆Middle 09◆バルムンクの工房へ




ＧＭ：さて、なんとかツヴァイにそっくりなホムンクルスたちを撃げき退たいしたキミたちは、サイラスからもらった地図に記された場所へとやってきた──のですが。

一同：ですが？

ＧＭ：そこには何もない。

一同：なにもないっ!?

ＧＭ：辺り一面、ただ生い茂る木々が見えるだけです。

エルザ：もしかして道を間ま違ちがえたとか？

ツヴァイ：サイラスに謀はかられたとか（笑）。

ダイン：いえ、彼かれが自分の正体を明かした以上、そんなことをする意味はないと思いますが。

ユンガー：ダインの言うとおりだ。（渋しぶい声で）私はサイラスを信じる。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

ユンガー：ほら、一応サイラスは恩おん人じんだし（笑）。

エルザ：でも、何もないんですよね？　ちょっと辺りを見み渡わたしてみます。

ＧＭ：では、難易度12の危き険けん感知で判定してください。

エルザ：危険感知？

ツヴァイ：トラップか？（ダイスを振る）８……なので成功！

ユンガー：私も成功した。

ＧＭ：ツヴァイとユンガーが注意深く周囲を見み渡わたすと、風景の一部に歪ゆがみがあることに気がつきます。どうやら、魔法的な何かで偽にせの景色が投とう影えいされているようですね。

ユンガー：じゃあ、その歪んだ景色の部分に手を伸のばしてみると──。

ＧＭ：ユンガーの手が触ふれた部分の空間が震ふるえると、まるで水鏡に水すい滴てきを落としたかのようにふわっと水すい紋もんのような波が広がり、それとともに偽いつわりの木々が消えていきます。

一同：おぉっ！

ＧＭ：そして、そのあとには塀へいに囲まれた建物が現われます。大きさは、学校の体育館くらいの感じですね。

エルザ：これがバルムンクの工房？

ユンガー：どうやらそのようだな。どこか入り口のようなものはありますか？

ＧＭ：高さが人の背せの二倍もあるような巨きよ大だいな鉄の扉とびらが塀に備そなえつけられています。ただ、鍵かぎは掛かけられておらず、開け放たれています。

ツヴァイ：罠わなかな？

ＧＭ：罠という感じはないですね。扉は錆さびついていますし、周囲には雑ざつ草そうが生えていて、もう何年も開あけ閉しめしていないのが分かりますから。




　さらにここでの判定によって、この工房が放置されてから一〇年近く経たっていることが分かり、そして、つい最近につけられた馬──しかも練金馬の足あし跡あとを発見する。




ツヴァイ：ザロスかっ！

エルザ：やっぱりバルムンクだったんですね。

ユンガー：まっ、そんなことだろうとは思っていたけどな。

ツヴァイ：よしっ！　じゃあ、扉のところから中に入るぜ！

ＧＭ：塀の内側に入ると、ここが放置されてから長い年月が経っていることを実感できます。壁かべの一部が剥はがれ落おちているし、塀の内側も雑草だらけです。その中で目を引く物がひとつあります。

ツヴァイ：なんだ？

ＧＭ：全高三メートル、全長五メートルほどの巨大な機械です。膝ひざの部分がうしろに曲がった二本足──いわゆる鳥足メカで、胴どう体たいの部分には巨大な砲ほう塔とうのような物も見えます。

ダイン：機械ってことはゴーレム？

ＧＭ：そうです。ただ、あちこちが錆びていて、動きそうもありません。戦車が擱坐しているようなイメージを思おもい浮うかべると分かりやすいかも。胴体部分は接せつ地ちしてしまっているので今の高さは三メートルくらいですが、足を伸ばして立つと六メートルは超こえそうですね。

一同：でかっ！

エルザ：どんなゴーレムか調べることってできます？

ＧＭ：エネミー識別でどうぞ。

エルザ：《エンサイクロペディア》を使って……（ダイスを振る）24です。

ＧＭ：24だとちょっと分からないですね。

エルザ：残念（笑）。

ダイン：じゃあ、私も……（ダイスを振る）あ！　クリティカル（一同笑）。

ＧＭ：ここでクリティカル出すかっ!?　……いや、これはこれで面白いかも（笑）。

ダイン：まぁ、出てしまったものは仕方ない。こ、これは……もしや！　キラーン☆

ＧＭ：そう、なぜかダインは知っています。見たこともないこのゴーレムを！（一同笑）

ダイン：で？　名前は？

ＧＭ：ドウラーレスストロークという巨大ゴーレムです。過去に一度だけアヴェルシア王国で目もく撃げきされていて、ダムドリングを生み出した原げん因いんとなった錬金術兵器はこのゴーレムだったといわれています。二〇〇年ほど昔の出来事です。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス①　天に月、地に剣けん』の[image: ]ページをご確かく認にんください。




ツヴァイ：いきなり襲おそいかかってくる──なんてことはないよな？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。近くを通っても動く気配はないから。機き能のうは完全に止まっているみたいですから。

エルザ：でも、グラスウェルズの兵器がなんでこんなところにあるんでしょうね。

ダイン：おそらくバルムンクが手を回したということでしょう。サイラスも言っていましたが、昔からバルムンクはこのアルディオンの歴史に介かい在ざいしていたようですから。

ユンガー：なるほどな……。だが、今はツヴァイのお母さんの方が先決だ。急いで建物の中へ入ろう。




　四人は雑草の生おい茂しげる中、建物へと向かった。

　今は動かなくなったゴーレムだけが、彼らのうしろ姿すがたを見送っていた。







◆Middle 10◆密みつ約やく




ＧＭ：さて、その頃ころ──とゆーことで、ここでもう一度マスターシーンが入ります。場所は錬金術の機械や道具などが乱らん雑ざつに置かれている広い部屋です。部屋の周囲には、なにやら液えき体たいの入った人間大のカプセルがずらりと並ならんでいます。

ツヴァイ：工房の中かな？

ダイン：おそらくそうでしょうね。

エルザ：カプセルの中って液体だけなんですか？

ＧＭ：いえ。人間のようなものが入っているのが見えますね。

ユンガー：それって……。

ツヴァイ：やっぱり、さっき戦ったトルーパーとかか？

ＧＭ：そこまでは分かりませんね。そして、部屋の中にはふたりの男。ひとりは目をつむり、瞑めい想そうしているかのように立っているアイン。そして、もうひとりはレイウォールの赤い鎧に身を包んだ騎士です。

ユンガー：ザロスですね。

ツヴァイ：じゃあ、今僕たちがいるこの工房の中というわけか。

ＧＭ：そうです。

エルザ：アインと一緒にいるってことは、ザロスはバルムンクということで確かく定ていですね。

ＧＭ：もちろん（笑）。そして、アインは閉とじていた目を開き、苦笑しながら呟きます。「どうやら、フィーアたちは足止めにすらならなかったようだね。しょせんは出で来き損そこないのホムンクルスか……」

ダイン：やっぱり、名前はフィーアだった（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。そしてアインはガラスのような光こう沢たくを持つ白い小さな石をザロスに手て渡わたします。「もうじき連中はここに来るでしょう。これを使ってください」

ユンガー：白い石？

ＧＭ：「これは、ゴルフォードのデールに渡わたした残りの一部です。しかし、この工房を吹ふき飛とばすくらいなら十分な量のはず……」

ツヴァイ：デールって──『ブレイク』に出てきた長老かっ！

エルザ：じゃあ、白い石って焔えん硝しよう石ですかっ！




　焔硝石とは、ゴルフォードで産出される卑ひ金きん属ぞくを貴き金きん属ぞくに変へん換かんする力を持つ石である。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク②　フレイムレギオン』では、デールがこの石を利用して、秘ひ密みつ兵器を造つくろうとしていた。




ＧＭ：「分かりました」焔硝石を受け取ったザロスは、一歩下がると右手を胸むねに当て軽く会え釈しやくをします。そして、うしろを振ふり向むきながらアインに問います。「では、彼かの女じよはいかがいたしましょう？」

ツヴァイ：彼女？

ＧＭ：ザロスが視し線せんを転じた場所には手しゆ術じゆつ台だいを立てたような機械があり、そこには気を失っている女性が拘束されています。

ツヴァイ：母さんっ!?

ＧＭ：そうです。年齢は三〇歳後半くらいで、ツヴァイの髪の色によく似た赤毛の女性です。病気がちのせいか少しやつれて見えます。アインはイルマをしばらく見つめたあと、吐き捨てるように言います。「研究を強要するのも、もう限界ですからね。それに〝やつ〟のことを教えてもらった以上、イルマにもう用はありません」

ツヴァイ：用はないだとっ!?

ユンガー：それに〝やつ〟って誰だ？

ＧＭ：それはこの会話だけでは分からないですねぇ（笑）。

ダイン：話の内ない容ようからすると、黒くろ幕まくとかではなさそうですね。

ＧＭ：それは今後の展てん開かいをお待ちください（笑）。「そうそう、イルマは殺しても構かまいませんが、ツヴァイだけは殺さないように注意してください」

ツヴァイ：な、なんだぁっ!?

ダイン：前回以上に、いっぱい伏ふく線せんみたいのが出てきているんですけど（笑）。

ツヴァイ：しかし、爆発物に人質ということは、今回のクライマックスは、工房が爆ばく発はつする前に脱だつ出しゆつしろとか、そんな感じか？

ＧＭ：いえいえ。もっと大変ですから（笑）。

ツヴァイ：ゆーらさんのシナリオは容よう赦しやないからな～（笑）。

ダイン：それはいえる。私なんてなんど戦闘不能になったことか……。

ユンガー：ゆーらさん、殺意高すぎ（笑）。

ＧＭ：いえいえいえ、ピアニィ役の大竹さんほどじゃないですから（笑）。

エルザ：でも～、ツヴァイくんに死なれては困こまるってどういう意味でしょう？

ツヴァイ：なら、かなりムチャしても大丈夫ってこと？（笑）

ＧＭ：それはどうでしょうね。戦闘不能になったところを拉ら致ちされたりして……（ニヤリ）。

ツヴァイ：うっ！　やっぱりムチャは止めておこう（一同笑）。

ＧＭ：とオチがついたところで、そろそろマスターシーンを終わりにしましょうか。さて、ザロスにツヴァイを殺すなと言ったアインは、さらに言葉を続けてこう言います。




「ツヴァイには、まだ死なれては困こまりますからね。〝やつ〟の軛くびきから逃れるためにも……」







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆罠わな




ＧＭ：建物の中は、外と同じようにやはり荒あれています。入り口の扉とびらの先はすぐ廊ろう下かになっているのですが、そこには壊こわれた機械類が無む造ぞう作さに積まれていたり、すぐ側の部屋の扉が外れていたり、窓まどガラスが割われていたりと、ひどいありさまです。

ダイン：我われ々われを迎げい撃げきするためのホムンクルスを敵てきが放っていたとすると、待まち伏ぶせされている可か能のう性せいは十分にあります。用心していきましょう。

ユンガー：そうだな。こんな状じよう況きようでは、どこに敵が隠かくれていてもおかしくない。

ＧＭ：しかし、キミたちを待ち受ける敵の姿すがたはありません。やがて、廊下は観音開きの大きな扉へと突つき当あたります。

エルザ：どうやらここのようですね。

ツヴァイ：じゃあ、カチャっと魔導銃キヤリバーを構かまえて突とつ入にゆうの準じゆん備びをします。

ユンガー：よし、じゃあ開けるぞ。ゆっくりと扉を開けて、中の様子をうかがいます。

ＧＭ：扉は音もなく開いていきます。部屋の様子は……説明する必要もないですね（笑）。先ほどのマスターシーンと同じです。部屋の周囲にはたくさんのカプセルがあって、中心にはイルマ──ツヴァイのお母さんが拘こう束そくされています。

ツヴァイ：か、母さんっ!!

ＧＭ：しかし、ツヴァイの必死の呼よび掛かけにもイルマは応こたえません。ただ、イルマの胸むねがかすかに動いているので、息をしているのは分かります。

エルザ：どうやら無事のようですね。

ダイン：そういえば、さっきのマスターシーンでは不明だった周囲のカプセルですが……。

ＧＭ：聞きたい？（笑）

ツヴァイ：いや、聞かなくても予想はつくから（一同笑）。

ＧＭ：やっぱり？（笑）

ツヴァイ：そんなことよりも、僕ぼく的にはやっぱり母さんが心配なので、まっさきに母さんのところへと走っていくぜ！（笑）

ダイン：（棒ぼう読よみ）ツヴァイ、いけない。これは罠の可か能のう性が[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：だが、ツヴァイはダインの制せい止しを振ふり切きって母親の下へと駆かけていく──と、そのなかばくらいまで来たところで、イルマが拘束されている機械が突とつ如じよ作動し始めます。

一同：おっ!?

ＧＭ：そして、その機械に設せつ置ちされている小さな──ティッシュボックスくらいの大きさの箱がグウィーンとうなり出すと、その表面に〝４：００〟という数字が浮うかび上あがります。そして、その数字が〝３：５９〟〝３：５８〟とカウントダウンを始めます。

一同：時じ限げん爆ばく弾だん────っ!?

エルザ：焔えん硝しよう石って、これに使われていたのっ!?

ツヴァイ：殺意たけーよっ!!（一同笑）

ＧＭ：そんなことないですよ。あらかじめ転送石を渡わたしておいたじゃないですか（笑）。

一同：そういう理由かっ!?

ＧＭ：まぁ、もちろんエストネルに行きやすくするという理由もありますが……。ちなみに、ここで転送石を使えば、即そく座ざに脱だつ出しゆつすることはできます。そしてクライマックスフェイズは終しゆう了りようとなります。

エルザ：でも、その場合……。

ＧＭ：もちろん、ツヴァイのお母さんは助かりません。それから拘束されている状じよう態たいでは、転送石の効こう果かを受けることはできないとします。

エルザ：イルマさんの拘束は解とけないんですか？

ＧＭ：ムリです。これはイルマのところまで行けば分かるんですが、鍵かぎＢというトラップが仕し掛かけられています。外すためには特とく殊しゆな鍵が必要となります。

ユンガー：じゃあ、時限爆弾を止めることは？

ＧＭ：それは可能です。時限爆弾の設置されている場所は分かっていますから（笑）。

ツヴァイ：どうどうとカウントダウンしてるもんな～（一同笑）。

ＧＭ：ただし──。

一同：ただし？

ＧＭ：時限爆弾が作動すると同時に、周囲のカプセルに設置されている機械も光を放ち出し──パリンッ！

一同：やっぱり────っ!!（笑）

ＧＭ：ガラスが割れて中から液えき体たいが流れ出し、カプセルの中からフィーア──ツヴァイそっくりのホムンクルスたちが次々と出てきます。その手には魔導銃キヤリバーやレールガンが握にぎられています。ただし、前回と違ちがうのは全員仮か面めんをつけていないということ……。

ツヴァイ：げぇ────っ！

エルザ：ツヴァイくんがいっぱいいる──っ！（一同笑）

ＧＭ：ただ、森で戦った連中に比くらべると動作が緩かん慢まんですね。それとシュウシュウと音を立てながら、身体のあちこちから煙けむりが出ています。具体的にはＨＰがちょっと低めです。

ツヴァイ：腐くさってやがる……早すぎたんだ（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、そんな感じ（笑）。とゆーことでクライマックスの戦せん闘とうを始めましょう！







◆Climax 02◆赤き騎き士し




ＧＭ：先ほども言ったとおり、ツヴァイのお母さんを助けるためには時限爆弾を解かい体たいする必要があります。これらは基き本ほん的てきにトラップ探たん知ちやトラップ解かい除じよで行ないますが、すべてメジャーアクションとなります。

ダイン：これはユンガー隊長の出番ですね。

エルザ：がんばってくださいっ!!

ユンガー：おうっ！

ツヴァイ：ということは、ユンガー隊長は爆弾の解体が終わるまで攻こう撃げきできないってこと？

ＧＭ：そうなりますね。それから現げん在ざいの時限爆弾のタイマーは〝３：００〟──つまり、三ラウンド目のクリンナッププロセスの段だん階かいで焔硝石が反はん応のうし始めます。こうなるともう解体は意味がありません。そして、四ラウンド目のクリンナップに爆ばく発はつします。

ユンガー：つまり、三ラウンド目までに解体しなければいけないわけか。

ダイン：そして逃にげる場合は、四ラウンド目に転送石を使えということですね。

ＧＭ：そういうことです。

ツヴァイ：一いち応おう聞いておくけど、もし逃げなかった場合は？

ＧＭ：死し亡ぼうとなります。

エルザ：大だい丈じよう夫ぶ！　ユンガー隊長が解体に成功すれば問題なしです。

ユンガー：任まかせろ！（笑）

ＧＭ：（ポーンを配置しながら）イルマからツヴァイまでは五メートル、さらにツヴァイから他の三人まで五メートル。そこからフィーアトルーパーまでが一〇メートルで、そのうしろ五メートルにフィーアコマンダーという形になります。配置はこんな感じで、【行動値】は前に戦った時と同じです。それでは戦闘開始！




▼行動順番

　①ツヴァイ（行動値13）

　②フィーアトルーパー（行動値12）

　③ユンガー（行動値11）

　④エルザ（行動値10）

　⑤ダイン（行動値７）

　⑥フィーアコマンダー（行動値６）




●第一ラウンド

ＧＭ：では、まずはセットアッププロセスから──。




　だが、一度戦ったことがあるという経けい験けんは、傭よう兵へいたちを有利に導みちびいた。セットアッププロセスで《陣じん形けい》を使用し、全員がイルマの場所へと移い動どうする。フィーアトルーパーの【行動値】は12。彼かれらが特殊な能のう力りよくを持っていない限かぎり、【移動力】が17となる。つまり、フィーアトルーパーはイルマのいる場所まで移動することはできないのだ。

　案の定、フィーアコマンダーは《集しゆう団だん統とう率そつ》を使用。そして、フィーアトルーパーたちはマイナーで移動し、メジャーで一いつ斉せいにユンガーを狙ねらうが、すべてダインの《カバーリング》に阻まれる。

[image: ]




ダイン：《リバウンドバッシュ》さえなければ、なんとかなりそうですね。

ツヴァイ：じゃあ、ちゃっちゃと倒たおしちまおうぜ！　マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《バッシュ》！　フィーアトルーパーを攻撃する！




　だが、ツヴァイの攻撃だけではフィーアトルーパーを倒すことはできない。モブの三分の二ほどを減らしただけに留まった。




ユンガー：では、次は私わたしの番ですね。まずは箱をトラップ探知します。

ＧＭ：了りよう解かい。自じ爆ばく装そう置ちのトラップ探知の難なん易い度どは16です。

ユンガー：16ならフェイトを使わなくても……（ダイスを振る）18で成功！

一同：よしっ！

ＧＭ：では、ユンガーはこの自爆装置に仕し掛かけられているトラップや、解除のプロセスを知ることができます。




①外そと蓋ぶたを開ける

　ただし、外蓋には鍵Ｂ、スタンボム、スティンクボム、ダブルトリガーが仕掛かけられている。なお、鍵Ｂはスティンクボムを解除するか、トラップが作動すると解除される。




エルザ：スティンクボム？

ＧＭ：解除に失敗すると、５ＤのＨＰダメージ、毒、マヒを与あたえるトラップですね。ちなみに、スタンボムはＭＰが５Ｄ減へって、さらに放心を与あたえます。

ツヴァイ：トラップのオンパレードだな（笑）。

ＧＭ：しかも、ダブルトリガーが掛かかっていますので、スティンクボムを解除する判はん定ていを二回成功させないと解除できません。




②センサーを破は壊かいする

　二〇メートル先の天てん井じように、時限爆弾と連動しているセンサーが設置されている。ただし、外蓋を開ける前にセンサーを破壊すると、時限爆弾が作動してしまう。




ＧＭ：次に時限爆弾からコードが伸のびていて、天井のセンサーに繋つながっているのが分かります。ただし、このセンサーは頑がん丈じような装そう甲こうに守られているようです。ここから先は、外蓋を開けた時に教えます。

ユンガー：まずは、外蓋を開けるわけだな。

ＧＭ：そうです。それと、箱に小さく言葉が刻きざまれています。その言葉とは──「ひとつより別れし竜の首を跳はねし者、その報むくいを受けよ」

ダイン：いわゆるリドルってやつですね。

ユンガー：どういう意味だろう？

ツヴァイ：今のところよく分かんないな。

ダイン：それよりもどうやら解体の手順が多そうなので、私はユンガー隊長に《ジョイフルジョイフル》を使用します。これで、このラウンドに外蓋を開けることができるようになりますからね。それだけでもかなり楽になるはず……（ダイスを振る）呪歌判定は成功。というわけで、ユンガー隊長、トラップ解除をお願いします。

ユンガー：任まかされたっ！（一同笑）。

ＧＭ：では、外蓋を開ける作業です。

ユンガー：スティンクボムを解除する。

ＧＭ：解除値は18です。

ユンガー：高っ！　あ、解除する前にひとつ質しつ問もんいいですか？　今、装そう身しん具ぐにつけている鷹たかの目を外して、セブン・ダブに交こう換かんするってできますか？

ツヴァイ：そっか。射しや撃げき攻撃のダメージよりも、今はトラップ解除の効果が大きい方が重要だもんな。

ＧＭ：できますよ。ただ、鷹の目は外して落とすことになりますけど。で、マイナーでセブン・ダブを装そう備びになりますね。そうしないと、メジャーでトラップ解除ができないので。

ユンガー：それでもいいです。作業終わったあとに拾いますから（笑）。

ダイン：でも、よく気がつきましたね。さすが、矢薙さん！

ユンガー：ありがとうございます！　じゃあ、セブン・ダブに装備を変えて、これでトラップ解除に＋２。さらにフェイトを１点使って……（ダイスを振る）21で成功！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：しかし、ダブルトリガーのトラップも掛かっているので、もう一度同じ判定に成功する必要があります。

ユンガー：ならば、もう一回フェイトを使って……（ダイスを振る）ギリギリ！　18で成功しました。

一同：危なっ！

ＧＭ：でも、成功は成功です（笑）。盗とう賊ぞくの七つ道具を器用に使いこなしながら、ユンガーは外蓋に仕掛けられたトラップを慎しん重ちように外していきます。そして、どうにかトラップを解除して、外蓋を開けると……。

ユンガー：カパッ！（一同笑）

ＧＭ：そこには、さらに煙草たばこの箱くらいの小さな箱があります。




③内うち蓋ぶたを開ける

　内側の箱の蓋には鍵Ａが掛かっている。さらに、センサーとも連動しており、センサーを破壊せずに蓋を開けると、時限爆弾が作動してしまう。




エルザ：こっちは先にセンサーを破壊しなきゃいけない？

ツヴァイ：なんて入り組んだ仕掛けなんだよ。

エルザ：次はわたし！　《マジックサークル》と《ファイアボルト》を使って、さっきツヴァイくんが攻撃したトルーパーを攻撃します！　（ダイスを振る）命中は20です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗！

エルザ：（ダイスを振る）ダメージは69点ですっ！

ＧＭ：くっ！　ふたりに攻撃されては耐たえることはできません。魔法の炎ほのおに包まれて、フィーアトルーパーの一グループがバタバタと倒たおれます。しかし、ツヴァイにそっくりな彼らの表ひよう情じようは変わりません。まるで痛いたみや熱さなどを感じていないかのようです。

エルザ：やりました！　倒しました────っ!!

ツヴァイ：よしっ！　……って、敵とはいえ自分にそっくりな連中を倒してそこまで大喜びされてると、気持ち的に微び妙みようなんだけど（笑）。

エルザ：えっ!?　あっ！　ご、ごめんなさいっ!!

ＧＭ：と、キミたちがそんなやりとりをしているところに、フィーアコマンダーが攻撃します。目標はダイン！

ダイン：え？　私っ!?

ＧＭ：マイナーで《アーマーブレイク》（＊）、メジャーで《ホークアイ》を使用！

ダイン：《アーマーブレイク》っ!?　やばい！　それはとてもやばいっ!!

エルザ：えっと……《ガーディアン》使います？

ダイン：《アーマーブレイク》は命中したところで効果を発はつ揮きしてしまうので、《ガーディアン》は意味がないんですよ。

エルザ：じゃあ、《インタラプト》？

ダイン：それですっ！　隊長！　す、すみません！《インタラプト》をお願いしますっ!!　ここで【物理防ぼう御ぎよ力】が下がるのはありえない。《カバーリング》できなくなります──というか、私が死ぬ（一同笑）。

ユンガー：やむを得んな。《インタラプト》を使用！　取り外した外蓋を投げる！

ＧＭ：ユンガーの投げた蓋は見事にレールガンにヒット！　銃じゆう口こうがそれて、弾だん丸がんはあらぬ方向へと射しや出しゆつ。電でん磁じ誘ゆう導どうによって加速された飛ひ翔しよう体は、工こう房ぼうの天井を突つき破やぶります。

ダイン：はっ、さすが隊長。この状況でうしろに目があるとは（笑）。

ＧＭ：しかし、ユンガーに邪じや魔まされたフィーアコマンダーは、それに腹はらを立てる様子もなく、無む表ひよう情じようのままレールガンを構え直します。さぁ、次のラウンドにいきましょうか。





（＊）《アーマーブレイク》　サムライのスキル。対象の【物理防御力】を減少させる。






●第二ラウンド

　第二ラウンドのセットアッププロセスで、フィーアコマンダーは前のラウンドと同じように《集団統率》を使用し、トルーパーたちにユンガーを攻撃させる。しかし、《アーマーブレイク》の効果を免まぬがれたダインに14点のＨＰダメージを与あたえることしかできなかった。

[image: ]




ツヴァイ：てっきりエンゲージして、《リバウンドバッシュ》を使ってくると思ったんだけど……。

ダイン：まぁ、ここでエンゲージしてしまうと、エルザに一いつ掃そうされてしまうという可能性もありますからね。それを警けい戒かいしたのでしょう。

ツヴァイ：それにまだ、ボスのザロスが出てきていないからな。戦力を温おん存ぞんしながら戦うのは、結けつ構こうつらい。

エルザ：それなら、急いでツヴァイのお母さんを助けないと！　えっと、わたしが先にセンサーを破壊していいんですよね？

ダイン：はい。お願いします。




　ユンガーを待機させないために、エルザはセットアッププロセスに理知の宝ほう玉ぎよくを使用して【行動値】を18まで上じよう昇しようさせていたのである。




エルザ：装甲で守られているって言っていましたから、《マジックサークル》は使用した方がいいですよね？

ダイン：もちろんです。

エルザ：じゃあ、マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《ファイアボルト》を使います。（ダイスを振る）うん、ファンブルじゃないので命中します。

ＧＭ：エルザの魔ま力りよくが炎の矢となって、センサーに突つき刺ささります──ダメージをどうぞ！

エルザ：（ダイスを振る）えいっ！　……10、20、えっと30、36＋22で58です。どうだっ!!

ＧＭ：センサーの物理防御力、魔法防御力は50。ＨＰは──。

一同：……。

ＧＭ：１！

エルザ：と、いうことは？

ＧＭ：エルザの杖つえより放たれたファイアボルトはセンサーを守っている装甲を一いつ瞬しゆんで熔よう解かいさせ、センサーを直ちよく撃げき、完全に破壊します。

ユンガー：エルザ、よくやった！

ツヴァイ：よ～し、ここは一気にいった方がよさそうだな。そっくりなやつらを殴なぐるのは忍しのびないが……マイナーでフィーアトルーパーにエンゲージ、メジャーは白兵攻撃で《バッシュ》！（ダイスを振る）17で命中！《ブレットレイブ》があるので、回かい避ひのダイスをマイナス一個こよろしく！

ＧＭ：くっ！（ダイスを振る）失敗！

ツヴァイ：よしっ！《ボルテクスアタック》も使用！　ダメージは……（ダイスを振る）55＋26で81点!!

ＧＭ：フィーアトルーパーの一いち団だんへと飛とび込こんだツヴァイが、両手に持った魔導銃キヤリバーを器用に回しながら、バレルや銃把などで次々とトルーパーたちをなぎ倒たおしていきます。これで二グループ目も全ぜん滅めつ！

ツヴァイ：ごめんな。倒たおれているトルーパーたちを見下ろして謝あやまっておこう。

ＧＭ：切り札を使われると、やっぱり一いち撃げきで落とされるか……。次はユンガー。鍵Ａの解除値は16です。

ユンガー：16ということは６以上か。ここはフェイトを温存して……（ダイスを振る）９！　鍵Ａの解除に成功!!　内蓋も開ける。

ＧＭ：なんなく鍵開けに成功したユンガーが内蓋を開けると、そこには白い石の入った試験管のようなガラス管が固定されています。

ユンガー：これが焔硝石か……。

ＧＭ：そして、そのガラス管の横には小さな機械があり、そこからガラス管に向かって青いケーブルと赤いケーブルが延びています。

ダイン：爆弾解体の定番っ！（一同笑）

エルザ：つまり、どっちかを切れってことですよね。

ＧＭ：アルケミストなら難易度15の錬れん金きん術じゆつ判定、それ以外のクラスの人なら難易度20の【知力】判定に成功すれば、この機械の構造を理り解かいすることができるので、どちらのケーブルを切ればいいか分かります。

ユンガー：メジャーアクションはいるんですよね？

ＧＭ：もちろん！

ツヴァイ：次のラウンドが最後だよね？

ダイン：ここで切るか、それとも調べてから次のラウンドで切るか、ということですね。

ユンガー：蓋に書いてあった言葉は？　あれがヒントになっているんじゃない？

ツヴァイ：なるほど！　どんな言葉でしたっけ？（一同笑）

エルザ：ちょっと待ってくださいね。メモしてありますので……えーっと──「ひとつより別れし竜の首を跳ねし者、その報いを受けよ」ですね。

ダイン：ひとつの竜より別れし竜……あぁ、なるほど、なるほど。そういうことですか。

ツヴァイ：えっ？　分かったのっ!?

ダイン：まず、竜の首がこのコードを意味していることは分かると思います。

エルザ：間ま違ちがった方のコード──竜の首を切ると爆発するってことですよね？

ダイン：そうです。そして、この二本のコードの違ちがいは青と赤という色。つまり、コードの色は竜の色も表わすことになります。

ツヴァイ：青と赤の竜……。

ダイン：そして最後に、このアルディオン大陸でひとつの竜より別れた竜といえば──。

エルザ：赤竜と白竜っ!!

ダイン：正せい確かくには〝深しん紅く竜〟アイン・ソフと〝純じゆん白ぱく竜〟アインですが（笑）。

ユンガー：なるほど。つまり、ひとつの竜より別れし竜の首──赤いコードを切ると、その報いを受けるというわけだな。

ダイン：正せい解かいです。

エルザ：ダインくん、すごいっ!!

ダイン：ありがとうございます。が、しかし……。

一同：しかし？

ダイン：ここで私がコードを切ると、そのあとにフィーアコマンダーの攻撃を受けて、物理防御が減ってしまうのです。

ツヴァイ：そっか！《アーマーブレイク》の攻撃がくるのかっ！

ダイン：このあとのザロス戦のことを考えると、それはそれはかなりまずいことになるのではないかと……。

ユンガー：分かった。そういうことならば、《ジョイフルジョイフル》を私に掛けてくれ。弓ならばここから移動することなく攻撃可能だ。

ＧＭ：というよりも、ユンガー以外は難むずかしいですね。ダインは攻こう撃げき力りよくが皆かい無むだし、ツヴァイはマイナーで移動しても届とどきません。エルザがマイナーで移動すればなんとか届とどくという感じですね。

ユンガー：だから、私が攻撃するしかないだろう。

ダイン：しかし、爆弾の解除が一ラウンド遅おそくなってしまいますが……。

ユンガー：じゃあ、ここでみんなを安心させるようにニヤリと笑います。まだ二ラウンド目だ。次のラウンドに解除しても十分間に合う。

ダイン：分かりました。隊長を信じましょう。

エルザ：ですね（笑）。

ツヴァイ：だな（笑）。

ダイン：では、マイナーでハイＨＰポーションを飲んで……（ダイスを振る）よし、全ぜん快かい。そしてメジャーで《ジョイフルジョイフル》を隊長に……（ダイスを振る）成功です！　隊長、お願いしますっ!!

ユンガー：任まかせてもらおう。マイナーの《ディスアピア》で隠おん密みつ状態になって、メジャーで《サプライザル》。命中は16＋４Ｄで……（ダイスを振る）31っ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗！　ユンガーが視し界かいから消え失せたことに気がつかないフィーアコマンダーは、思わぬ方向からの攻撃を避さけることができません。

ユンガー：《ブルズアイ》を使用して＋８Ｄ、さらにフェイトを２点使用！　で、鷹の目を装備していないから……24＋17Ｄです！

ツヴァイ：これなら倒たおせるかっ!?

ユンガー：ダメージは……（ダイスを振る）86点！

ＧＭ：くっ！

ユンガー：倒たおしたかっ!?

ＧＭ：劣れつ化か型でなければギリギリで倒れなかったのですが……。射いられたことにも気がつかず、フィーアコマンダーはその場に崩くずれ落おちます。

一同：やった────っ！

ＧＭ：ダインの防御力を下げるつもりで出したのに[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ダイン：いやー、危あぶないところでした（笑）。




●第三ラウンド

ＧＭ：それでは第三ラウンドを開始しましょう。時限爆弾のタイマーは〝１：００〟となり、残る敵はわずかとキミたちが思った瞬しゆ間んか─ん─背はい後ごから今までに感じたことのない、全身の毛が逆さか立だつような嫌な気配がキミたちを襲おそいます。

ツヴァイ：何か来たっ！

ＧＭ：その気配は、キミたちが入ってきた方向とは反対側にある壊れた扉の奥おくから感じることができます。やがて、その暗がりの中からゆっくりと現あらわれたのは赤い練金馬にまたがった、赤い鎧よろいの騎士ザロス。

ユンガー：ようやくボスキャラのお出ましというところかな。

エルザ：でも、前に会った時ってこんな気配してましたっけ？

ＧＭ：いえ、してません。前に出会った時とは、雰ふん囲い気きがまったく違いますね。「また会ったな。〝黄金の狼〟の諸しよ君くん」そう呼よび掛かける声は確たしかに聞き覚えのあるものですが、ザロスからはこの世の者とは思えぬ、そんな気配を感じます。

ツヴァイ：そんな余よ裕ゆうをかましていていいのか？　ここで爆発したらお前も死ぬんだぞ？

ＧＭ：「その件けんに関して貴き様さまが心配する必要はない。それに貴様は死なぬ」

エルザ：さっきのマスターシーンのことですね。

ツヴァイ：でも、僕はそんなことは分からない（笑）。ここは訊けるだけ、訊いておこう。僕が死なないって？　どこにそんな保ほ証しようがあるんだ？

ＧＭ：「私が保証しよう。だから、それ以上解体を進めるのは止めろ」

ツヴァイ：解体を止めればみんな助かるのか？

ＧＭ：ツヴァイの問いにザロスは含ふくみ笑わらいを漏もらします。「どうやら勘かん違ちがいをしているようだな。私が保証するのは貴様の命だけだ。ほかの者のことなど知らぬ」

ツヴァイ：どうせそんなことだろうと思ったよ！　なら、交こう渉しよう決けつ裂れつだっ！

ＧＭ：「まぁ、よい。命を奪うばうなとは言われているが、手足の一本や二本くらいなら構かまわぬだろう」そう言ったザロスの兜かぶとの下で、見えないはずの瞳ひとみがギンッ！　と血のように真っ赤に光ります。それとともに闇やみのように黒い気を放ち始めます。

エルザ：これって……もしかして瘴気っ!?

ダイン：ということは魔族っ!!

ＧＭ：「ほう、この大陸でも我々のことを知っているやつがいるとはな。これはなかなか楽しめそうだ」楽しそうに笑うザロスの鎧が、みるみるうちに禍まが々まがしく形を変えていき、色もまるで血のように赤くなります。ということで、戦闘再さい開かい！
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▼行動順番

　①ザロス（行動値17）

　②ツヴァイ（行動値13）

　③フィーアトルーパー（行動値12）

　④ユンガー（行動値11）

　⑤エルザ（行動値10）

　⑥ダイン（行動値７）




　そして第三ラウンドのセットアッププロセスが始まる。エルザが理知の宝玉、ダインがユンガーに《ヘイスト》を掛けて、それぞれの【行動値】を上昇させる。ユンガーも《ランナップ》でエンゲージから離れる。




ユンガー：問題は誰だれがコードを切るか──だな。

ツヴァイ：僕が切るよ。

一同：ツヴァイが？

ツヴァイ：僕の母さんだからね。間違っていた時の責せき任にんは僕が取る。それに……誰かのせいにしたくないし（笑）。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

エルザ：なんか、ツヴァイくんが成長した感じですね（笑）。

ユンガー：じゃあ、そんなツヴァイをじっと見つめて肩かたに手を乗せて言います。（真面目な声で）分かった。ツヴァイに任まかせよう。

ツヴァイ：その代わり、ちゃんと敵を倒してくださいよ。じゃないと、まじでダインが倒れちまう（一同笑）。

ダイン：それは困こまりますね（笑）。

エルザ：責任重大です（笑）。

ユンガー：あぁ、任せてもらおう（笑）。

ツヴァイ：じゃあ、ちゃっちゃと切るぜ。《カリキュレイト》を使用！　メジャーで青いコードを引きちぎる！　止まってくれっ!!

ＧＭ：ビシッ！　ツヴァイが強く握にぎった青いコードは、かすかな抵てい抗こうをみせますがあっけなくガラス管から外れます。

ツヴァイ：どうだっ!?

ＧＭ：ツヴァイが箱に表ひよう示じされているタイマーに視し線せんを移うつすと──カウントダウンは〝０：２２〟となっている。そして、そこから進むようすは──ありません！

一同：やったあぁぁぁぁ─────っ!!

ツヴァイ：と、止まったぁ……。

エルザ：やりましたねっ！

ユンガー：安心するのはまだ早いぞ。目の前の敵を倒してからにしろ。

ツヴァイ：そ、そうだった。まだ、ザロスが残っているんだっけ。

ユンガー：ここは確かく実じつにダメージを与えておこう。ユンガーの新しん必ひつ殺さつ技わざ！《バーストブレイク》！　もちろん目標はフィーアトルーパーです。

ツヴァイ：おっ！　隊長が見たこともない新しい技を！（笑）

ダイン：ニンジャの自動取得スキルですね。

ＧＭ：ユンガーが印を組むと当時にフィーアトルーパーの足下が真っ赤に染そまり──チュド[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン！　大だい爆ばく発はつを起こします！　吹ふき飛とぶトルーパーたち！

ユンガー：（ダイスを振る）34点のＨＰダメージです。

ＧＭ：やっぱりＨＰダメージは痛いたい。七割わり方がたのトルーパーが倒れます。

エルザ：これなら《マジックフォージ》を使わなくてもよさそうですね。《マジックサークル》と《ファイアボルト》で、フィーアトルーパーを攻撃します！




　このエルザの魔法により、フィーアトルーパーは全滅。残るはザロスのみとなった。




ツヴァイ：これで残るはお前だけだっ！

ＧＭ：「ふっ、こちらこそこれで心置きなく戦えるというもの」ザロスは左手に持っていた両手剣けんを前に突つき出だすと、右手で柄つかを握にぎるとゆっくりと剣を鞘さやから引ひき抜ぬきます。

ユンガー：心置きなく戦える？　どういうことだ？

ＧＭ：「大おお勢ぜいで弱者をなぶるなど、騎士の風上にも置けぬ振ふる舞まいだからな」そう言って、ザロスは鞘を地面に落とします。実はこのザロス、ほかにエネミーがいると攻撃しないんですよ。騎き士し道どうに反するということで。

一同：攻撃しない？

ＧＭ：その代わり、この鞘の効果で受けたＨＰダメージが半分になる《鞘の護まもり》というエネミー特殊能力を持っています（笑）。

ツヴァイ：げっ！

ＧＭ：まぁ、その能力を使うことはなかったんですが（笑）。さて、それではザロスの行動になります。マイナーで移動、メジャーで《ラッシュ》（＊）！

ツヴァイ：やっぱり《ラッシュ》かっ！

ＧＭ：「我わが一撃、受けてみよ！」魔ま法ほう使つかいのエルザに攻撃！（ダイスを振る）ちょっと低いか。20で命中です。

エルザ：それで低いんですかっ!?（ダイスを振る）回避できません！

ダイン：もちろん《カバーリング》！

ＧＭ：ダメージは23＋４Ｄに《ラッシュ》の＋27があるから50＋４Ｄ！　練金馬の突とつ進しんを活かして大きく振ふりかぶった両手剣の一撃が、エルザの前に割わり込こんだダインへと襲おそいかかります。（ダイスを振る）64点の物理ダメージ！

ダイン：自分に《プロテクション》！（ダイスを振る）防御力と合わせて38点軽けい減げんして、26点のＨＰダメージです。この程てい度どの攻撃なら、なんとか耐たえられそうですね。

ＧＭ：「ほう。この一撃を受け止めたか。だが、次はどうかな？」エルザの前で盾たてをかざしているダインを、あざ笑うかのように挑ちよう発はつするザロス。

ダイン：そんな挑発には乗りませんよ（笑）。とはいえ、そうなんども受けることができるわけでもなし。ここはエルザさんに早めに倒していただきましょう。マイナーでハイＨＰポーションを飲んで、《ジョイフルジョイフル》を使用！

エルザ：はいっ！《マジックサークル》＋《ファイアボルト》！（ダイスを振る）命中は23です！

ＧＭ：ふっ、ナイトは回避などに頼たよらんっ！（ダイスを振る）げっ！　ファンブル！

エルザ：やった────っ！　一気にいきますよ。《リゼントメント》を使います！　さらにフェイトも４点使って、これでダメージは15Ｄ＋99です！

ツヴァイ：なんだ、そのダメージは（笑）。

エルザ：でも、《リゼントメント》は一回しか使えないし、ＭＰは０になりますから（笑）。

ダイン：こっちのＭＰもあと19点なので、《祝福》を使うにはいいタイミングかと（笑）。

エルザ：じゃあ、いきます！（ダイスを振る）えっと……[image: ]点ですっ!!

ＧＭ：ダインに気を取られてしまい、思わぬ不覚──ファンブルしてしまったザロスに、もはや矢とは呼よべぬほどに巨きよ大だいな炎が直撃します！　が、ザロスは左ひだり腕うでを振ふり払はらうだけで、身にまといついた炎を消し去ります。

一同：なんだってっ！

ＧＭ：《インヴァルネラブル》（＊）を使用！　ＨＰダメージを０にします。

エルザ：えぇ───っ！

ＧＭ：「さすがは〝炎の申し子〟。だが、この程度の炎で私を倒せると思わないことだ」ザロスの声には、余裕さえうかがえます。さぁ、次のラウンドです！





（＊）《ラッシュ》　ナイトのスキル。騎乗状態の時のみ使用でき、【移動力】の値だけダメージが増加する。

（＊）《インヴァルネラブル》　ナイトのスキル。自分が受けたダメージを０にする。






●第四ラウンド

　そして、第四ラウンドのセットアッププロセス──。




ＧＭ：「では、私も本気を出させてもらおう」ザロスは《グランディア》を使用します。これで武ぶ器き攻撃が＋15！

ユンガー：ならば、こちらも本気を出そう。ギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》を使用します！

エルザ：ここは先手必勝ですね。理知の宝玉を使います。

ダイン：では、ここが勝負ですね。《ファイトソング》をエルザさんに掛けて、《リゼントメント》を復ふつ活かつさせます。またまた、メロディちゃんと一いつ緒しよに合唱。ぼえぇ[image: ][image: ]（一同笑）。

エルザ：ありがとうございますっ！（笑）

ＧＭ：「バカなっ！　魔法使いに再ふたたび魔力が戻もどってきているだとっ！　させるかっ!!」と、剣を振ふり上あげますが……理知の宝玉でエルザの方が先なんですよね（一同笑）。

ツヴァイ：おっと！　その前に露つゆ払はらいはさせてもらう。《カリキュレイト》で割り込んで、マイナーでザロスにエンゲージして《エクシードショット》で攻撃する！（ダイスを振る）くっ！　低いっ!!　フェイトで振り直し……（ダイスを振る）げっ！　変わらねぇ────っ!!　《限界突破》の分を足しても19かよ。

ダイン：三個振って、二回とも６とは……。

ユンガー：ひどすぎる（笑）。

ツヴァイ：ここまで悪いと、もはや幸運のペンダントも意味なし（笑）。

ＧＭ：それでも、《ブレットレイブ》の効果でこっちは避さけられません。１Ｄで11以上はムリ（一同笑）。

ツヴァイ：よしっ！（笑）

ダイン：では、ここに《ディスコード》も使ってしまいましょう。（ダイスを振る）ダメージに30点追加してください。ぼぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ツヴァイ：サンキューッ！　フェイトを３点使って……（ダイスを振る）げっ、７かよっ！　なんでこんなにダイス目が悪いんだよっ！

ダイン：いや、これ悪いってレベルじゃないって（笑）。

エルザ：五個振って、１が三つに２がふたつですもんね。

ユンガー：その前の命中は二回連続で三個振って６ですし……。

ツヴァイ：せ、責せめないでくれ[image: ][image: ]（笑）。えっと、[image: ]点のダメージね。

ＧＭ：ツヴァイの魔導銃キヤリバーがうなりあげると、すさまじい轟ごう音おんと共に弾丸が撃うち出されます。限界を超こえた一撃は見事ザロスの鎧をうがちますが、魔導銃キヤリバーはその反動に耐たえきれずにその機き能のうを停止してしまいます。

ツヴァイ：《テンポラリリペア》を使用……っと、ＭＰが足りないじゃん！　隊長、《祝福》をお願いしますっ！

ユンガー：仕方ないな。承しよう認にんしよう（笑）。ポンッ！（ハンコを押おす音らしい）

ツヴァイ：ふぅ～、危あぶなく修しゆう理りできないところだった（笑）。

エルザ：次は私ですね。もう一度、《リゼントメント》を使用しますよ[image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：「くっ！」死とは無む縁えんのはずの魔族であるザロスが思わずあとずさります。

ツヴァイ：（ナレーション風に）ザロスはエルザの笑顔になぜか恐きよう怖ふを感じた（一同笑）。

エルザ：なんてこと言うんですかっ！（笑）

ツヴァイ：いや、[image: ]よし村むらさんがすっごくうれしそうだったから（一同笑）。

エルザ：そ、そんなことないですよぉ～。（ダイスを振る）命中25です！

ＧＭ：それはクリティカルだけ……（ダイスを振る）失敗です！




　再び炎の嵐あらしがザロスに襲おそいかかる。

　エルザの魔法に一度は耐たえたザロスであったが、《インヴァルネラブル》を使ってしまった以上、二度目を防ふせぐことはできない。[image: ]点ものダメージを受けてしまう。

　だが、それでもまだザロスを倒たおすことはできない。




ＧＭ：「不覚……同じ攻撃を二度も受けてしまうとは」肩で息をしながら必死に苦く痛つうに耐えるザロス。「だが、これしきのことではまだ倒たおれん！」ザロスは再びエルザに剣を振ふり下おろします。マイナーで《ブレイクスラッシュ》（＊）、メジャーで《ラッシュ》！

ダイン：《プロテクション》が使えないっ！

ツヴァイ：がんばって避よけるんだっ！

エルザ：そんなのムリです！

ＧＭ：（ダイスを振る）おっ！　クリティカル！

一同：なんだってっ！

エルザ：クリティカルなんて出せませんよ！　クリティカル、クリティカル……えいっ！（ダイスを振る）ダメです！

ダイン：くっ！《カバー……

エルザ：あっ！　この攻撃に《ガーディアン》って使えます？

ＧＭ：うわっ！《ガーディアン》が残っていたんだっけっ！

エルザ：はい（笑）。

ツヴァイ：《ガーディアン》はダメージを軽減するスキルじゃなくて、ダメージを０に変へん更こうするスキルなので使えます（笑）。

エルザ：じゃあ、《ガーディアン》を使います！

ＧＭ：うぅ……。ザロスの攻撃はエルザに届きませんでした。本気で忘れてたわ（笑）。

ダイン：しかし、これで私の《プロテクション》は意味がなくなりましたね。ザロスの攻撃力を考えると、長引けば長引くほどこちらが不利になります。

ツヴァイ：こちらの切り札は何が残っているっけ？

ユンガー：《サドンインパクト》があります。

エルザ：《マジックフォージ》です。

ツヴァイ：あとは《エクシードショット》か……。このラウンドに行動できるのは、ユンガー隊長とダイン？

ダイン：そうですね。でも、私は《ジョイフルジョイフル》を使うことになるでしょうから、エルザさんが攻撃できます。

ユンガー：とりあえず、このラウンドはやれるだけやってみよう。私とエルザの攻撃で倒すことができれば、それに越こしたことはないからな。




　だが、ユンガーとエルザがザロスに与あたえたＨＰダメージは合計で[image: ]点。ザロスは満まん身しん創そう痍いながらも、いまだ騎乗にあった。

　そして戦いは第五ラウンドへと突入する。





（＊）《ブレイクスラッシュ》　ナイトのスキル。《プロテクション》などダメージを軽減するスキルの効果を受けなくする。






●第五ラウンド

ユンガー：これで残るはツヴァイの《エクシードショット》だけ？（ツヴァイを見る）

ダイン：しかも《限界突破》が切れてますからね。ここでさっきのようなダイス目が出ると、おそらく誰かが沈しずみます（ツヴァイを見る）。

エルザ：責任重大ですね（ツヴァイを見る）。

ツヴァイ：そんな目で見ないでくれよう（一同笑）。

ＧＭ：さて、それではセットアップにいきますか。ザロスはまたしてもセットアップにスキルを使用します。

ツヴァイ：あれ？《グランディア》はシーン持続じゃなかったっけ？

ＧＭ：え？　あ、ここで使用するのは《パンプアップ》です。これで、さらに攻撃力が＋10されます（笑）。

一同：また上がったっ!!

ユンガー：ここはなんとかして、ツヴァイに当ててもらわないとな。

エルザ：そうですね。

ユンガー：さぁ、一年間の成長の証を見せてくれ（一同笑）。

ツヴァイ：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。キャラクター的には成長しているんだけど、ダイス目の方がちょっと都合悪くて（笑）。




　どんな都合ですか。




ダイン：……いや。なんとかなるかもしれませんよ。

一同：えっ!?

ダイン：私もセットアップでスキルを使用します。一応、エルザさんも理知の宝玉をお願いします。ツヴァイがザロスを倒せなかった時のフォローになりますんで。

エルザ：わ、分かりました。

ＧＭ：では、セットアップの処しよ理りに入ります。まずザロスが《パンプアップ》を使用！　これで白兵攻撃のダメージに＋10されます。

エルザ：じゃあ、理知の宝玉を使います。【行動値】が18になりました。

ダイン：そして私が自分に《ヘイスト》を使用！（ダイスを振る）判定は成功。そして、ここにフェイトを３点注そそぎ込こんで……（ダイスを振る）よしっ！　これで【行動値】が25になりました。これで私が最初に動けますね。

ツヴァイ：そういうことかっ!!

ＧＭ：え？　……うわっ！　そうか、その手があったのかっ!!

ダイン：ええ。そして《フェイス：アーケンラーヴ》を使用。もちろん目標はツヴァイ！

エルザ：あっ！

ユンガー：なるほどっ!!

ダイン：念のために魔ま術じゆつ判定にフェイトを１点使って……（ダイスを振る）成功！　これで、ツヴァイの次の攻撃は絶ぜつ対たいに命中しますっ!!　さぁ、次のイニシアチブプロセスで《カリキュレイト》をお願いします。

ツヴァイ：分かったぜ！《カリキュレイト》を使用！　そしてマイナーで《デスターゲット》、メジャーで《エクシードショット》！　取っておきをくれてやるぜっ！（ダイスを振る）命中は11！　よしっ！　ファンブルじゃないっ!!

ＧＭ：《フェイス：アーケンラーヴ》が掛かっているので、その攻撃に対してザロスはリアクションを取れません。「くっ！　どうしたことだ！　か、身体が動かんっ!!」

ダイン：これこそ神の力、神の加か護ごです。神々の王たるアーケンラーヴの力、その身に味わいなさい！

ツヴァイ：ダメージに残りのフェイトも注ぎ込んで……（ダイスを振る）落ちろっ！　ダイス目は17！　合計でぴったり90点っ!!

ＧＭ：「ぐわあぁぁぁぁぁぁぁ────っ！」




　ツヴァイは再び魔導銃キヤリバーのリミッターを外した。応おう急きゆう修理を施ほどこしただけの魔導銃キヤリバーにさらに負荷を掛けてしまっては、もはやしばらくは使い物にならないだろう。

　だが、ツヴァイは躊ちゆう躇ちよせずに魔導銃キヤリバーのトリガーを引いた。銃口が跳はね上あがるほどの衝しよう撃げきとともに、一発の銃弾が神の戒いましめによって捕とらわれたザロスに向けて放たれる。それは、けっして外れることのない一撃。

　とてつもない威い力りよくを秘ひめた銃弾はザロスへと命中し、その勢いきおいは殺されることなく彼を馬上から跳はね飛とばす。ついに地上へと降おりた騎士の姿をした魔族は、だがそのまま動くことはなかった。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆エストネル王国へ




ＧＭ：とゆーわけで、ここからエンディングとなります。無事に爆ばく弾だんも解かい体たいし、ザロスのドロップ品とともにイルマを拘こう束そくしていた鍵かぎも手に入ります。

ツヴァイ：やったっ！　これで母さんを助けられる。

エルザ：よかったね！

ＧＭ：とはいえイルマの衰すい弱じやくは激はげしく、このままどこかに移い動どうするというのも難むずかしそうです。

ダイン：これは転送石を使うしかありませんね。

エルザ：でも、この工こう房ぼうはどうします？

ユンガー：ノーデンスに任まかせるしかないだろうな。我われ々われの仕事は、ツヴァイのお母さんを助けること……それだけだ。

ＧＭ：では、エストネルの神しん殿でんへと《テレポート》するということでいいですか？

一同：はい。

ＧＭ：では、ユンガーが転送石に念を込こめると、だんだんと周囲の景色が歪ゆがみ、薄うすれていきます。そして軽いめまいののち、気がつくとキミたちは神殿に転送されます。「その様子だと、うまくいったみたいだねー」

ユンガー：サイモン──いや、サイラスか。

ＧＭ：「──っと、話はあとにした方がいいね。まずはイルマさんを治ち療りようしないと」サイラスは近くにいる神官に、イルマを部屋まで運ぶように指し示じします。

ツヴァイ：母さんっ！

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。ここはエストネルの神殿、優ゆう秀しゆうな神官には事欠かないって」人懐っこそうな笑顔を見せるサイラス。「さーて、無事にイルマさんも助けることができたし、返事を聞かせてもらえるかな？」

ユンガー：……そうだな。じゃあ、ここでみんなの方を向いて言います。サイラスの話を聞いて、いろいろ考えてみた。

一同：……。

ユンガー：で、出した結けつ論ろんなんだが──私わたしはノーデンスになろうと思う。アヴェルシアの服ふく属ぞく、そしてマリア王おう妃ひのこと、ツヴァイのお母さんのこと、それにダルトンもそうだ。バルムンクはさまざまな場所で陰いん謀ぼうを企たくらんでいる。そのことを知ってしまった以上、やはり私はそれを許ゆるすことができない。

ダイン：知ってしまった以上──ですか。

ユンガー：そうだ。もう表の世界へは戻もどることはできないかもしれない。だが、すべてを捨すてて陰かげに生きたとしても、私はノーデンスとしてこの世界を守ろうと思う。それに、そのことでカテナ隊長を助けることになるかもしれないしな。

ツヴァイ：カテナ隊長かぁ。そう言われると、ノーデンスになってもいいかなって思えてくるかも。

エルザ：カテナ隊長もノーデンスを追っているんですもんね。

ユンガー：だが、これは私自身のことだ。みんなは、自分の判はん断だんでノーデンスになるか、それともならないかを決めて欲ほしい。

ツヴァイ：そっか、隊長はノーデンスになるのか……。

ユンガー：ツヴァイはどうする？

ツヴァイ：僕ぼくはノーデンスにはならないよ。ノーデンスになったら、いろいろと縛しばられるんだろ。アイン、僕にそっくりなホムンクルス、それに魔族……。アインは絶ぜつ対たいに何か知っている。だから、僕はアインを追い続ける。

ユンガー：そうか……。

ダイン：じゃあ、私もノーデンスにはなれませんね。

ツヴァイ：え？　別にダインは……。

ダイン：（ツヴァイの言葉をさえぎって）私はツヴァイと一いつ緒しよに行くって決めたんです。たとえ、それがツヴァイにとって迷めい惑わくだとしてもね。前にも言ったじゃないですか。守り兼けん回かい復ふく役がいた方が便利だって（笑）。

ツヴァイ：ちっ！　かっこつけやがって（笑）。

ＧＭ：「では──エルザさん、あなたはどうします？」サイラスがエルザに訊きいてきます。

エルザ：……そうですね。これって、自分の気持ちで決めていいんですよね？

ＧＭ：もちろんです。

エルザ：じゃあ、サイラスさんにこう言います。私の実家のブルックス家は王族でも、貴き族ぞくでも、騎き士しでもない。特別ないわれも、育ちも、何ひとつありません。メルトランドで代々商いを続けてきた、根っからの商人の家です。

ＧＭ：「そんなことは関係ない。ノーデンスに必要なのは世界を案じる気持ち……ただ、それだけです」サイラスは真面目な顔でエルザを見つめます。

エルザ：でも、その普ふ通つうというのがわたしには大事なんです。わたしは不思議な縁えんで、畏おそれ多おおくもアヴェルシアの王子様の名づけ親となる栄えい誉よまでいただくことになりました。私はそんな自分をちょっぴり誇ほこりに思っているんです。

ツヴァイ：確たしかにな。ノルウィッチに暮くらしていた頃ころは、王様や貴族なんかに会うことになるとは思っていなかったもんな。

エルザ：はい。だから、私はただのエルザ・ブルックスでいたいんです。世界を動かす選ばれた血も、特別な力も、何もないけれど……それでも、大切なものを守るために戦うことはできるって。そう信じたいんです！　だから、私はノーデンスにはなりません。

ユンガー：そうか……。それもまたひとつの道だな（笑）。

エルザ：はいっ！

ＧＭ：「そっかー、それはちょっと残念だな。〝炎ほのおの申し子〟エルザさんに協力が得られないなんてね」本当に残念に思っているのかどうか分からない軽い口調で、サイラスは肩かたをすくめます。

エルザ：じゃあ、そこでにっこりと笑って──でも、ノーデンスにはなれなくても、お友だちのお願いだったらいつでも聞きます。素す敵てきな儲もうけ話とかは大だい歓かん迎げいですよ（笑）。




「それじゃあー、オレからひとつお願いしてもいいかな？　けっこー素敵な儲け話なんだけど……どう、聞いてみない？」




　人差し指を立てながらサイラスは、いたずらを企たくらむ子こ供どものような笑みをエルザに向けた。







◆Ending 02◆手紙




ＧＭ：さて、ユンガーのエンディングは先ほどのサイラスとの会話で終わらせてしまったので、ほかのＰＣのエンディングへと移うつりましょうか。まずはダインから。

ダイン：え？　ダインのエンディングもあるの？（笑）

ＧＭ：もちろん。ツヴァイはお母さんの容よう体だいが安定するまで、しばらくはエストネルにいることになるでしょ？

ツヴァイ：まぁ、そうだな。

ＧＭ：じゃあ、ダインもエストネルに逗とう留りゆうすることになるんじゃない？

ダイン：まぁ、そうですね。確かエストネル王国は神殿の影えい響きようが大きいので、アコライトとしてはいろいろと学べることも多いでしょうし、ダインとしてはいい機会とか思っているんじゃないかな。神殿にお世話になるとしましょう。

ＧＭ：それにダインももう８レベル。プリーストやパラディンへのクラスチェンジも見えてきてますから、神殿でもそれなりの扱あつかいを受けているのではないかと。

ダイン：では、日々研けん鑽さんに励はげむとしましょう。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じでダインがその日のおつとめを終えて部屋に戻ると、ひとりのアコライトが手紙を届とどけにきてくれます。

ダイン：手紙？　誰だれからでしょう。

ＧＭ：真っ白な上等な紙を使った封ふう筒とうは蜜みつ蝋ろうで封ふうがされていて、そこにはラドフォード伯はくの印章が押おされています。

ダイン：ラドフォード伯？　エルザならともかく、なぜ私に……。とりあえず中をあらためましょう。

ＧＭ：封筒の中の手紙には丁てい寧ねいな文字でこう書かれています──。




親愛なるダインへ




　あなたがエストネル王国へ向かったと聞き、こうしてお手紙をしたためることにいたしました。ダインさん、あなたには本当にどのようにお礼を申していいか分かりません。




ダイン：へ？　もしかして……コーレア？

ＧＭ：そうです。ツヴァイを助けたことに対してのお礼。そして、ツヴァイが無事にイルマと再さい会かいすることができたことに対するお礼が書かれています。

ダイン：まったく、サイラスのお節せつ介かいにも困こまったもんですね（笑）。

ＧＭ：まあ、彼なりに気を利かせたのでしょう。そして手紙はこう結ばれています。




　ミリアさんやマリアさんの勧すすめもあり、私はラドフォード伯の別べつ荘そうにお世話になることになりました。

　もし、近くにお越しすることがありましたら、ぜひお立たち寄よりください。ミリアさんやマリアさんもお待ちしているとのことです。

　それではお身体に気をつけて。

あなたの友、コーレアより




　こうしてコーレアは、ラドフォード伯の客人となった。

　時には、コーレアの身のこなしを見た騎士が、彼かの女じよのことを名のある剣けん士しだと見抜き、剣けんの教えを乞こいに来ることもあった。コーレアは彼かれらに剣の技わざや理を丁寧に指南するものの、けっして剣を握にぎることはなかったという。

　そして三年後。かつてのアヴェルシア王国の地に、レイウォール第二王女ピアニィによってフェリタニア王国が建国される。のちにラドフォード伯とコーレアはこの新王国に協力することになるが、これはまた別の物語である。







◆Ending 03◆新たなる舞ぶ台たい




ＧＭ：さて、次はエルザです。

エルザ：はいっ！

ＧＭ：儲け話があるからとサイラスに誘さそわれたエルザが連れていかれた場所ですが……。

エルザ：どこですか？

ＧＭ：学校です。

エルザ：へ？

ＧＭ：学校──エストネル王国にある全ぜん寮りよう制せいのシェルドニアン学園です。

エルザ：学校!?　なんで学校なんですかっ!?

ＧＭ：えーっと……これをご覧らんください（笑）。




　机つくえの上に置かれたのは、『電でん撃げきG's Festival! COMIC Vol.7』である。




エルザ：もしかして、前にエルザをコミックに登場させてもいいですかって聞かれたのってこれのことですか？

ＧＭ：はい。（パラパラとページをめくって）これです。

エルザ：『アリアンロッド・サガ　コンチェルト』？　へぇ～……（ページをめくる）あ、ピアニィが出てくるんですね。やっぱり、かわいいですね～。（ページをさらにめくって）ん？　えぇ───っ!?　エ、エルザが先生してるっ!!

ＧＭ：はいっ！　とゆーことで、サイラスが紹しよう介かいしてくれたのは、シェルドニアン学園の臨りん時じ講こう師しです（笑）。

エルザ：確かにエルザを自由に使ってもいいですと言いましたけど……まさか、先生になるとは（笑）。あ、今回は予よ告こく編へんなんですか……面白そうですね。分かりました。せっかくの機会なんで、先生をやってみようと思います。

ＧＭ：「本当ですか？　それはよかった。ちょーど魔ま術じゆつ師しの欠員が出てしまって大変だったらしいんですよー」ほっとした安あん堵どの表ひよう情じようを見せるサイラス。

エルザ：その代わり、ひとつお願いがあるんですけど……。




「エストネルに──ブルックス交こう易えき商会の支し店てんを出させてもらってもいいですか？」




　思わぬエルザの申し出に、あぜんとして言葉も出ないサイラス。そんな彼の様子にエルザは、いたずらに成功した子供のように微笑ほほえんだ。







◆Ending 04◆真実




ＧＭ：最後のエンディングはツヴァイです。ツヴァイの母親であるイルマは、バルムンクと関わりを持っており、さらにはバルムンクに狙ねらわれているということで、エストネルの神殿が保ほ護ごするということになります。

ツヴァイ：とりあえず、これで一安心ということ？

ＧＭ：すくなくとも他の国に比くらべて──というレベルですけどね。エストネルの内部にバルムンクの手の者が紛まぎれ込こんでいないとは言えませんから。

ツヴァイ：ほーんと、誰が敵で誰が味方やら、って感じだな。

ＧＭ：それでも神殿が守ってくれるというのは大きいと思いますよ。しかし、イルマの昏こん睡すい状じよう態たいは神殿でもなんとかすることができず、あっという間に三年の月日が流れます（笑）。

一同：早っ!!

ＧＭ：いやー、いろいろと考えたんですけど、ここで時代を飛ばさないと連れん載さい中のコミックと整せい合ごう性せいが取れなくなる可か能のう性せいがあるかな[image: ][image: ]って思いまして（笑）。

ツヴァイ：まぁ、なにしろただいま絶ぜつ賛さん連載中だからな（二〇〇九年一一月現げん在ざい）。

ＧＭ：なので、きくたけさんのリプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ①　戦せん乱らんのプリンセス』が始まる年まで時間を飛ばすことにしました！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ユンガー：ついに、ついに小こ暮ぐれさんや大竹さんに追いつく時が来たっ！（一同笑）

エルザ：リプレイ開始時からの悲願でしたもんね（笑）。

ユンガー：ふっ、これで恐おそれるものなど何もない！　待っていろよ、殺意の女王！　そしてファントムレイダーズ！（一同笑）

ＧＭ：まぁ、この『アクロス』シリーズは、[image: ]よし村むらさんや矢薙さんの経けい験けんの度合いに合わせて環かん境きようも変わっていくということで、そろそろ上級クラスを導どう入にゆうしてもいいかなと思いまして。

エルザ：それは楽しみですね～。

ＧＭ：レベルをどうするかとか、上級クラスになれるタイミングとかはもう少し考えてみますけど。それはまた今度ということで、話を戻もどしましょう。

ツヴァイ：ういっす！

ＧＭ：ユンガーに頼たのまれたノーデンスの仕事を終えて、ひさしぶりにエストネルに帰ってきたツヴァイをイルマの世話をしている侍じ女じよが出で迎むかえてくれ、こう言います。「イルマ様がお目覚めになりました」

ツヴァイ：なんだってっ!?　急いで母さんの部屋へと向かう！

ＧＭ：ツヴァイがイルマの部屋まで来た時、ちょうど部屋の中からひとりの女じよ性せいの神官が出てくるところに出くわします。いつもイルマの様子を見てくれている神官ですね。

ツヴァイ：母さんが目を覚ましたって本当かっ！

ＧＭ：「もう大だい丈じよう夫ぶです。お話しもできるわ。ただ、まだ体調が完全に戻もどったわけじゃないの。だから、あまり長くならないようにね」

ツヴァイ：分かりました。神官に頭を下げて、お礼を言おう。で、扉とびらに手を掛かけて、ゆっくりと扉を開ける。

ＧＭ：扉の開く気配を感じた部屋の主が、ゆっくりとキミの方を向きます。そして、その女性──イルマはキミを見て一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を見せて呟つぶやきます。「ツヴァイ……？」

ツヴァイ：……母さん。

ＧＭ：「本当にツヴァイなの……ね」自分の目に映うつったものを確たしかめるように、イルマは問とい掛かけます。

ツヴァイ：うん、僕だ。ツヴァイだよ。

ＧＭ：その声を聞いたイルマの顔は驚きから笑顔へと変わり、そしてその目からは光るものが流れ始めます。「よかった……。本当によかった……」

ツヴァイ：あれから三年後ってことは、もう二一歳さいか。じゃあ、そんな様子の母さんを安心させるようにゆっくりと近づいて、手を握にぎってこう言おう。……ただいま。

ＧＭ：ツヴァイの言葉に、イルマの目からさらに涙なみだが溢あふれます。彼女はそれを手で拭ふき取とると満面の笑みで応こたえてくれます。




「おかえりなさい……ツヴァイ」




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、イルマは意い識しきを取とり戻もどしたわけだけど、ツヴァイはどうします？

ツヴァイ：とりあえずノルウィッチを離はなれてからのことをいろいろと話す。カテナ隊長のこととか、アヴェルシアの服属のこととか──あとはアインのこととか。

ＧＭ：じゃあ、最初はうれしそうにキミの話を聞いていたイルマだけど、内ない容ようがバルムンクやアインのことに及およぶと、だんだんとその表情は暗くなっていきます。

ツヴァイ：やっぱり、母さんは何か知っているんだな。……母さん、あのアインって、一体何者なんだ？

ＧＭ：ツヴァイのその言葉にイルマの顔から笑みが消えます。そして──。




　ツヴァイの顔をじっと見つめるイルマ。

　だが、その瞳ひとみにツヴァイの決意を見た時、彼女は意を決する。そして、今まで誰にも話すことのなかった秘ひ密みつをツヴァイに告げた。




「アインは……あなたの双ふた子ごの兄。そして、あなたとアインは──バルムンクの中ちゆう枢すうのひとりである〝折れたる魔剣ノートゥング〟ヌルの息子なのです」




〝竜りゆうを狩かるもの〟バルムンク。

　そのバルムンクに協力している魔族。

　そして、〝折れたる魔剣ノートゥング〟ヌルと自分の兄アイン。

　いまだその全ぜん貌ぼうが見えぬながらも、次第に繋つながっていく糸と糸。




　時に帝紀八一二年。ツヴァイの、そして〝黄金の狼〟の前に苛か酷こくな運命が待ち受けていることを、この時の四人はいまだ知るよしもなかった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ　アクロス』

第六話「狼おおかみたちのパルティータ」

─完─

[image: ]

[image: ]







あとがき




　入門用リプレイという位置づけで始まった『アクロス』も、ＰＣのキャラクターレベルが上がり、使用するルールも増え、入門編から応用編へとステップアップしてきました。

　そして、この第五話から戦記物のシナリオを作る時の参考になるような形にシフトしています。そこでまずは、ファラフナーズ、モンドーラ、コーレア、サイラスといった他の作品に登場したＮＰＣたちを多数登場させることにしました。ＮＰＣをどう活用するか、矛盾を起こさないように歴史を動かすにはどうしたらいいか、そんなところに注意しながら読んでいただけるとうれしいです。ちなみにサイラスの外見が小説の一巻の時と変わらないのは、彼がエルダナーンの血を引いているからです。一応、補足しておきます。

　さて、ここからはいつものように各シナリオの解説となります。シナリオのネタバレもありますので、先に本編をお読みくださるようお願いいたします。




●第五話「再会のアントラクト」

　第二巻「狼の魂、竜の光」の結果、バラバラに別れてしまった〝黄金の狼〟の傭兵たちが再び集結する──それが第五話です。

　フェイズプロセッション形式のシナリオは、このような立場も状況も異なるＰＣたちが運命の巡り合わせによって出会うという物語に適しています。『アクロス』では第一巻、第二巻という積み重ねがあるのでＰＣ全員が知り合いとなっていますが、フェイズプロセッション形式にはコネクションというルールが用意されていますので、必ずしも全員が顔見知りでなくても機能するようになっています。また、時間や場所に囚われずにすむのもフェイズプロセッション形式の利点です。本編中にも書いてありますが、ツヴァイやダインのオープニングはエルザたちのそれよりも前の話となっています。

　とはいっても、ただフェイズプロセッション形式のシナリオをリプレイでやってもネタにはなりません。そこで、ふたつのチームに分けてそれぞれの行動によってシナリオの状況が変化するというシナリオにしてみました。しかも、合流できるかどうかはＰＣ次第。ある意味ではかなり冒険的なシナリオといえるのではないでしょうか（笑）。

　セッションの結果としては、ツヴァイがダインと分かれて三チームとなり、ダインのみクライマックスフェイズの直前に合流するということになりました。しかし、これによってコーレアとダインの邂逅シーンがいい感じに演出できたのも、ＰＣの行動によってなにがどう転ぶか分からないＴＲＰＧの面白いところといえるのではないでしょうか。




●第六話「狼たちのパルティータ」

　第四話までを黄金の狼編とすれば、第五話と第六話はノーデンス編へと繋がる重要なターニングポイントといえます。とはいえ、ノーデンスとなる道を選ぶかどうかはＰＣに委ねています。結果的にはユンガーのみがノーデンスとなることを選び、ほかの三人はそれに協力するという形になりました。これはそれぞれのＰＣが主張を通し、でもゲームとしてどのようにしたら面白くなるか、そんなことをプレイヤーが考えた結果だと思います。

　さて、そんなエンディングを迎えた第六話ですが、オープニングフェイズこそホットスタート（いきなり物語が始まること）となっていますが、そこから先は自由度の高いシナリオとなっています。リプレイでは書かれていませんが、シナリオは分岐、分岐の嵐（笑）。

　このようなシナリオの場合、ＰＣが予想外の行動を取ってしまうことがネックとなりがちです。それを防ぐために、私は次のようにシナリオを作成しています。




①シナリオの理想の流れをまず考える

　シナリオを頭から順番に書いていき、すべての分岐を網羅しながらシナリオを作るというのは大変な作業です。分岐の飛び先を作り忘れてしまうこともあるでしょうし、細かく作ったとしてもＰＣがそれ以外の分岐を選択することで無に帰してしまう可能性もあります。

　そこで、まずはじめに自分が理想とする流れに沿ってシナリオを書きます。枝葉の部分ではなく、幹の部分から組み立てていくのです。こうすることによって、自分がマスタリングしたいシナリオの核が見えてきます。この核を意識することで、セッション中にシナリオから外れてしまっても、修正が容易くなります。

　シナリオの核が完成したら次は分岐の作成です。この時、なるべく分岐先の共通化を図るようにします。たとえば、戦闘に負けた時に捕らわれる場合と、街の中で詰問されて捕らわれる場合の飛び先を同じにするのです。これによってシナリオ作成の労力が減りますし、想定されていない事態によって別のシーンで似たよう状況が発生した時に、アドリブで利用することができます。




②状況を利用してＰＣの選択の幅を狭める

　敵だと思っていた騎士が実は味方で、ＰＣに逃げるように告げる──第六話のミドルフェイズのシーン１のシチュエーションです。ここでＰＣの取り得るパターンは主にふたつ──戦闘するか、逃げるかです。

　ここで逃げることを選んだ場合はどこに逃げるかが問題となりますが、シナリオではＮＰＣから「廃村まで行け」という情報を与えることによってＰＣを誘導しています。よって、このシーンでは「ＰＣが戦闘に勝つ」「ＰＣが戦闘に負ける」「廃村に行く」「当てもなく逃げる」の四つの分岐を用意すればいいことになります。さらに、ＮＰＣがＰＣに対して友好的であることを示せば、たいていの場合は廃村に行くことを選ぶはずです。このように選択の幅がありながらも、自分の理想とする方向へシナリオを進めることが可能となります。

　とはいっても、必ずしもＰＣがこのような誘導に乗るとは限りません。したがって、それ以外の分岐についても、ある程度は考える必要があります。




③ＮＰＣの登場を流動的にする

　シナリオに登場するＮＰＣから重要な情報をＰＣに与えようと思っていた時、ＰＣが予想外の行動を取った結果そのＮＰＣが登場することができなくなり、重要な情報をＰＣに渡し損なった経験はないでしょうか？

　これを防ぐためには、ＮＰＣが登場できるシーンの幅を増やすことです。たとえば、第六話でサイラスが登場しているのはクロフトの酒場ですが、本来彼はＰＣがラドフォード伯に会うためにオブライエン城に行った時に登場させる予定でした。しかし、実際のプレイではＰＣたちはラドフォード伯に会うことなく、直接クロフトに向かっています。そこで、サイラスはクロフトで登場となったわけです。

　重要な情報だからこそ、その情報を与えるＮＰＣはどのシーンにでも登場することができるようにしておく──これもひとつの方法です。




　とまぁ、とりあえず三つほど例をご紹介いたしました。

　もちろんこのほかにもさまざまなテクニックがありますし、この三つの方法が必ずしも正解というわけではありません。

　みなさんも自分なりの方法を見つけて、自分のシナリオに組み込んでみてください。失敗を恐れることはありません。失敗は次に活かせばいいのですから。ＴＲＰＧはＧＭとプレイヤーとで物語を組み上げていくゲームです。みなさんもその過程をぜひ楽しんでください。




　さて、先にも書いたとおり「黄金の狼編」は今巻で終了し、次巻からは「ノーデンス編」となる『アクロス』シリーズ。いよいよ並走する他のリプレイシリーズ──『無印』『ブレイク』に追いついてきました。この先、ユンガー、エルザ、ツヴァイ、ダインをどのような展開が待ち受けているのか。楽しみにお待ちいただければと思います。

　また、『アリアンロッド・サガ・リプレイ③　殺意のエトワール』のあとがきで告知している、二〇一〇年より始まる田中信二による新リプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』に合わせた新たな投稿の募集も[image: ]ページに掲載しています。より広がった勇者募集、こちらもお待ちしております。

　それでは『アクロス』第四巻でお会いいたしましょう。

二〇〇九年一〇月　久保田悠羅







※注意：「アルディオンの勇者募集」は文庫版発売当時に開催されたもので、すでに終了しています。宛先なども当時のもので、現在は異なっています。当時の記録を残す目的で掲載しています。
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